アセンションとそのゴール

その日までの心身の鍛練
アセンションした文明(ハトホルという集合意識)からのメッセージ　日本語版　トム・ケニオン＆バージニア・エッセン著『ハトホルの書』より
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1)自己のエネルギーをマスターするエクササイズ１<パートＡ>～<Ｃ>
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まとめ

▼中核的エネルギー
・私達人類はエネルギー､物質界に固定されている｡ハトホル集合意識は(３)次元を超えたエネルギー的存在。あなたがたをエネルギー体として見た場合､鍵となる中核的エネルギー場は｢カー｣｢プラーナ体｣
・あなたがたが自分自身の臓器や肉体組織にどれだけエネルギーを注ぎ込めるかは､いかに生命力(プラーナ)を引き込むかで決まる｡
・｢カー｣は､あなたがたの思考の明晰さ､力､インパクト､そして感情の質まで決定する｡
・少しでも多くのプラーナを｢カー｣へ導く鍵は､あなたの体の中心を貫くプラーナ管にある｡※プラーナ管は､ヨガでいう｢スシュムナ｣(※脊柱基底で生じたクンダリーニ・エネルギーが､それぞれのチャクラを通過して上昇し､頭部のチャクラにいたる道筋のこと)とほぼ符合｡
・頭頂に達したクンダリーニ・エネルギーは､｢宇宙意識｣といわれる意識レベル､あるいは高次な意識状態である｢すべてなるもの｣とのつながりを開く｡生命力であるクンダリーニ・エネルギーは､このスシュムナという通路をとおって上昇する｡
・すべてがあなたの生命力を強化するほうに働くよう､｢カー｣すなわちプラーナ体とのつながりを築いておくことが大切だ｡意図的にプラーナ体を強化し､プラーナ体から肉体への光の放出を増大させられるようになったとき､アセンションへのプロセスに乗り出す準備が整う｡
・｢物｣は特定の倍音(ハーモニクス※以下略)にある振動にすぎない。

・人は物質の状態からエネルギーの状態へと移行できる｡その方法さえ理解すれば人は物質の状態とエネルギーの状態を行き来できる｡あなたがたは新しい意識の次元へと生まれ変わるプロセスの只中にある｡
▼感情に気づく
・あなたはイニシエーションを受けるためにどこへ赴く必要もない｡この世に生きることでイニシエーションを授かっているからだ｡
・自分自身の感覚や､ものごとに対する感情反応に気づくことが重要な鍵なのだ｡それは気づいてはじめてバランスをとることができる｡
感情体と｢カー｣はエネルギー的につながっているため､｢カー｣を強化してあなたの感覚や感情を完全な肯定的気づきに向かわせることにより､みずからの進化を大幅に加速することができる｡
・自分自身の｢カー｣を慈しみ､その向上に努めることがより一層重要に｡
▼大いなる変成器
・チャクラは感覚と結びついている｡エネルギーが胸の中央部､｢大いなる変成器｣であるハート・チャクラに移ると､この感覚のエネルギーは鋭敏に調和された周波数へと変化する｡ハート・チャクラは肉体の｢中心太陽｣とも呼ばれ､より高次の意識と全体性にいたるエネルギーの流れのすべてがそこで生じるというような部分なのだ｡ハート・チャクラは｢花びら状｣だが､他のチャクラも花にそっくりのエネルギー構造をしている｡
・心の花が開くときにはかならず感覚の広がりが生じる｡感覚体験が増えれば増えるほど､開いた心の花びらもさらに成長する｡
・あなたが人生の瞬間瞬間に体験する感情､感覚の力とエネルギーこそが､あなたをより高次の意識状態へと向かわせる食料であり燃料にほかならない｡
▼愛の流れ
・わたしたちにとって本質的なバランスの基点になるものは､宇宙的な愛の流れだ｡その愛の流れは､わたしたちの感情に無条件の愛と受容を映し出す共鳴振動なのだ｡
・わたしたちの望みは､すべての生命体の体験がこのバランスの基点にそろって到達することだ｡
・わたしたちにとって核となる大切な基点は､高次に整合された無条件の愛と受容という振動エネルギー場に到達することにある｡そうしたエネルギー場を生きることで意識の螺旋を上昇していくことができる｡
・わたしたちはそうした『愛』のエネルギー場にあり､その肯定的な感覚でさまざまな状況を体験することが､自分たちの進化にとってこのうえない促進剤であり触媒であることを学んできている｡
▼アセンションのゴール
男性性と女性性つまり｢普遍的両性具有｣としての意識状態に人類が進化｡無言の祈り｡太陽と月｡＋と－の電荷を帯びた磁力､バランスのとれた平和が全世界を覆い尽くすことが私たちの心からの願い

・人類意識は今,｢大いなる母なる地球｣に敬意を払う生き方に､もう一度立ち返る必要を感じはじめている｡進化の周期性を見ることができる｡
・アセンションのゴールとは､日常をできうるかぎり豊かに精一杯生き､常に自分を愛と気づきという偉大な力に委ねて生きることだ｡
・上昇が始まると｢礎石｣とも言える四つの関係(後述)における変化が観察されるようになり､それに基づいて自分の進歩が確認できる｡
・存分に生き､日々どんな場においても最高の可能性を生み出すように務めるなら､わたしたちの文化､種族､共同体､文明全体が高められる｡
・この惑星に途方もなく大きな変化が起きつつある｡わたしたちが現在の次元にとどまるがどうかは問題ではない｡なぜなら無限の大宇宙を生きるわたしたちは全員､いずれアセンションすることになるからだ｡
・まずはあなたが手掛けられることを変えてゆくほうが､有益なのだ｡
・あなたが手掛けられることは､世界にもたらす愛を増やすことなのだ｡
▼人間関係はチャンス
・あらゆる人間関係はチャンスだ｡出会う存在のそれぞれに内なる価値を見出すことで､あなたは生命に貢献する｡
・相手が見ず知らずの人でも､背景や信仰がわからなくても､その存在もまた生命の一部であるとあなたが気づいていることを相手に示してほしい｡あなたのエネルギー場にそうした意思を保てば､愛と受容が相手に伝わる｡それが生命への貢献だ｡
・あなたが自分のエネルギー場に保存している感じ方や内的姿勢がものを言うのだ｡出会う人はみな大いなる宇宙の一部であるという内的姿勢をただ保ちつづけることだ｡
▼愛とともにある
・人類､ひいてはあなた自身のなかに存在している大いなる神秘は､みずから明らかになって､あなたを魅了する日を待っている｡それが叶うために必要なのは､あとほんの少しの愛だけだ｡どうかあなた自身を愛してほしい｡あらゆる存在を愛してほしい｡必要なことというのはシンプル｡どんなときにも､どこにいても愛とともにあるように｡
序文

トム・ケニオンによる序文

・｢集合意識ハトホル｣として知られるきわめて非日常的な情報源からもたらせたもの｡集合意識ハトホルの一人から予期せぬアプローチを受けた｡⇒音声をＰＣに打ち込むことに難航

・それから四ヶ月ほどたち､衝撃的な方法で私(著者)を巻き込むことに成功

・ハトホル達が繰り返し述べているように我々の人間の感情や感覚は意識進化の重要な鍵だ｡私は読者のみなさんにハトホル達の言葉や考え方にご自身の感覚がどう反応するか感じながら読んでいただきたい｡彼らの情報をただ知的概念として受け入れるのではなく､むしろそれがあなたの心や頭にどう響くかを感じてみてほしい｡ハトホル達は私がこれまで出会った中でもひときわ真の愛情深さと智慧をそなえた存在だ｡この古代の賢者達をここでご紹介できることを光栄に思う｡私がそうであったように読者のみなさんの心にも彼らの言葉が深くふれることを願ってやまない｡
・心のパラシュートを開こう！それは開いて初めて本来の役割をする｡
ヴァージニア・エッセンによる序文

・シェア財団は過去十年余の間に直属のＳＥＥ出版より広汎で多岐(たき)に渡るチャネリング情報を扱った６冊の本を出版しており､本書は７冊目｡
・私達の目的は読者の方々の現在の知覚認識にひびを入れ､人に本来そなわる､使われていない部分を開くこと､そして上昇螺旋をたどる人類のたえまない霊的な覚醒と思考､肉体､感情の成長と健全さを喚起することにある｡
・過去十年ほどの間に他にも大勢の人々や団体によって同じような取り組みがなされてきた結果､テレパシーによる異次元間コミュニケーションという概念が以前より広く受け入れられるようになってきた｡
・このことにはいつも感謝している｡西暦二千年を目前にしてこの太陽系やさらにははるか彼方の宇宙の存在までもますます身近に感じられるようになるにつれ､私達の無意識の中でも体細胞に眠る太古の記憶がざわめきはじめているはずだ｡まことにこうした細胞の広がりが太古の神秘に対する私達の興味を数多く喚起し､今やそうした神秘を分かち合うことができるようになってきたのだ｡そしてかつて実在した文明におけるヒーリング方も数々よみがえっている｡
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・そうした意味でも私は集合意識ハトホルをご紹介できることに大変な歓びを感じている｡現在は金星のエーテル界に存在しているというハトホル達はかつて地球の歴史に大きな影響を与えていたことがある｡
・すでにアセンション(次元上昇)を果たした彼らの文明では音による信じられないような癒しが行われており､彼らはそれをトム・ケニオンの協力のもとに私達に伝えるために来てくれたのだ｡トムの様々なセミナーを体験した者として私はハトホル達の情報やエネルギー処方の数々がきわめて効果的かつ肯定的であると信じている｡しかし彼らのメッセージが一人一人にどのような価値を持つのか､それを見極められるのはあなたご自身だけだ｡
・親愛なる友であるみなさんのもとに平和と祝福があるように｡
右上のシンボルについて　－古代錬金術のシンボルで男性性と女性性の｢聖なる神秘の結婚｣を意味｡内なる生命の力のバランスをとることをさしている｡｢普遍的両性具有｣としての意識状態に進化｡無言の祈り｡太陽と月｡＋の電荷を帯びた電力と－の電荷を帯びた磁力｡バランスのとれた平和が全世界を覆い尽くすことが私たちの心からの願い

第１章　ハトホルとはだれか､そしてなぜ地球にやって来たのか 

・ハトホル(以下Ｈと略､随時言い切り形式とする)｢私達は集合意識ハトホルだ｡私達は愛と共にあなたがた地球の素晴らしい理想的な現実の響きをたずさえてやってきた｡もしみなさんに新しい世界を作り出す用意があれば､一緒に知性と感性の旅に乗り出そう｡
・私達はあなたがたの先輩であり兄弟姉妹にあたる存在で､この惑星で進化を遂げつつある人類を､とても長いこと見守ってきた｡私達は太古の昔からあなたがたとともにある｡私達の足跡はあなたがたの有史時代の記録に残っているよりさらに古い､今や忘れ去られた時代にまでさかのぼることができる｡
・私達は次元を越えたエネル在でもともとは別の宇宙からあなたがたの宇宙の入り口であるシリウスを経由してやってきた｡そしてシリウスからあなたがたの太陽系へと入り､金星のエーテル界(低次の魂界・生命界)は､自然霊たちの活躍している世界｡自然霊とは､私たちの物質界の背後から､様々な働きかけをしている｢妖精｣たち｡確かに存在している｡生命あるものは全て､｢生命体(エーテル体)｣という目には見えない霊体を持っているが､これも､まさに低次の魂界(エーテル界)と相互に浸透し合っている｡“エーテル”は､東洋の“気”と呼ばれるものと同一)に落ちつくことになったのだ｡
・私達は昔､とりわけ古代エジプトで豊饒の神として祀られていたハトホル女神(本書ではハトホル女神と集合意識ハトホルもしくはハトホルで区別)を通して務めにあたっていたことがあった｡またチベット仏教の形成期にはラマ僧達とも交信していた｡彼らの独特の技法や音を用いた習わしの中には私達一族の仲間による教えがもとになっているものもある｡私達の文明はそのように地球の古代文明とも交流があったが､あなたがたの知る宇宙を越えた､はるか彼方の銀河にもまた点在している｡
・私達はすでにアセンション(次元上昇)を経ている存在だ｡あなたがたのエネルギー場に特徴的な固有の波動があるように､私達の仲間も特有の振動性のエネルギー場に存在している｡私達は単にあなたがたより早く振動しているというにすぎない｡そうしたことに関わりなく､私達は皆が神秘の一部であり､すべての宇宙を結ぶ愛の一部なのだ｡
・あなたがた人類がそうであるように､私達もまたありとあらゆるものの｢一なる根源｣に向かい､次元を上昇しつつ魂を成長させ続けている｡
・私達もあなたがたと同じく､歓びや悲しみを通して成長しきたのだ｡巨視的な視野からすれば､私達は気づきと意識の進化の螺旋において､あなたがたよりも少し高いところにいる｡それで私達は友として助言者として､そしてまた｢すべてなるもの｣の記憶へと立ち返る旅の仲間として､自分たちがこれまで学んできたことをあなたがたに伝える｡
・この固有の太陽系のすべての意識レベル､つまり人間界だけでなく動物界､植物界､鉱物界といった全領域において大いなる癒しの時が訪れている｡しかしながら地球の進化とアセンションの鍵を握るのはあなたがた人間だ｡その鍵を使うには自由意志による選択が求められ､あなたがた人類が進化を選択するか否かが､この世界の多くの領域に影響を及ぼすことになるのギー的存
だ｡この惑星の意識変化の歴史という点で見ると人類はゆゆしき局面を迎えている｡
・いまだかつてなかったことが起こりつつある今､私達はもう一度あなたがたの意識の中に登場し､ともにその時代を迎えることの歓びに一種の法悦さえ覚えている｡この前私達が最後にお互いの存在を意識的に認めていたのでは古代エジプトの時代だった｡
・エジプト史の中に私達の存在や動機や身体的特徴などの痕跡を見出そうとしても､それはほとんど不可能だろう｡ただしハトホル女神を祀った神殿には私達の姿を模した彫像が残されており､そうした彫像の一つの写真を本書に載せておく(表紙写真｡後頁参照)｡これをご覧になって何らかの記憶が呼び起こされる人々もいるかもしれない｡
・まず本書ではあなたがエネルギーであるという解釈から入っていく｡私達がエネルギーの話から始める理由は現時点での地球ではあなたがたの意識が三次元の現実と呼ぶところ､つまりあなたがたの身体的感覚によって見たり触れたりできる物質界に固定されているからだ｡しかしながらエネルギーのスペクトル､すなわち地球の物理学者がまだ解明していない電磁スペクトルの中ではそこに存在するもののうちあなたに見ることの出来る範囲は１パーセントにも満たないのだ！この宇宙で人類が把握していない無数の領域と同様､私達もまた人類がまだ知覚していない残りの99％のエネルギーの中に存在している｡
・そうした残りの領域においてあなたがたがどれほど愛されているかがわかれば幾世紀もの歳月に渡って人類を支配していた自己否定の桎梏(しっこく)からあなた自身を解き放つことができるだろう｡しかしありがたいことにこうした抑圧は徐々に消滅しはじめている｡…
ヴァージニア(以下Ｖと略､随時言い切り形式とする)私は読者のみなさんができるだけ親しみを感じられるようなかたちであなたがたを紹介したいと思っている｡私達に情報を伝える仕事に就いておられるあなたがたグループないし委員会は何人から成っているのか｡また各メンバーの違いがわかるようなそれぞれの関心事や専門分野について教えてほしい｡
Ｈ私達のグループは10人から成っている｡実際には13人いるがうち３人はここで分かち合う情報の送信には直接関与していない｡その３人は証人として一歩退いたところでこの交信の過程を見守っている｡
そして10人は集合意識として多かれ少なかれ自分を表現しているが中でも主としてそのうちの一人､アヴァーを通して交信(チャネリング)を行っている｡
・私達は数百万人の文明に属する10名の個性を有した存在だ｡私達の職業的背景は地球でいう医師､科学者､複数名の教師と歴史学者だ｡…

Ｖあなたがたがこうして交信することを選択された理由をお聞かせいただけるか

Ｈ｢私達は兄弟姉妹である人類を愛しく大切に思っている｡私達はこの惑星に途方もなく大きな変化が起きつつあることを察し､それを確認するにいたっている｡あなたがたは新しい意識の次元へと生まれ変わるプロセスのただ中にある｡
・私達の文明も同じプロセスを経て今にいたっているため時空間の扉(ポータル)を通過し､より拡大した現実(リアリティー)へと生まれいずる時の痛みを私達は体験的に知っているのだ｡そのため情報を分かち合うことであなたがたの一助となることを選択した｡私達のこうした思いはあなたがたへの愛と共感､そしてあなたがた人類とともにいられることの歓びから発したものなのだ｡｣
Ｈわたしたちが始原の人類意識を訪れたとき､発現したばかりであったその意識は､｢大いなる母｣､｢大いなる地球｣とつながっていた｡…｡初期において人類の意識は女性的性質をもつ地球意識､すなわち地球母体と深くつながっていたことになり､女性的な神秘性やその資質は意識の本源的な発露であったことがわかる｡
・その後､女性性がいわゆる男性性と呼ばれる資質に凌駕されはじめたゆえに起きてきたものごとを､私達は人類の進化の立会人として観察してきた｡人類は地球との繋がりを次々と断ちはじめ､自立をもくろむようになった｡人類にとって自主性に目覚める事はむろん大切な事でもあるが､地球をはじめ人間以外の生命体との絆を断ち切ってしまう事は､同時に非常に危険な事でもあるのだ｡
・人類意識は今,｢大いなる母なる地球｣に敬意を払う生き方に､もう一度立ち返る必要を感じはじめている｡進化の周期性を見ることができる｡
・人類の意識はこれまでに､母なる地球意識､それから父なる自主性ないし男性意識という二つの極性を体験している｡…｡この二極はあい合わさり､男性性と女性性のバランスが達成される必要があるのだが､それがまさに今起こりつつあるのだ｡一人ひとりが自らの両性性､つまり自分の内なる男性性と女性性とに向き合い､上手に付き合っていこうとするプロセスが起こっているのは決して偶然ではない｡
・気づき目覚めている人々には､女性性と男性性はバランスをとられる必要があること､男性と女性という二つの極性間の戦争を終わらせなければならないことがわかっている｡そうなることで男性原理たる自主性と女性原理たる受容性のバランスが保たれた状態に戻れるのだ｡
・いわば灰燼(かいじん)から女性性がふたたび蘇るとき､古代エジプトの神秘の力が戻って来る｡…｡その神秘の力を生かすか殺すかは､人類の自由意志にかかっている｡…｡なぜなら今こそ､女性性の再起をみるときだからだ｡しかしこのたびの女性性の復活はこれまでとは違い､…今回､女性性はバランスの取れた原理として返り咲くだろう｡女性性一辺倒でも､男性性一辺倒でもなく､両方のバランスが取れた両性具有的融合を遂げるのだ｡
Ｈ｢現在進行中の二つのプロセス―意識体としての地球が､彼女(地球)自身の意識の高まりと変容を迎えているのだ｡⇒動植物､あらゆる生物が影響｡地球がより高い波動のエネルギー場へとシフトするに伴って､みなそれぞれに足並みを合わせるように各自のプロセスを進めている⇒幾多の次元にわたる別の領域から待機しながら地球の変化を見守っている｡
・金星は地球の姉｡深く関わっている｡この美しい惑星への転生を決意した存在や､アセンションという独自の進化のプロセスを歩み始めた地球自身に手を差し伸べることは私達の歓びなのだ｡
・金星とシリウスには直接的なつながりがある｡オシリスやイシスと呼ばれた古代エジプトの神々はエネルギー場､つまり広大な広がりをもつ意識と気づきのエネルギーの原型である｡そうしたエネルギーは古代エジプト人によって擬人化あるいは人格視された｡…｡進化した聖職者たちはそれを象徴化されたエネルギーないし流動的エネルギー場として理解していた｡…｡神々というのはみな｢一なる根源｣の様々な側面のこと｡…｡そうした神々は善意のエネルギーであり､同調ないし連動することもできるが､｢至高神｣ではない｡神々はあらゆる二元性や二極性と無縁に存在する究極の｢根源｣ではない｡
Ｖあなたがたが人類と関わり合ったのはどんな意味合いからか
Ｈ私達は音､エネルギー､愛に関するマスターだ｡私達は人類の主に感情という性質に取り組んでいた｡あなたがたはそれを｢感情体｣と呼ぶこともあるようだ｡次元空間を超越したマスターである私達にとってあなたがたと交信することはなんら難しいことではない｡人類との交信は普通はあなたがたの遠隔透聴能力や遠隔透視能力(いやゆる千里眼)や直感力を介して､あるいは夢に現れるといった形で行われる｡文明の初期にあった古代エジプト人との交信はハトホル女神の神秘的視覚化を通して行われた｡私達はハトホル女神信仰を通じて古代エジプト人が霊的な｢黄金時代｣を築くのを援助できた｡その黄金時代の数々の｢神秘学派｣の樹立をみるほど全盛をきわめた｡そうして拠点を媒体にして私達は秘儀参入者達の手ほどきを助けるなど意識進化の見知から好ましい影響を地球に広めることができたのだ｡
Ｖその他にあなたがたが人類に惹かれる理由は？
Ｈ人類の並はずれた多様性や差異､そして心と感情を伴う存在として｢大いなる宇宙｣の根源に到達しようとする深い結びつきゆえ｡しかし輪廻転生のサイクルにある人類は矛盾した状況におかれている｡これはアセンションした意識レベルにある私達より多くの点で困難を極める状況と言える｡それは人類が三次元の現実(リアリティー)※物質界に暮らしているからだ｡人の感覚器官はものごとには限界や制約や抑圧があると告げてくるからだ｡感覚器官の知覚が三次元の現実(リアリティー)に縛られ固定されているために私達が知覚している｢大いなる宇宙｣の真の姿を人類に示すことはできない｡
・人類は魂のレベルではより壮大な現実(リアリティー)や｢大いなる神秘｣の存在を知っており､思い慕い､つながりを保っている｡まさにそうした事実こそが私達がもっとも惹かれる部分にほかならないのだ｡それは私達以外の別の領域から来ている多くの存在にとっても同様だ｡私達は人類のそうした部分を慈しみ､敬愛している｡
Ｖハトホル意識の活動は特に古代エジプト時代に活発だったとのことだが､人類に与えた影響のうち､一番の功績は何だったか
Ｈ神聖な愛と無条件の受容の倍音を人類に有用なかたちで保ち続けること…｡さらに意識に関する私達独自の知識や解釈もまた､人類にとって極めて有益なものと思う｡｢錬金術｣をとおして播種した秘儀的教えの数々…｡生命力について､それをいかに強め､高めるかを説いたものだろう｡こうした知識の伝授に加えて愛の倍音を支えてきたこと…
Ｖ…｡もし私達にあなたがたが見えるとしたら集合意識ハトホルのみなさんは現在どんな姿をしておられるのか｡エジプトの古代遺跡から出土した数少ないあなたがたの彫像はその描写において正確なのか｡
Ｈ自分たちの見解になるが私達は大変美しく印象的な風貌をしている｡だが私達の中にも個人差はある｡身長はあなたがたの測定値でだいたい３メートルから４メートル余りというところだが､それより高かったり低かったりもする｡頭は比較的大きめで耳も大きく､頭髪もある｡髪は本書の表紙の像のように後方へ梳(す)き上げている｡地球人の身長よりはるかに上背があるため手足もそれだけ長くなっている｡
・私達の本来の姿は(あなたがたと同様に)光だ｡しかし私達の意識がより密度の濃い存在レベルに移った時には私達の光の体は物質的な身体像を持つ｡そうした場合には､いま説明したような形状をとることになる｡…透視能力を用いて私達を感知できたかどうかによって､私達の容姿に関する認識も職人によってまちまちだった｡
Ｖそれではハトホルのみなさんは遺伝的な見知からするとヒューマノイド(人間型生命体)であるということになるか｡
Ｈ私達はヒューマノイドだが､我々のDNAには12本のDNA鎖がある｡
Ｈあなたがたが｢音｣と呼んでいるものは､わたしたちにとってはこの領域での主要な振動だ｡わたしたちは人間の耳に聞こえる物理的音声にかぎらず､音を振動としてはっきり聞き分けることができる｡あなたがたの物理学の定義によれば､音とは振動を伝える媒体が存在してはじめて発生することになっている｡しかしわたしたちが｢音｣という場合は｢振動｣そのものを意味し､それは真空状態においても生じうるものだ｡よってわたしたちの解釈では､音は振動という資質を有するすべての現実(リアリティ)の究極的本質であり､基礎である｡
・換言すれば､｢もの｣は特定の倍音にある振動にすぎないということになる｡したがって倍音を変えることで､人は物質の状態からエネルギーの状態へと移行できるのだ｡
さらに､その方法さえ理解すれば､人は物質の状態とエネルギーの状態を行き来できるようになる｡
・当初､わたしたちが宇宙空間の探求やこの太陽系への参入に用いた乗り物は､音や振動に基づいて作られていた｡これはわたしたちの文明ではかなり古くからの知識であり､祖先の時代から使われていたのだ｡わたしたちはこの方法を何千年も前から知って用いている｡
Ｖさてあなた方に関してざっとご紹介いただいたわけだが､本章をしめくくるにあたり何か発言していただける方はいらっしゃるか｡
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Ｈ大いなる意識の変容とシフトの扉(ポータル)をくぐり抜け､新たな意識の次元に到達しようと､あえてこの時期に地球に来ている､人の姿をまとう兄弟姉妹のみなさんに対し､私達は心からの感謝を表したいと思う｡同時にそれがどれだけ困難で骨の折れる仕事か､また一方でどれだけやり甲斐のあることかを知る私達は､あなたがたが超銀河意識の領域､すなわち繊細な生命の領域に仲間入りされる時をいうなれば時間の対岸からもろ手を差し伸べて歓迎しようと待ちわびている｡あなたがたに何らかのお役に立てばと願いつつ､大いなる謙遜をもってこの情報を託す｡これらの情報に何かしら有益な部分があればどうぞ使ってほしい｡また私達の情報に感じるものがなければそのまま聞き流してほしい｡みなさんがどんな選択をされても私達はそれを尊重する｡どのような選択であれそれは時の始まり以来､この宇宙で未曾有の進化が展開されるこの機会に供されるものなのだから｡
第２章　エネルギー体としての人間 

Ｈあなたがたの兄であり姉でもある私達はこことは別のあなたがたが四次元と呼ぶ周波数の領域に住んでいる｡そのためにあなたがたに対する見え方やとらえ方も違っている｡私達はあなたがたとは異なるエネルギーの状態を介して見ているからだ｡私達にはあなたがたの姿はいくつも重なり合ったエネルギー場として認識できる｡
・そうしたあなたがたのエネルギー場のうち一番明らかなのは肉体と呼ばれるものでそれは肉体の空間をうずめる無数の細胞の中に広がる種々の化学的､生化学的､あるいは電気的プロセスをも含んでいる｡しかし私達があなたがたを見る時にはほとんど空間としか見えない｡その肉体はまるで星々から成る銀河のようだ｡各原子は中心太陽のような核とその周囲をまわる惑星のような電子を持ち､太陽系にそっくりだ｡古代エジプトの伝統から排出した神秘学の錬金術師達はいみじくもこう語っている｡｢上に在るがごとく､下もかく在り｣｡これはどんな創造のレベルをみてもそれぞれの上位に下位のレベルを繰り返し複製しているという意味だ｡かくして太陽系では中心太陽の周囲を諸惑星がまわり原子においては中心核のまわりを電子がまわっているのだ｡あなたがたの太陽系のほとんどが空間で占められているのと同様にあなた自身もそうなのだ｡(～P48)
・…人の肉体の99％以上は空間であることを解明している｡…私達はあなたがたを文字通り人の姿をした星々の銀河として見ているのだ｡一つ目のエネルギー場である肉体はたとえあなたがたには物質的で非常に密な個体に見えるとしてもエネルギーないし光の見地からは実際にきわめて異なって知覚される｡
・この物質的なエネルギー場と重なり合って存在しているのが二番目のエネルギー場､すなわち私達が｢カー(Ka)｣と呼んでいるものだ｡これはあなたがたの言葉の中では｢プラーナ体｣として登場することがある｡プラーナとは古代からの伝承を受け継ぐヨギ(ヨガの実践者)達が｢酸素の中に存在する生命維持に不可欠な力であるが酸素と呼ばれるものとは異なる｣と解いている｡プラーナは広大な植物繁茂域や水流域において増強する｡生命力であるプラーナは肉体と｢カー｣つまりプラーナ体の両方に浸透している｡この｢カー｣は実際に物質的エネルギー場の最初のレベルである肉体のすみずみにまでゆきわたっている生命力の源なのだ｡｢カー｣は肉体とそのエネルギー場の写しであることから霊的(あるいはエーテル的)なツインと呼ばれることもあるが､写しは写しでもエネルギー状態がより精妙な写しであると言うことができる｡
・古代エジプトの錬金術に造詣(ぞうけい)の深い人ならそこで使われる｢カー｣という言葉が不滅の魂とは違うものの､人の死後一時的にその肉体より長く生き続けることのできるエネルギー的ツインを意味していることをご存じだろう｡
・プラーナがあなたがたの肉体を駆けめぐって｢カー｣が増強されることがなければあなたがたは生き続けることはできない｡これは生命力そのものの力にほかならないからだ｡そこで私達は実際に肉体という銀河を流れるプラーナを安定させる方法をいつくかあなたがたにお知らせしたいと考えている｡こうした方法は生存と健康維持にきわめて重要であると言えよう｡
・あなたがたにはその他にも感情体､コーザル体､アストラル体などという精妙なエネルギー諸体があるが｢カー｣の発達があなたがたの高次の意識への移行に大きく影響することからここでは主に｢カー｣に焦点をあてていくつもりだ｡(～P49)
図１a　↑　　　　　　　　　　　　図１b　↑

・図１aと図１bを見てほしい｡二極性の磁場の形はみな似通っている｡二極性の磁場をもつものには､棒磁石､リンゴ､惑星(地球も含め)､そして人など､多種多様な形のものがある｡(P49～)
図１c　→
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・図１cは､肉体をとりかこむ電磁場の二次元的平面描写である｡このようにあなたがた人間の肉体は真ん中に柱が通っている両極性磁石であり､その柱は古代の秘境的な教えによって､中央導管､中央柱､プラーナ管､あるいはアンタカラナ…など､様々な名で呼ばれてきた｡地球の科学者によれば､すべての両極性磁石は ｢管状円環体(チューブ・トーラス)｣ というドーナツ状の三次元的立体エネルギー場を放出している｡
・このエネルギー場は人体の周囲を立体的・三次元的に流れている｡
・このドーナツのような形の真ん中にある管の中央を､エネルギーの道筋が真っすぐ走っている｡これが実際に､肉体が発する磁場の中央柱になる｡よってこの中央柱が､いわば生命の基盤である電磁場の中央導管である｡ …
・あなたがたをエネルギー体として見た場合､注目すべき鍵となる中核的エネルギー場はわたしたちに言わせれば｢カー(Ｋa)｣(肉体を一つ目とした時､肉体と重なり合って存在する二番目のエネルギー場のこと)､すなわちプラーナ体なのだ｡あなたがたが自分自身の臓器や肉体組織にどれだけエネルギーを注ぎ込めるかは､いかに生命力 (すなわちプラーナ) を引き込むかで決まる｡｢カー｣は､あなたがたの思考の明晰さ､力､インパクト､そして感情の質まで決定する｡もし｢カー｣が混乱すれば､他のエネルギー場も混乱する｡そうすると肉体は低いレベルのエネルギーでしか機能せず､思考力が低下し､感情的にも不安定になるのだ｡
・｢カー｣があなたがたの肉体という銀河をはじめ､それ以外の精妙なエネルギー諸体にも光を流せるようにするために､少しでも多くのプラーナを｢カー｣へ導くにはどうすればよいか｡わたしたちがこれから話していきたい主なテーマはまさにこのことなのだ｡
図２↓左下図　　

※カー(Ｋａ・プラーナ体)とは
酸素の中に存在する生命維持に不可欠な力であるが､酸素と呼ばれるものとは異なる
・(一番目の肉体である)物質的エネルギー場とかさなりあって存在しているのが二番目のエネルギー場でカー(Ｋａ)＝｢プラーナ体｣とも｡
・カーは､実際に物質的エネルギー場の最初のレベルである肉体のすみずみまでゆきわたっている生命力の源
・プラーナとは気､生命エネルギーのこと

プラーナとは､古代からの伝承を受けつぐヨギ(ヨガの実践者達)が､｢酸素のなかに存在する生命維持に不可欠な力であるが､酸素と呼ばれるものとは異なる｣と言う｡ 
・プラーナは広大な植物繁茂域や水流域において増強する｡
・生命力であるプラーナは､肉体と｢カー｣つまりプラーナ体の両方に浸透している｡ 
・スシュムナとは⇒体の中心を貫く管｡尾骨末端から脊髄を通り､脳天に至る生命エネルギーの通り道｡
・気功的に考えれば脈の一種で､ヨガでは尾骨に蓄えられている先天的な生命エネルギーが通ると考えられている最も重要な経路｡脊柱基底で生じたクンダリーニ・エネルギーはスシュムナをとおって上昇する｡
・プラーナ管とは右下図は天と地から入ってプラーナ管を通る､エネルギーの流れ｡
・この図のとおり､スシュムナと違って､脊柱の道筋にそってあるわけではなく､クラウン・チャクラのある頭頂から会陰(性器と肛門の中間)まで一直線状に伸びている｡地中深くまで伸びるが､あなた個人の意識の発達度によって､地面にわずかに届かなかったり､5～8cmほど地中に入ったところまでだったり､地球の核にまで達している場合もある｡
・プラーナ管はあなたの頭上のほうにも伸びるが､こちらも数ｍ～数千ｋｍまでと､その人の意識の進化状況によって伸びぐあいは異なる｡普通プラーナ管の太さは､手の親指と人差指をつけてできる円と同じ位｡
※チャクラ (CHAKRA) とは
・７つの精神エネルギーの中枢的な役割を果たすもの｡
・インドの古語(サンスクリット語)で直訳すると『車輪』や『回る』という意味｡
・人間の精神的エネルギーの中枢を司り身体の中心線上に７つあり､経絡に重なる位置にある｡
・7つのチャクラは､活性化する特定の音の周波数に同調し､７色の光を発している｡
・チャクラが閉じたり詰まったりすると身体的に様々な機能障害が起きてしまう可能性がある｡
・古来より７つのチャクラが活性化・覚醒すると､様々な超能力(超自然的能力)を発揮すると言われている｡
クンダリーニとは
・悟りを得るために必要なシャクティ(性力)のこと｡
・クンダリーニの活性化を念頭においたヨガは､｢クンダリーニ・ヨガ｣と呼ばれる｡クンダリーニを象徴化したものとしては､密教の軍荼利明王がある｡　　　　　　　　　　　↓クンダリーニを象徴化した絵
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・｢螺旋｣｢コイル｣｢巻き毛｣｢環｣などを意味するサンスクリットの 
kundala(クンダラ)から派生した､｢螺旋を有するもの｣を意味する
 kundalin(クンダリヌ)の女性形主格が､Kundalini(クンダリニー)の語源

・クンダリーニは普段は尾てい骨付近のムーラーダーラチャクラに眠っている｡
・ヨガの実践や宗教の各種修行によって活性化し始め､生涯をかけ各チャクラを開花させグランティ(=結節｡ブラフマー結節､ヴィシュヌ結節､ルドラ結節の3種類がある)を破壊し､最終的には頭頂のサハスラーラを押し開け解脱に至る｡
・今世で解脱できる魂は極一部といわれている｡性欲を昇華させたものがクンダリーニとなるため､梵行(性的な事柄を避ける)修行が重要となる｡
・｢カー｣を活性化させ､体を流れるプラーナを増大させる目的で､主要な方法としてプラーナ管集中法を用いてみたい｡
図２参照天と地から入ってプラーナ管を通るエネルギーと光の流れ←
1)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ１<パートＡ>

←図２を参照｡
1 大地につながっているプラーナ管をとおして息を吸い上げる｡
2 一呼吸で､大地からプラーナ管へと息を吸い上げ､体の力をぬいて､ため息のようにそれを吐き出す｡
3 二回目の呼吸では､頭の上から息を吸い込み､天のエネルギーを体内のプラーナ管へと引き込む｡
4 また体の力をぬいて､ため息のようにそれを吐き出す｡
これをプラーナ管へのエネルギーの流入をはっきりと感じとることができるまで､何度かくり返す｡
・この第一段階は､プラーナという精妙なエネルギーの流れが､大地からプラーナ管をとおって上昇し､天からも同じ管に下りてくる感覚を感知しはじめることがすべてだ｡
・リラックスのための音楽をかけるのもよい｡そうすることでくつろぎ､意識が内側を向きやすくなるため､このプロセスが促進されるという意見が少なくないからだ｡静寂を好む場合には､むろん音楽はなくともよい｡屋外の清澄な自然のもとで行うと､とりわけ効果的だ｡
・あなたの波動を意識の上昇螺旋にのせて高めるプロセスにおいて｢カー｣はきわめて重要である｡あなたの存在全体を意識の上昇螺旋の上方へと押し上げるプロセスにはエネルギーがいる｡そこには生命力のパワーが不可欠｡そしてその生命力は ｢カー｣ をとおして生み出される｡生命力の実際の源は ｢すべてなるもの｣ から生じている｡そして生命力は宇宙をくまなく流れるエネルギーや素粒子を通じて発散される｡
・あなたの人生にも生命力の低迷を感じる時期があったでしょう｡それは肉体の機能がいまひとつだったり､感情体が乱れていたりしたのだ｡
・思考にムラがあったり集中力を欠いたり､奇妙な夢の形をよそおったアストラル界からの侵犯があったりしたのではないか｡あなたが目覚めている時間帯にも意識に介入していた可能性がある｡
・｢カー｣が枯渇しきっていたために肉体やメンタル体や感情体へ光を放出することができず､それらの体に限界を設けていた｡
・あなたの食べるものや飲むもの､あなたが交流する人､またあなたのいだく思考や感情などによって､｢カー｣ が構築されたり損なわれたりするのだ｡
・あなたが意図的にプラーナ体を強化し､プラーナ体から肉体への光の放出を増大させられるようになったとき､わたしたちの定義するアセンションへのプロセスに乗り出す準備が整う｡
1)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ１<パートＢ>
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・プラーナ管にプラーナを引き入れ､それを肉体のすみずみまで循環させること

《 ステップ １ 》
・前と同じように､息を吸いながらプラーナを大地からプラーナ管へと引き上げる｡
・そのまま一瞬息をとめ､ため息とともにそれを吐き出す｡
・意識はプラーナ管に集中させる｡
《 ステップ ２ 》
・今度は息を吸いながら､プラーナを頭の上からプラーナ管へと引き込む｡プラーナ管に意識を集中させ､そのまま一瞬息をとめる｡
・それからあなたの意識を体全体に移して､溜めた息を一気に吐き出す｡するとプラーナは､意識の法則 (｢エネルギーは意識にしたがう｣ ) によって､プラーナ管から肉体へと流れはじめる｡エネルギーがプラーナ管から肉体へと流れ出るのが感じられるまで､このプロセスを続ける｡
・最初はごく微細な感覚だけだったり､プラーナの流れを感じやすい部分とそうでない部分があったりするかもしれないが､最終的にはプラーナが肉体の中を移動するはっきりした感覚が得られるようになる｡
・あなたの意識がさらに澄んでくれば､プラーナが肉体以外の精妙なエネルギー諸体に流れ込むのに気づくかもしれない｡プラーナが実際の肉体から外へ浸透し､広がるようにしてほしい｡これは確実に ｢カー｣を増大させプラーナ体を発達させるのに役立つ｡
・このレベルをマスターすると第三段階に進む準備が整う｡
1)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ１<パートＣ>
・第三段階は､あなたが特定の感情エネルギー場をとおして引き込むことによってエネルギーを｢適性化｣する｡この感情エネルギー場は､あなたというエネルギー体に高水準の整合性をもたらすものであり､あなたに築きうるもっとも強靭で増幅可能なエネルギー場となる｡
・この感情エネルギー場の理想的条件とは､人類が｢無条件の受容｣あるいは｢無条件の愛｣と呼ぶもの｡
・パートＡとＢをマスターしたうえで実践するのがこの段階ですから､プラーナがプラーナ管の中を流れ､それが肉体を浸してゆく感覚がはっきりと充分に知覚できるまでは､パートＣを行わない｡
・ひとたびプラーナの動きを感じとることができ､次の段階に進めば､胸部中央のプラーナ管の前側に位置するハート・センターに気づくだろう｡ハート・センターに意識を向けたままで､無条件の受容､無条件の愛の感覚を喚起してほしい｡
・ハート・センターすなわちハート・チャクラは､心臓と同じではなく､胸部の中央にあるエネルギーの渦 (ヴォルテックス)であり､最近科学的な量化と測定がなされたばかりです｡実にチャクラが音と色彩を放っていることを科学的研究が示唆している (詳しくはトム・ケニオンの著書 “Brain States” 〔脳の実態〕 に記されている)｡
《 ステップ １ 》
・胸中央にあるハート・チャクラに意識

・無条件の受容､無条件の愛の感覚を喚起｡それ自身を感じて､頭では考えない｡
《 ステップ ２ 》
・そのまま､息を吸ってプラーナを地中から上方へとプラーナ管をとおして引き上げる｡その意識を感じたままプラーナ管に意識を向けて一瞬息を止める｡
・吐くときに意識を肉体へと移す｡すると､プラーナ管から｢適正化された｣プラーナが体全体に行きわたる｡
《 ステップ ３ 》
・意識をハート・チャクラに戻し､もう一度､無条件の愛と受容を感じたまま息を吸って､プラーナを頭の上方の空間からプラーナ管に引き入れる｡無条件の愛と受容を感じつつ､プラーナ管に意識を向けて一瞬息をとめる｡
・息を吐くときには意識を肉体へと移す｡そして､プラーナ管から｢適正化された｣プラーナが体じゅうに行きわたるようにする｡
図４　天のエネルギーと地のエネルギーがプラーナ管をとおってハート・チャクラ(ハート・センター)にいたり､そこらから｢適正化された｣エネルギーが体じゅうに循環する｡
・真の無条件の愛や受容を体験したことがないという人はこのエクササイズを保留にする｡
・無条件の愛と受容を感じる状態になれる人は実習にパートＣを加える｡そうすることであなたの生命力が強靭さを増し､自分が安定した好ましい状態にあるという感覚が高まるのを実感する｡
・練習を重ねる必要がある｡実践しなければならない｡
・私達はあくまで自分たちの解釈から｢カー｣の発達と強化について､またそれを減少させる事柄について述べている｡
・もしあなたがアセンションへの旅を希望されるならできるだけ｢カー｣を強化しておく必要がある｡｣
・あなた自身の新たな存在レベルというものを通じて､アセンションの上昇螺旋を上がりはじめることを望むとすれば､｢カー｣を強める必要があると同時に自分自身を傷つけかねないやり方が存在する｡
・性のエネルギーとは位置の上下という意味で､下部のチャクラから発現された｢カー｣のこと｡生殖器をとおして表現される｡
｢カー｣を築きあげるという観点からすると､生命力を使い果たすことなく性の喜びやエクスタシーを体験できるような方法で性のエネルギーを高めることが望まれる｡
・性のエネルギーを上部のチャクラに向けて循環させるように保たないままあまりに頻繁に性行為によって性衝動を表出していると､実際に｢カー｣の枯渇をきたす｡⇒肉体の組織や免疫系が弱体化し､エネルギーシステムとしてのあなたの体内に新たに多様なエネルギー疾患を起こすことになる｡
・｢カー｣を枯らすことなく性の深い喜びやエクスタシーに到達する方法がタオやタントラ･ヨガの行者によって開発されている｡そうした方法の実践はあなたの生命力を強め､意識を高めることにつながる｡
・性のエネルギーを高める方法はタオ･ヨガやタントラ･ヨガ､クンダリーニ･ヨガ等を参照すること

------------------------

・｢カー｣に影響を与えるものに食べ物や飲み物がある｡
・人は食べ物への執着が非常に大きい｡
・｢カー｣を築くには｢生命力の高い｣ものを食べることでプロセスが促進される｡生の野菜や果物､発芽穀物など生命力の高い食物をとる｡
・新鮮な食べ物を無理なく食卓に加える｡⇒身体の声に耳を傾ける｡
・ある程度の意識レベルに達するとどんなものでも否定的な影響を受けないで食べられるようになる｡
・最終的には食べ物は霊的進化にほとんど関係ないまでになる｡
・食物とくに肉類を消化するには大量のプラーナが必要になる｡
・食べ物に気をつけ､できるだけ汚染されていない清潔な食物を摂ることによって｢カー｣は強められる｡
・水を飲むこともエクサイズ同様非常に大切

・グノーシス(知識･認識)⇒｢カー｣を育てながら自己の意識の上昇を心がけるうちにプラーナの力に気づくようになる｡直感を得､非常に重大なものごとに関する内なる知識に気づきはじめる｡｢ずっと知っていた｣感覚として突如芽生えてくる｡
・グノーシス(｢知識･認識｣)は感覚の質が洗練され純化されたもので｢カー｣が強まることでおのずと進化し､これまで以上に深い魂との結びつきをもたらす｡
・目を日光から隔てないようにする｡
Ｖ｢カー｣の増幅に役立つことを教えてほしい｡
Ｈ自分の体を過大評価し､肉体の限界を超えて無理をする傾向にある｡
・肉体の貯蔵分がつきてしまうとついには体の故障につながるきわめて否定的な一連の状況を生み出すことになる｡
・｢カー｣がつきた場合には意識の上昇螺旋にそって進むことができなくなる｡①休息②エクササイズの実践③適度な運動④何を食べ何を飲むかについての賢明な選択⑤ポジティブな思考と行為を意識的に保つといった項目がバランスよく実行されることが大切｡
・どういう種類の人々と関わるかによっても｢カー｣は影響される｡何事にも肯定的で活力に満ち､他者にインスピレーションを与えるような性質の人は､あなたの｢カー｣を強める傾向にあるが､逆に悲観的でエネルギーがすり減っているような人はあなたのエネルギーを消耗させる｡一緒に仕事をし､つきあう人々を｢カー｣の状態にもとづいて決めるというのも新しい見方と言える｡
・自己のバランスを見出すことの重要性についてはぜひ念頭においていただきたい｡
Ｖ…さまざまなボディ―ワークのテクニックについて､また､手を当てたり信頼できる癒しなどの安全なヒーリング方法についてもお話いただけないでしょうか｡…

・自分以外の人のエネルギーを扱うには自分自身がよほど純粋でない限り危険を冒す可能性が高いことを認識しておいてほしい｡
・ヒーラーが適切に浄化されていない状態で病気の人を癒した場合､ヒーリングが終わったあとでエネルギーが枯渇してしまったように感じることがあるだろう｡あるいは､あとになってヒーリングが危機に直面するかもしれない｡
・ヒーラーによってはクライアントに充分な癒しのエネルギーをもたらしたあと､直後には自覚がなくても自分の｢カー｣が底をついているのに気づいて愕然とする場合もあるかもしれない｡わたしたちの解釈からすると､その理由はヒーラー自身の癒しのエネルギーの出どころや個人的な気づきの程度に関わってくる｡本質的に人がエネルギーを必要とするときにはある意識レベルの自己がだれかれかまわず得られるところからエネルギーを引き込んでしまう｡もし､あなたがヒーラーの立場であなたがもっている種類のエネルギーを必要としているクライアントを診ることになった場合はそのクライアントは意識的にせよあなたからそのエネルギーを引き抜いてしまう｡
Ｖ今話されているのはかなり精妙なエネルギーのことか､それとも肉体の物理的なエネルギーのことか｡
Ｈ精妙なエネルギーのことを話している｡｢カー｣によって保持されている生命をつかさどるエネルギー､すなわちプラーナのことだ｡肉体の霊的ツインといわれる体のことだ｡｢カー｣は生命力および活力を保持しているため､熟練したヒーラーであるということは基本的に活力があり､エネルギーに満ちた人であると言える｡
・｢光の卵｣のような人のエネルギー場が互いにつながりあうと､エネルギーを求める側からエネルギーを持つ側へといくつも｢ひも｣が送られる｡そして､エネルギーが欠乏している側は､井戸から水をくみ上げるようにエネルギーを自分に引き込む｡こうしたことは自己の別の意識レベルで自動的に起こってしまい､ふつうは無意識のうちに行われる｡｢カー｣からエネルギーを人に｢吸われてしまう｣(吸血鬼)｡
・これらに対する心構えがなく､きちんとした理解もないままに肉体的･感情的なエネルギーが枯れていたり心理的動揺をきたしたクライアントと接すると､クライアントが帰ったあとにヒーラー自身がエネルギーを使い果たしたように感じる｡
・看護士や医師､健康管理業務や医療に携わる人がしばしば消耗しきってしまう原因のひとつなのだ｡…｡自分の｢カー｣の存在やそれがどのように抜き取られているかを自覚していなければまるで自分のプラグが引き抜かれたかのようにエネルギーがからになっているのに気づくだろう｡そうなるとエネルギーを補充しなければならない｡
・別のレベルで起こるエネルギーの消耗もある｡直接｢カー｣に関与するものでなく､個人の感情体のなかの精妙な｢感情の流れ｣に関わりがある｡その｢感情の流れ｣はヒーラー側のクライアントに対する考えや感情などの作用によるもので､なかにはヒーラーとしての｢予定表｣の結果という場合もある｡｢予定表｣とは､ヒーラー自身の期待を反映するようなヒーリングを｢強要｣しようとする意図的な策略であるとも言える｡ヒーラーである人は癒しがどこからもたらされ､なぜ自分が人を｢癒す｣立場にあるのかを思考でも感情でもきわめて明確に把握している必要がある｡人を助けたい､よい人間でありたい､尊敬されたいなどという罪のない願望でさえ､潜在的な汚染要素ならびに歪みや消耗の原因による可能性がある｡
・ヒーラーであるあなたがエネルギーを自分自身の活力から送り出しているとすれば､当然のことながらあなたは問題にぶつかることになる｡あなた個人が所有したり使用したりできるエネルギーは次に補給できるときまでの限られた分量になってしまうから｡
Ｖ電池のようなものですね｡
ヒーラーは自分がプラーナというエネルギーの通り道であること､つまりエネルギーは単にあなたを通過しているだけであなたから出ているわけではないということ､したがって自分のエネルギーを与えているのではなくて､より高次の源からのエネルギーを中継しているにすぎないことを明確に自覚していてほしい｡流れを制限するような動機に妨げられることなくプラーナがヒーラーをとおして流されれば､その純粋な状態によって多くのヒーラーが体験しているような疲労や消耗を大幅に減じることになる｡
Ｖ…私たちは現時点ではそうした精妙なエネルギーはより高次の源からのみヒーラーをとおしてもたらされるのだと考えていますが､それが裏づけられたと考えてよいか？
Ｈはい､プラーナという生命の基礎となるエネルギーはあまねく存在しており､遍在するエネルギーの｢源｣から特定の方向へと送られることが可能なのだ｡人にエネルギーを与えるときに自分自身のエネルギーを使う必要はない｡エネルギーはいつでも大いなる｢源｣から引き出せるのだということを常にはっきりと認識していてほしい｡
・ヒーラーは自分自身の｢カー｣と生命力について明確に自覚している必要があり自分自身のエネルギーが引き出されたときには､それを感じるとることができなければならない｡残念ながらほとんどのヒーラーが自分のエネルギーが…使いつくされてへとへとになるまで気がつかない｡
Ｖ…なにかヒーラーを志す人に励みとなるような情報を簡単にお願いできないか？

Ｈあなたの意識の一部を体の中央を走るプラーナ管に向けるだけでよい｡このプラーナ管はあなたと天と地の両方に結びつけてくれるものだ｡両方があなたの体につながることにより､あまねく存在する癒しのエネルギーばいっそう豊かにあなたをとおして流れ､同時にあなた自身はいっそう気づきが深まり､グラウンディングされてバランスのとれた存在になる｡
Ｖヒーラーを自認する人が個人的な日常生活において肉体的あるいは感情的な問題に直面している場合､そういう状態で他者にエネルギーを与えることは有害か？

Ｈそうした状態で他の人にエネルギーを与えようとすることはいかなる場合でも有害だ｡
・肉体的に疲れていたり感覚が滅入っていたり感情面での心配事を抱えているようなときには人をヒーリングすることは控えたほうがいい｡クライアントには自分自身の状況を正直に伝える｡
Ｖ不適切な状態で無理をしてヒーリングに臨むよりはそのほうがいいということか？

Ｈそうだ｡そのほうが害にならない｡なぜならヒーラーが感情的に動揺していると感情体の波動が限界や制約というエネルギー・パターンを帯びてしまう｡ヒーリングを受けたいという人は｢カー｣がすでに枯渇している人だから､ヒーラーのマイナスの状況およびバランスを欠いたエネルギーが移ってしまう可能性がある｡
・ヒーラーは自分自身の活力である｢カー｣への気づきを養う必要がある｡また､エネルギーを受けとめるためにお互いが物理的に近接している必要はない｡何千キロ離れていても可能｡人へのヒーリング･セッションの最中にヒーラーが自身の活力をモニターできる技能というのはかなり高度なレベルの熟達が求められる｡ヒーラーはそれによって自分の活力が漏れていないかどうかを感知し､万一漏れを感知した場合でも消耗してしまってからでなく､即その場で調整できる｡…その場で漏れに対処して調整するほうがずっと簡単である｡
・もっとも高次の癒しは｢すべてなるもの｣という｢源｣からきたる｡古代エジプト人が｢ネター・ネテルー｣と呼んだ二元性を超越する｢一なるもの｣､至高存在､至高神など､｢すべてなるもの｣は呼称こそまちまちだが個人のエネルギーを費やすよりもエネルギーの無限の蓄えであるその｢源｣からエネルギーをまわしてもらうほうが好ましいのは明らか｡プラーナは物質と比較すればより精妙だが､もっとも精妙なエネルギーというわけではない｡｢至高存在｣のそれにさらに近いエネルギーも存在しており､そうしたエネルギーにはよりパワフルなヒーリング力がある｡したがって人の波動が高次へと上昇すればそれだけ｢源｣に近づくことになり次第に精妙なエネルギーの入手が可能になるのだ｡だからあなたがたが純粋になっていくにつれ､あなたのヒーリングの効果も強まる｡
Ｖ現在､いわゆるヒーリングの世界ではこれまで論じてきたような高次の源からのものと思われるエネルギーを自分という存在を通して他へ注入するというパターンがきわめて多様に存在している｡…｡ヒーラーがエネルギーの使用に関する進化した高次の知識を自分自身で見出すにはどうすればよいのか､何か方法はあるか｡
Ｈヒーラーの自己統御の能力が進化すればエネルギーを巧みに操作することでエネルギーの障碍物(しょうがいぶつ)を溶かしたり､結晶化したパターンを解消したりすることができるようになる｡こうした熟達レベルは自然に養われるものだ｡しかし変化の必要を見てとることと変化を強いることの間には微妙な違いがある｡
・ヒーラーはそうした変化を起こすのに機が｢熟して｣いるかどうかを見極められなければならない｡つまるところ､変化を起こすかどうかの選択はヒーラーではなく癒される側が下さねばならないのだ｡たとえ人助けを自認していても自分の意思を人に押しつけるようなヒーラーはどれほど巧みにヒーリングを施したとしても結局はそれほど効果をあげられないことに気づくだろう｡
・ヒーラーである人は癒されたいと扉をたたく人々の訪れがどれも偶然ではないことを理解すべきだ｡ヒーラーが自分に引き寄せるクライアントは往々(おうおう)にしてヒーラー自身の心理的・霊的問題の反映であることが多いからだ｡したがってヒーリングを行い､より高次のエネルギーの通り道となるというプロセスにおいてはヒーラー自身も学びの徒なのだ｡もしヒーラー自らが謙虚で自分の｢進化途上のプロセス｣の反映であるクライアントに対して寛大かつ率直であればそのようなヒーラーは自己認識や思いやりにおいてさらなる成長を遂げるであろう｡最後になるがヒーラーは人には病んだり苦しんだりする権利もあるのだということを明確にしておく必要がある｡ヒーラー自身の予定表を人に押しつけるべきではない｡クライアント自身が自分の速度でより大いなる気づきへと歩むことができるようにそのための空間と時間を認めてあげるようにしてほしい｡
・｢カー｣に関しては性のエネルギーが高められていれば､ホモセクシャルやレズビアンとしての生き方を制限するものは内在的には何もない｡
・相互の性的関係においてもし､古代のタオやタントラなどの方法により射精をせず性の歓びを得ようとするなら､｢カー｣は強化され性のエネルギーはより高次のチャクラにまで高められることになる｡…性のエネルギーが高められると､体内の個々の細胞がオルガズムという恍惚状態に達することが可能になる｡…

・一般的には女性の活力である｢カー｣は男性より強靭｡さらに女性は細胞レベルのオルガズムに対して男性よりも敏感だ｡もちろん男性もこうした能力を伸ばすことはできる｡
・性的な関係にある女性同士もオルガズムにおいてその高まりをプラーナ管に引き上げ､そこから体内に循環させることによって性のエネルギーを意識の拡大に使うことができる｡女性のためのタオ(ヨガ)やタントラの方法は男性のためのそれに似ている｡
・エネルギー的な観点から見ると人は全員が男性であり女性である｡つまりそれは､あなたがたが性という二極性において｢バランスがとれている｣ことを意味する｡錬金術的見地に立って言うならば性のエネルギーを高めるためにパートナーの存在は特に必要ではない｡(P76～)
・禁欲主義に関する解釈は…古代エジプトの神秘学派においては秘儀参入者たちが一時的に禁欲生活を課せられる期間があった｡それは修行者に自分自身の性に基づいたエネルギー･パターンを探求させる目的で行われていた｡そうした自己の領域に入ることでかれらは｢錬金術的結婚｣と銘打たれた男性的側面と女性的側面との融合という内なる一大事をより容易に達成できた｡…

・高次の意識に達するために性的な関係をむすぶ必要はない｡性のエネルギーはパートナーがいなくとも内部で循環させることができる｡禁欲を実践すると同時に活力がルート･チャクラと性のチャクラから上昇するように刺激を与えれば至福とエクスタシーを体験できるだろう｡解放されたエネルギーが脊柱をのぼり､上方のチャクラに到達するとよりいっそう高次の気づきと意識が開かれることになる｡禁欲主義という道を選ぶのなら､性のエネルギーを体内に循環させる方法を学ぶことをお薦めしたい｡本当の禁欲主義とは抑制などではなくむしろ生命力の高揚をいう｡
・あなたのなかには力と神秘が宿っている｡それは生命そのものの力であり神秘であり､あなたが授かった貴重な贈り物にほかならない｡どうかそれを大切に育み､賛美してほしい｡そして心と頭をもって探求してほしい｡あなたがその｢源｣を見出し､その｢源｣によって意識の天界へと引き上げられることを願っている｡
第３章　感情と人類の進化 

・人類の進化を加速しうる概念についてお話ししたいと思う｡それには､あなたがたが｢感情｣や｢感覚｣と呼ぶものを扱っていく必要がある｡私達の間では感覚と感情に明確な区別がある｡
・感覚とは肉体に体験される感覚刺激のことで､それには物理的な感覚と内なる精妙な世界での感覚の両方が含まれる｡
・感情とは､この感覚に加え､それに関する思考が合わさったもの｡
・例えば空が曇って肌寒いと｢感じる｣というあなたの誠実はそうした環境に関する特定の情報を伝えてくる｡それらの情報は体の神経系によって感受される｡さらにその感覚は翻訳されて精妙なエネルギー諸体にも情報として伝えられる｡
・この場合､もしあなたが曇って肌寒いことに否定的な思いを抱いていたとすると､その日を｢憂鬱な日｣と決めこんで暗い感情を体験するだろう｡こうしたことが起きるのは､あなたが感じるという性質を通して知らず知らずのうちに感受した中立的な感覚に対し､いい悪いの判断をもって反応してしまうからだ｡興味深いことに､一方ではどんよりして肌寒いくらいの天気の好む人もおり､そういう人はそんな天候を思い描いただけで気分が高まったりする｡
・感覚そのものの真の姿は肯定的でも否定的でもなくあくまで中立な報告だ｡あなたのエネルギー的な感受性や適応性の世界で何が起こっているのかを知るための､一種のバロメーターにすぎない｡感じるという性質は｢カー｣と密接に結びついた感情体に起因している｡
・感情体のエネルギー場はあなたの肉体を取り巻いているだけでなく､肉体と重なり合ってもいるのだ｡感情体は何らかの原因で活性化されると､特定の速度で振動しはじめ､｢エネルギーの流れ｣を放つ｡それは体中をくまなく流れるが､その流れが相当強く､感情反応が生じるような場合には､肉体の体内組織にも流れが感受される｡よって感情反応が強ければ強いほど､肉体が受け取る感覚刺激は大きくなるのだ｡
・アセンションのプロセスにいたる鍵の一つはエネルギー的にいうならあなたのエネルギー場を開いて､それが自由に流れるようにしておくことだ｡より多くのエネルギーをより肯定的な形で流すことをマスターする能力は､感じる性質を育むことによって身についていく｡
・感情は健康に影響する｡そのことは地球の科学によってもこれまで以上にはっきりと実証されている｡
・しかもある種の感情､すなわち無条件の愛と受容という感情の振動エネルギー場にあると､きわめて重要な特定の肯定的共鳴が起こる｡これは細胞間の共鳴を生み､ＤＮＡに肯定的な影響を与える｡それによってＤＮＡは強化され､情報のより精確なコード化が促進されるのだ｡こうした肯定的な共鳴は実際にあなたが無条件の愛と受容という感情をいだいたそばから､その都度発現する｡
・当然のことながらあなたがそうした感情を多く体験すればするほどあなたの自己全体は例えばＤＮＡや肉体､感情体などといったあらゆるレベルで益することになる｡そして｢カー｣のプラーナ体が強化され幸福感も増す｡無条件の愛と受容のエネルギーを感情体の内に循環させることでより深いヒーリングが活性化し､バランスがもたらされる｡
・あらゆる感覚や感情を自ら体験していくことは､あなたの｢カー｣にエネルギーを流すパワフルな手段だ｡しかし苦しくて困難な立場におかれた人は往々にして自分の状況を頭の中で｢悪いこと｣と分類し､そのために生じる感情に抗(あらが)おうとする｡自分の感覚や感情に抵抗していると感情体は本来の振動を保てなくなり､凍(い)てついて固まってしまう｡感情体の動きや振動が正常でなくなると､知的認識力が低下し､思考も曖昧で不明瞭かつ混乱したものとなる｡
・今､地球に日常的に起きている状況と､それによって生み出される感情は､実際にはアセンションとエネルギーの自己統御につながる､より高次の意識へのイニシエーション(秘儀参入あるいは通過儀礼)的な段階に他ならない｡
・古代エジプトの神殿において高次の意識の獲得を目指した秘儀参入者(イニシエート)達は､段階を踏むごとに､さらなる精進を求められるさまざまのイニシエーションを通過していた｡しかし今日では､あなたの日常こそがイニシエーションのプロセスなのだ｡
・あなたはイニシエーションを受けるためにどこへ赴く必要もない｡なぜなら…この世に生きることでイニシエーションを授かっているからだ｡自分自身の感覚や物事に対する感情反応に気づくことが重要な鍵なのだ｡それは気づいてはじめてバランスととることができる｡感情体と｢カー｣はエネルギー的につながっているため､｢カー｣を強化してあなたの感覚や感情を完全な肯定的気づきに向かわせることにより､自らの進化を大幅に加速させることができる｡
・感情体は独自の共鳴振動を有し､｢カー｣とは別の動き方をする｡周波数が異なるため､情報に対する反応やたくわえ方も違う｡これはきわめて重要なことだから､ぜひともあなた自身が体験してつかんで欲しい｡それを自ら体験することによって､あなたの感情体がどのように記憶を保持し､感情パターンがどう表現されているかを真に理解し､さらにその結果､あなたが一刻も早く困難きわまる感情空間から脱出してマスターの域に達するよう､私達は願っている｡
Ｖ私達の肉体以外の様々な精妙なエネルギー諸体について､そのエネルギーの場の大きさや形などまだあまりお聞きしていない｡そこで､私達がもっともエネルギーの強い状態にある時､あなたがたにはどのように見えるのかうかがいたいのだが｡また私達のエネルギーが正常に作動していない時についても教えてほしい｡
Ｈ肉体以外については､様々なエネルギー場が重なり合い､それぞれのエネルギー場は明るく輝く光の卵のような形をして､互いに包み込むように存在している｡実際､｢カー｣とはエネルギー場の複合体であり､基本的な形は肉体よりわずかに大きいだけで肉体の形に似ている｡それゆえ古代エジプトの錬金術では｢エーテル的ツイン｣ないし｢霊的ツイン｣と呼ばれたのだ｡
・初期のエジプト人はその性質や肉体との関係を理解していた｡事実｢カー｣は動き回ることや遍在することも可能だ(遍在とは二カ所以上に同時に存在することだ｡)｡｢カー｣はその周囲をオーラ場と呼ばれるエネルギーに囲まれており､私達はそれを｢プラーナ体｣と呼ぶ｡
・私達が｢カー｣に言及する場合は､たいていその基本となる形とオーラ場の両方を含めている｡オーラ場は他のエネルギー場とよく似た卵型をしており､当人の意識が上昇するにつれて非常に大きくなることもある｡｢カー｣をとりまくこのオーラ場はアセンションの上昇移動との時に発火する瞬間があり､あざやかな金色の光のエネルギー場となる｡
・初期のエジプト人はこれを｢サッフー｣すなわち光り輝くばかりの霊体と呼んだ｡いずれにしても私達がここで語っているのは非常に進歩したエネルギー状態についてだ｡
・一般にほとんどの人のプラーナ体の大きさは､肉体よりも数センチから数メートル広がったくらいだ｡その次に来る感情体はプラーナ体(｢カー｣)よりわずかに大きくなる｡次のメンタル体は肉体の周囲の空間に記憶をホログラフ的に保持しているため､さらに少し大きくなる｡
・その次にくるアストラル体は､メンタル体よりほんの少し大きい､正確にはより精妙な鞘(さや)であると言える｡アストラル体の外には次なる光の卵型のエネルギー場があり､私達はエーテル体と呼んでいる｡そして最後がもっとも密度の薄いコーザル体で､他の数々の光の卵の上に光の点として位置している｡以上の精妙なエネルギー諸体はどれもすべて光と音をともなっている｡
・それらの周波数は高すぎて物理的に見たり聞いたりはできない｡でも心霊的に敏感な人は見たり聞いたりすることができる｡私達は人々の進化の段階をそのエネルギー場から発せられる光と音の質によって確認できる｡あなたのエネルギー場が正常に動作している時には調和的な光や音が発される｡しかし､制約的な感情パターンや思考を抱いていたりすると､場の色彩や音は不調和なものになる｡自己に過酷な制限を課しているような場合にいたっては､エネルギー体の一つないしそれ以上が実際に回転に異常をきたし､ぐらついたりブレーキがかかったり凍結状態になっていたり､極端な場合にはある一つのエネルギーがばらばらに断片化していることさえあるのだ｡
・イエスと呼ばれる存在や神の化身といわれる存在の場合､そのエネルギー場は数ｋｍの広がりをもつ｡(数百ｋｍも広がっていた場合も)｡
・完全にアセンションを遂げた存在のエーテル体についていえば､既知の宇宙の全てが内包されている｡したがって､そこはあらゆる意識レベル､ないしは情報や知識が含まれるほど広大だと言うことができる｡
・…存在しうる最小のエネルギー場に関しては病にかかっているときの｢カー｣のオーラ場､すなわちプラーナ体がそれに該当する｡…

・あなた方の活力を見ていて気が気でないのは多くの人々が自分の周囲や体内のプラーナの質に低下をもたらしていることだ｡これには多くの原因があり､あなたがたの手には負えないものもある｡
・すると､自分自身の｢カー｣を慈しみ､その向上に努めることがいっそう重要になる｡感じるという性質を開いていくことも活力に肯定的な影響をもたらす｡
2)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ２<パートＡ>
・座るか横になってくつろいだ姿勢をとる｡
・気持ちよい状態に落ち着いたら過去にあった何らかの特定の場面におけるあなたの感情反応を思い出してほしい｡
・その感情を思い出したら状況のほうは手放してしまい､あとはただその感情のエネルギーを体のどの部分に感じるかに注目してほしい｡
・もし､感情のエネルギーがあまり感じられないようなら､あなたのエネルギー体や気づきに反応を起こすほど強い感覚ではなかったことになる｡(そういう場合はそのときよりも鮮烈ではっきりした感覚を選びなおすようにしてほしい)
・その感情を識別し､たぐり寄せて知覚することができたなら､それが自分の肉体のどこに存在するかが感じとれるだろう｡それはまわりの空間に感じられる場合もあるようだが､たいていは肉体のどこかだ｡そうした感情は精妙なエネルギー諸体の内にも循環しているが､初歩の段階ではおそらくその循環までは感じにくいだろう｡しかし､肉体内での脈動をともなう循環を感じとることはできる｡
・どんなものであれ､その強い感情を感じながらあなたの肉体に意識を向けてほしい｡それがどれだけ大きなものか､それを感じることによる感覚刺激がどれほどかというエネルギーのパターンを感じてみよう｡また､それが脈打つ速さを感じ､脈動の方向が後ろから前か､その逆か､あるいは側面方向か､また動いているのか静止しているのかも観察する｡多くの感覚の特徴すべてに気づき､それらが体のどこに位置しているかに意識を向けてほしい｡
・そうしたら､次にふたたび過去にもどり､別の状況で生じたほかの感覚を回収してこよう｡その感覚を思い起こしながら､それが体のどこにあるか､その脈動の強さや速さや動きの方向を観察する｡それは右から左に脈打っているか､前から後ろか､それとも逆の方向だろうか｡さまざまに異なるすべての感覚の特徴をできるだけ多く識別し､その感覚のエネルギーが体の特にどの部分にあるかを確認してほしい｡
このプロセスにさまざまの感情(喜び､怒り､怖れ､愛情､安心感など)をあてはめてみることをお薦めする｡それによってある特定のエネルギー･パターンが感情体のどこに保持されているのかを正確に見出すことができるからだ｡残念なことに多くの人が幼児期のしつけや文化的な条件付けによってみずからの感情や感覚への気づきと断絶してしまっている｡わき上がる感情に対する感受性を育まれていないのだ｡
・みずからの感覚や感情がまったく自覚されないままメンタル体に流れ込んでしまう例も少なくない｡感情が生じたことで物理的な感覚刺激が起きても､それに気づくことができない｡これは自分たちの世界や自分自身についての重大な情報システムを切り捨てているということだから､きわめて不幸なことだ｡
・意識の精妙な領域からのインパルスはまず感じるという性質をとおして､感受される｡
・そして､後になってはじめて思考や言語に置き換えられる｡だから｢頭でっかち｣になっている人はこの世界での直接的な体験や自分の本来いるべきところを拒んでいることになる｡
・人が頭に偏ってしまうと､自分でその存在にさえ気づけない感覚に突き動かされてしまう｡そうした感覚はあなたがたが心理学的に｢無意識｣と呼んでいるものの一部になる｡これは霊的進化とは正反対の方向だから､まず自分に感覚や感情があるということに気づく訓練がとても大事だ｡それと同時にそうした感覚のエネルギーが体のどの部位で動いているかに気づくことも大切だ｡あなたの感情はどこで脈打っているか｡その脈動の強さや速度や方向はどんなふうか｡つねに気づきこそが最初のステップなのだ｡
Ｖ自分の感覚に気づくという訓練はどういった感情からはじめるのがベストなのか｡肯定的なものからでしょうか､あるいはもっと激しいものからか｡
Ｈできれば｢肯定的｣あるいは｢否定的｣とされるものを含め､たくさんの感情を実際に体験してみるといいだろう｡それによって否定的感情や肯定的感情がそれぞれどこで脈打ち､どのように感じられるかがわかる｡まもなく伝えるこのプロセスの次の段階では､肯定的で整合性のある感覚を扱う｡最初のステップは｢感情反応の語彙｣があることに気づくというものだ｡そうした語彙は音声言語ではなくあなたがそれに気づいた時点で脈動やリズムや部位という言語によって示される｡その脈動に意識を集中することにより､それらが伝えてくる楽しく目覚めた生活をする助けとなる情報を現実に受けとめることができる｡
Ｖわかった｡では脈動やリズムや部位とうものについてもう少し教えてほしい｡多くの人にとって､手引きなしでそれを確認していくことは難しい｡どういったことから着手するのが一番よいのか､その点で何か示唆はあるか｡一人で始めるのがいいのか､それともグループで始める方がいいか
Ｈ各自が自分の記憶をさかのぼり､特定の感情を喚起するような強い感覚を選ぶとよい｡できれば肯定的な感情から始めたいと思うかも知れないが､それはあまり重要ではない｡過去の体験の再現だと思ってほしい｡ただ､その状況を非常に鮮明に､あたかも今初めて感じているかのように思い出す必要がある｡その時の感覚を確認できたらそれが肉体のどこにあるかに注目してほしい｡その位置は文字通り感情体のエネルギー場のどこで脈動しているかを示している｡この位置では感情体にあるエネルギーの流れが肉体と相互に浸透しあっている｡それで感情の脈動が感じられる部位が感情体のエネルギーが脈打つところと重なるのだ｡こうして肉体に対する感情体のメッセージが認知される｡
・感情体を無数の小さな光の粒子から成る宙に浮かんだ明るい卵型のエネルギー場として知覚している｡そうした粒子は様々な色をしている｡…それらは感情や感覚の記憶パターンがどこに位置しているかを明らかにしている｡
・例えば､あなたが絶望を体験したとする｡すると､ある特定の部位でその絶望という感情の記憶パターンを保持した光の粒子が実際に活性化する｡そのパターンが変えられるまで活性化し続ける｡…

・体の部位によっては特定の感情パターンを保持しやすい傾向にあるところもある｡例えば悲しみや喜びは胸部で､また怖れや怒りは体全体のとりわけ表皮誓い部分で体験されやすい｡…

・…感情はまず胸部で感じ､それから顔面で体験する｡これは心に痛みを感じたことによる反応であり､｢沈んだ｣感覚を呼び起こす｡顔や目からエネルギーが損なわれると人は往々にして泣きたくなるが､それは泣くことが開放につながるからだ｡しかし､実際の悲しみの感情パターンはたいてい胸部のあたりにある｡
・同様にして喜びはハート･チャクラによって感受される｡深い思いやりもそうだ｡エクスタシーや至福の状態になると｢カー｣は非常に速く振動し始める｡そして､脳や中枢神経とりわけ神経伝達物資を刺激するように倍音が開放される｡そのことが細胞を刺激してエクスタシーや至福の感覚へといたらしめる｡やがてこれは満腔の感覚となり体中のすべての細胞をとおして発散される｡
・そのように高められた感覚は表皮に近い末端域に流れる怒りの感覚とは明らかに異なるものだ｡怒りはしばしば表皮から四肢へと移動し､何かをたたいたり蹴飛ばしたりしたい衝動につながる場合もある｡
・不安や恐怖といった感覚もまた表皮のすぐ下にある｡そしてこの怖れのエネルギーは頭のてっぺんからつま先まで体全体を包み込んでしまう｡まさに恐怖の淵にのみ込まれてしまうといった具合になる｡恐怖が人類にとってこれほど手に負えない感情である理由はエネルギー的視点からみてもそこにある｡怖れは全身を巻き込んで影響を及ぼすため明晰な思考などのプロセスを押しつぶしてしまう｡
・あなたの意識が｢カー｣に移れば恐怖を即座に変化させることができる｡解決法はと言えば中央柱であるプラーナ管に話を戻すことになる｡激しくて困難な感情や感覚を経験したら､まずそれが体のどこに位置しているかを確認する｡なぜならそれはのちのち参照基準として必要になるからだ｡そして､意識を｢カー｣とプラーナ管に向け体の中心に走るプラーナ管の真ん中に意識を置く｡⇒つまりあなたの意識が｢カー｣に移ったということ｡⇒あなたの感情体も変化しはじめる｡プラーナ管の不動性に対して怖れの波動はぐらつき始め怖れは徐々に薄れて扱いやすくなる｡
・独楽のたとえ

・恐怖⇒その瞬間に意識をあなたのエネルギー体の別の場所に移す｡プラーナ管と同時に体内に感じている感情にも意識を向ける｡そうすることで感情が消散するかバランスのとれた状態が戻ってくる｡
Ｖかつて救世主イエスも｢人は感情において自己統御を失う｣と言われた｡
Ｈ日々｢カー｣に注意を向けることは日課の一部になりうる｡それは健康とより高次の意識を得るための人類の方程式の一部なのだ｡
・｢カー｣がきわめて重要で本源的なエネルギー体であることを理解してほしい｡｢カー｣は肉体が滅びたあとも一定期間存在している｡
・｢カー｣はいわば低次の諸体のマスターであると考えることもできる｡
・その生命力をエーテル界､コーザル界､モナド界､および｢すべてなるもの｣たる源のために活動するもっと高次の諸体に向けるとすれば､あなたは実にパワフルな錬金術を手に入れることになる｡
・俗界への執着が強い存在たちが肉体の死後も下位のチャクラをとおして｢亡霊や幽霊やその手の幻影｣として姿を現す理由もあり､そうしたものは本当に存在している｡(～P97)
Ｈ不快な感情によるアンバランスを正すために｢カー｣をどう用いたらよいか｡
ステップ1は個々の感覚や感情を自分の肉体のどの部位に感じるかを感知できるようになること｡
ステップ２はプラーナ管を使ってその感情エネルギーのアンバランスを正し､もとの安定した状態に戻すこと｡
Ｖ…感覚とは中立的な感覚体験で､それがひとたび判断の対象となったり思考の影響を受けた時点で別の性質を帯び､それが感情と呼ばれるものになるということだろうか｡
Ｈそうです｡ある意味では意味論的な相違であり､また別の観点ではわたしたちにとってこの識別が重要な意味をもってくる｡
・例えば感じるという性質ゆえにある人物に対して感覚的な反応が起こったときに､あなたは｢…とても好きだ｣｢…尊敬する｣｢…共感する｣などと考えるかもしれない｡これはあなたが最初に非言語的なエネルギー体験として感じたものを思考や言語を使って識別したということだ｡このようなラベル付け作業､すなわちあなたが自分の感じていることを言葉で表現できるという事実は必ずメンタル体で起きる現象だ｡
・メンタル体はそのエネルギーを映し出し､言語を用いてそれにラベルをつける｡それであなたは自分が体験したものが何なのかを確認できる｡幼い子供ではまだメンタル体が充分に活性化しておらず､(７歳～)特に言語能力を獲得する以前にはあらゆる感覚が自分という存在の中を駆け巡るのを感じていても､それが何なのかを言語的視点から知るすべを持たない｡さらに子供は教え込まれない限り､｢いい｣｢悪い｣のラベルをつけて判断をくだすこともない｡感覚は子供にとってただ体験の一部なのだ｡
・感情体を通るエネルギーの動きは肯定的な事柄であるということだ｡なぜならそれがあなたにとって日常生活でイニシエーションを通過する方法にほかならないからだ｡ある状況に対する感覚的な反応を､よい､悪い､不愉快､困難などとラベルを付けて決めつけてしまう人類の習癖はけっして人類に役立つものではない｡
・その結果､そこに釘付けにされ､感情の体験を通り抜けてその先へ進むことができなくなる｡それはエネルギー体の流れを止めて｢凍結｣させてしまうことであり､進化に逆行することなのだ｡
Ｖ…｢凍結｣とは…これは実際に振動周波数の停止を意味するのか？
Ｈ遮断し､止まり､固まって動かなくなるということ｡…｢カー｣が凍結すれば､その感情パターンが留まる体の部位にはプラーナが流れ込まなくなる｡もし､かりに恐怖を帯びた感情パターンが腎臓にあったとすれば､…いずれ腎臓に問題が起きる可能性が生じる｡
2)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ２<パートＢ>

・一日に一度だけ短い時間を取り､愛と受容の感覚を呼び起こして､それを数分のあいだ保つ｡できれば終日その優しい感覚を断続的に思い出すようにすると､さらにこのプロセスを促すだろう｡
そうした感覚を強めてほしい｡
すると感情体がそれに応じて振動する｡
｢カー｣も反応し､肉体がそれに続く｡
これは素晴らしく気持ちの良い体験であるばかりでなく､より高次元の螺旋へ移行する際にきわめて重大となる整合性の高い感情を維持する能力を高めることにつながり､ＤＮＡの力にもなる｡(P100)
Ｖ…損傷したＤＮＡ鎖について…わたしたちのエネルギー体とＤＮＡ鎖がどのように機能しているか…

Ｈ人類は入手可能な遺伝情報を三分の一も利用していない｡遺伝子レベルの記憶の事実上の単位あるいは分子からなるゲートをコドン(伝令ＲＮＡ鎖の遺伝暗号の単位)というが､大多数の人々が使っているのは使用可能なコドンの三分の一以下だ｡…換言すれば現在の人類が有する二重螺旋はその三分の一が活性化しているにすぎない｡あなたがより高次の上昇螺旋へ移行し始めると能力と感受性を大幅に発達させる必要性が生じる｡そうしたあかつきにはＤＮＡがその日｢一なる根源｣用に呼応する形で自発的にコドンを開放する｡すると人は自己の遺伝的潜在能力のさらなる開花に気づくことになる｡したがって私達の見地から見た場合の最初のステップは､ほかのＤＮＡ鎖に飛びつく前に今あなたが有する二本のＤＮＡ鎖を完全に活性化することである｡
怒りは整合性を欠いた感情である｡感情体が整合性のない感情を保持している限り高次の螺旋にいたるような正常なかたちで共鳴を起こすことはできない｡怒りを持ち続けるかぎり人は結果的に自分自身の成長を阻害している｡それが地上界での人間関係であろうと自己と大いなる｢創造者｣との関係であろうと､いかなる分野での出来事であっても怒りの存在は進化を妨げる｡しかし､別の視点から見れば､その怒りはエネルギーを失いつつあると言える｡意識はすべて循環し､流れ､私達はきわめて暗澹たるサイクルから意識が再び目覚めるところに出ようとしている｡
・意識は時として高度な発展をとげるサイクルに移行するが､それ以外は暗闇へと後退するサイクルにある｡後退期のサイクルにおいては最低限の潜在能力をもつにとどまる｡そして､すべての意識が事実上失われ､意識の深奥で睡眠状態に入る時点がある｡こうしたサイクルは何累代にもわたり､無限にくり返される｡これは成長のサイクルであり､あまりにも広大なため人類には計り知ることさえできない｡生命とは意識の周期的運動に過ぎず､私達全員が今やその周期的運動のなかで､まどろみから目覚めつつある意識の一部なのだ｡ＤＮＡが｢奪われた｣ことに怒りを感じている人に対する私達の提案は非常にシンプルだ｡
・過去を赦してください｡
・手放してください｡
・怒りを消散させて今あなたの前にあるものごとに関わってください｡
怒りは自分の成長を阻止することだけだ｡
すすんで愛や受容や奉仕を迎えるということはほかにできるどんな行為よりも過去を癒す助けになり､あなたの前進を促すだろう｡人はこのような怒りでさえ､｢自己のエネルギーをマスターするエクササイズ｣の一環として活用することができる｡
自己のエネルギーをマスターするエクササイズを毎日実践してほしい｡現在励行中の霊的習練をやめる必要はない｡
第４章　みずからを開くことへの怖れ 

Ｈ…特に興味深いのは人類のもっとも望んでいることが同時にもっとも恐れていることでもあるという点だ｡したがってより大いなる現実(リアリティー)､すなわちさらなる感情の自由さや霊的気づきに対して自らを開くということが人類の強い願望であると同時に恐れでもあるのだ｡
・愛に自らを開く事への恐れは実に様々な原因に端を発している｡率直に言ってそのいくつかは子供の時の育てられ方に起因している｡私達の文明におけるハトホルの子供達は人類の子供達よりはるかに大きな自由を享受している｡してよいことといけないことについてはきちんと教えられており､限度を超えないことを前提にきわめて大きな自由が与えられているのだ｡人類の多くは幼児期のはじめに周囲の大人達の意図に屈するようエネルギーを無理やり歪(ゆが)められている｡そしてその際に感情体やメンタル体にも否定的体験を刻み込まれる｡そのため自由が恐れの原因になってしまっているのだ｡
・愛に自分を開くことへの人類の恐れについて私達が述べることを選択したのは､あなたがたが感覚や感情と呼んでいるもののなかに進化と成長の加速にいたる手段が見出されるからだ｡人が自分の深い感覚を開こうとする時､多くの場合､同時にそれを体験する事への抑圧や恐怖がとても強いという傾向に私達は気づいている｡そこでエネルギーとしての感覚がどのように動くのか､またそれが精妙なエネルギー諸体にどう影響するのかを説明しこのプロセスを安全に展開させる方法についていくつかの提案ができればと思っている｡なぜなら進化や気づきへの壮大なる一歩は自らの感情や感覚を開く過程の中で起こる｡
・それぞれの精妙なエネルギー体が特定の周波数に共鳴することをぜひ覚えておいてほしい｡
・感情体は｢カー｣と強く結びついている｡あなたの生命力そのものであるプラーナ体すなわち｢カー｣と感情体はとても密接に絡み合っているのだ｡もしあなたが自分自身に深い感覚体験を許せばそれにより｢カー｣は高速で振動する｡
・感情を表に出す出さないに関係なく､ただ深く感じる能力の豊かさが｢カー｣の振動を速めるという意味だ｡
・チャクラはあなたがたが感覚と呼ぶものと結びついている｡エネルギーが胸の中央部､｢大いなる変成器｣であるハート・チャクラに移るとこの感覚のエネルギーはその最高の調整で鋭敏に調和された周波数へと変化する｡ハート・チャクラの位置が上位チャクラと下位チャクラのちょうど中間にあるということが｢大いなる変成器｣としてよく言及されるゆえんだ｡ハート・チャクラは肉体の｢中心太陽｣とも呼ばれ､より高次の意識と全体性にいたるエネルギーの流れの全てがそこで生じるという片持梁(かたもちはり：一方の端を固定しもう一方を自由にした梁)のような部分なのだ｡
・ハート・チャクラは｢花びら状｣だが他の全てのチャクラも精妙な領域ではまさに花にそっくりのエネルギー構造をしている｡心の花が開く時にはかならず感覚の広がりが生じる｡だから感覚体験が増えれば増えるほど､開いた心の花びらもさらに成長するのだ｡そして感じることを疎(おろそ)かにしたり止めてしまったり自分の感覚に正直でなくなると､花びらは閉じがちになる｡
・どれくらい自分を開き､深く感情や感覚を体験できるかについて､だれもがそれぞれの快適さの限度を持っている｡前にも述べたように､これはその人の過去の条件付けに関係している｡実にあなたの過去の様々な体験が､自分の感覚にまつわる内的姿勢や快適さのレベルを作り上げてきたのだ｡
・地球で今､起こりつつあるのはどんどんこま切れになっている時間の中でのめまぐるしいほどの体験の激増だ｡その結果､それに反応して感情や感覚を揺さぶるような状況が未曾有の増加を見せている｡実はこうした状況こそ成長を加速するチャンスなのだ｡ところが自分にわき起こってくる感覚・感情やその深さが不快に感じられるとそうした感情の流れを実際に遮断したり減速させたりしてしまう｡
・そこで私達がお伝えしたいのはあなたが人生の瞬間瞬間に体験する感情､感覚の力とエネルギーこそがあなたをより高次の意識状態へと向かわせる食料であり燃料に他ならないということだ｡
・地球がより高次の意識のオクターブに移行しつつあるがゆえに時間が加速している｡より断片化した時間の中で起きてくる出来事や体験はますます増加し､これまでよりも多くの感覚・感情反応を呼び起こしている｡そうした出来事や体験を受け入れることが､成長と進化を加速させるチャンスであることを明確に理解してほしい｡もしあなたがその体験を拒み､自分の感覚・感情反応を否定して非難の目で見るとするなら､肝腎の点を見逃すことになる｡自分の不快感を環境や人のせいにするのは正しいことではない｡あなたの感情や感覚とはその出来事に対する｢あなたの解釈｣にもとづいた反応なのだ｡
・つまりそれはあなたをエネルギー的に反応させ出来事や体験に対するあなた自身の尺度に気づかせようとするいわば鏡のような役割を果たしているのだ｡ここで言わんとしているのは､人は基本的に自分の反応と体験を自分自身で作りだしているということだ｡すべての出来事における体験は自らの投影であり､解釈であり､創造であるとあなたが理解するまでは､どんな出来事もまたそのどんな究極の真実も､あなたを躱(かわ)し続けるだろう｡(※鏡の法則､引寄せの法則)
・例えば四人が集まり､何かが起きたとするとその出来事に対して四つの感情体験が生じ､それらは各自の認識においていずれも正しいことになる｡一見客観的と見なされる一つの出来事について､四つの認識結果が生まれるということだ｡この点はどうしても明確にしておきたいところだ｡私達は人生での出来事を全部あなたが作りだしていると言っているわけではありません｡中にはそういうケースも存在しますがここで私達がお伝えしたいのは人生における様々な出来事の中心となるような全ての体験に対する内的姿勢を作りだしているのはあなた自身であるということだ｡あなたが自分の体験をどう認識するかは､あなたの信念､意図､受け止め方や感じ方､あるいは密かな予定表やその出来事に対する感覚・感情に基づいているのだ｡
・あなたの内側を流れる感情や感覚のエネルギーは変容の炎のための燃料なのだ｡
・自らの感覚・感情を開くことへの恐れは実際のエネルギーの流れに関係している｡精妙なエネルギー諸体が開きはじめると現実に物理的感覚刺激が肉体内を流れ出すのだ｡これは本人が気づいていないと警告になりえる｡なぜなら何かしら根本を揺さぶられるような重大なことが起きていることがわかり､感じられるからだ｡
・その人が自分の人格や現実(リアリティー)についてどんな決定を下しているか､あるいは現実(リアリティー)のどこに存在しているかによっては､開くという行為は実に恐ろしいことかもしれない｡
・しかしそれでもなお自分という存在のより壮大なる空間､より大いなる気づき､より大きな自由や可変性や流動性の感覚に自分を開くことは､あなたの生まれながらの権利だ｡
・この霊的生得権に向けて､あなたの精妙なエネルギー諸体は進化しているのだ｡あなたはただそのプロセスの進行を自らに許せばいいのだ｡
3)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ３(P109)
・意識をプラーナにもっていく｡
・最初のエクササイズでしたようにプラーナ管に息を吸い込み､息を止める｡
・そして､プラーナが体内を流れるままにしながら息を吐く｡
・これを1・2分続けてからあなたの意識をハート・チャクラ(ハート・センター)に移す｡
・意識をハート･チャクラ(ハート･センター)にとどめたまま､地と天との両方からプラーナを吸い込み､呼気と同時にハート･チャクラ(ハート･センター)をとおして循環させる｡
・プラーナがハート･チャクラに流れ込むようすを想像し､ただそれを感じる｡目的は花びらが開くようにしてハート･チャクラが開くそのエネルギーを感じ､花がどんどん大きく広がってあなたの体の幅いっぱいになるのを感じること｡花びらをしだいに広げていき､心地よいところまで開くにまかせてほしい｡この開いたハート･チャクラの花に意識を向けたまま少しの間憩う｡
-------

・感情体と｢カー｣をともに活性化させる｡感情体は活性化されるとプラーナ体つまり｢カー｣との共鳴を起こす｡そして､自分のハート･チャクラ(ハート･センター)が開くのを感じられればあなたは文字通りハート･チャクラ(ハート･センター)に電磁波的な開きをつくり出したことになる｡ひとたびこれを体験すると､あなたの体は穏やかに物理的な感覚刺激やエネルギーの流れを感じるようになり､しだいに性格的にもオープンである感覚が定着してくるだろう｡
・これは単に心を閉じた状態から､心を開いた素直な状態でいる感覚に馴染んできたというにすぎない｡このシンプルな方法を短期間でも実践してみれば､みずからの心を開く能力が高まり､それに対する恐れは逆にどんどん減少しつつあることに気づくだろう｡
・あなたがたが胸の中心にある花を意識し､その花びらが開いていくのを想像するという力を育み続けていくよう､願っている｡
想像すればハート･チャクラ(ハート･センター)はそれに呼応する｡想像によって結ばれたイメージはメンタル体や感情体で起きることとエネルギー的につながっている｡したがって､こうした花が開いていくようすを心にイメージすることによって､ハート･チャクラ(ハート･センター)という精妙な機構を共鳴させ開かせる｡
・怖れが課していた限界を超えて成長することを自分に許すということは叡智と歓喜と創造性のはじまりまのだ｡あなたはそこを超えていくか？

根本的に開くとこの怖れはいくつもの意識レベルに起因するものだが､究極的にはより大いなる｢空間｣に自分を開くことへの怖れであると言える｡
・感覚は変容を起こす燃料であり進化と成長をうながす食料なのだ｡
・…｡心を開くとは行き交う人のすべてにまったく無防備になるということではない｡いつだれに対して開くべきなのかを正しく判断できるようになることなのだ｡選択の余地なくそうするのではなく､自分が開きたいときに開けるようになるのが最終目的｡…徐々に広げるにふさわしい時期に人や機会を選んで開いていけばよい｡
Ｖたいていの大きな宗教では感情において兄弟の足跡をたどる必要性を説いている｡イエスは愛と赦(ゆる)しの重要性をはっきりと認識し､仏陀は慈悲の情と崇高な道を非常に重視した｡では集合意識ハトホルとしてのあなたがたはこの心を開くというプロセスにおいて安寧(あんねい)とバランスを見出すのにどのように自由意志を用いてこられたのか｡
Ｈ私達にとって本質的なバランスの基点となるものは宇宙的な愛の流れだ｡それは存在のどんなレベルにも通じ流れている｡その愛の流れは私達の感情に無条件の愛と受容を映し出す共鳴振動なのだ｡よって私達の望みはすべての生命の体験がこのバランスの基点にそろって到達することだ｡試練とも思えるような体験は私達自身の成長すべき点であると言えるが､それはあなたがた人類にとっても同様だ｡そのような受容的な共鳴の中にいると他者の受難をも理解できるようになる｡それが思いやりだ｡
・したがって私達にとって核となる大切な基点は､高次に整合された無条件の愛と受容という振動エネルギー場に達することにある｡そうしたエネルギー場に生きることで意識の螺旋を上昇していくことができる｡そしてその愛のエネルギー場に達していない人や自分を愛することができない人､実際に自他を傷つけている人に手を差し伸べることが可能になるのだ｡私達はそうした(愛の)エネルギー場にあり､その肯定的な感覚で様々な状況を体験することが自分たちの進化にとってこの上ない促進剤であり触媒であることを学んできている｡
Ｈわたしたちはある周波数帯域幅のようなもの｡その帯域幅に存在することによって一定の内的姿勢､つまり感情パターンにおける一定の整合性を有している｡…したがって私達は一つの文明としてまた複数の存在から成る一つのグループとしてその領域に棲んでいる｡…私達にも個人差はある｡個性の違いがある…
・私達は愛と歓びの周波数に暮らしている｡その周波数は自分たちのエネルギーのしくみを把握し､それにはたらきかけることによって身に付けたものだ｡本書に掲載したエクササイズはその際に用いた方法のいくつかだ｡…一つの文明､あるいは集合意識としてこの周波数の領域を獲得し､維持してきた歴史がある｡それで､今この時期に自分たちの意見や見解を述べに来ている｡
・私達の文明にはそれぞれに何百万という存在がいる｡
・物質レベルの体を見れば(男女の)区別ができる｡
・私達も多様に重なり合うエネルギー場をもっている｡私達の意識をその中の一つに移し同一化するなら､私達のエネルギーはそのエネルギー場に融合する｡したがって､もしみずからの意識を諸体の物質性に集中させれば古代エジプトの神殿彫刻に認められるハトホル像のような物質的形をとることになる｡…私達が意識をよく使うのはもう少し高次のエネルギー場においてであり､そうした状態にある私達は輝く光の体として見聞されることになる｡
それでこの世の言葉ではあなた方をアセンションした存在と呼んでいるのですね｡あなたがたが高次意識を維持してこられたのはハートのエネルギーを恒常的に流しつづけたことに起因するのですね｡
Ｖあなた方の文明でこれまでに過酷・困難を極めたような難題はあったか？どのように克服したか？
Ｈシリウスの扉を通ってあなた方の中に入ってきたときに始まる｡⇒肉体に宿ってその惑星に暮らしていたものもいた｡⇒その惑星が爆発し､仲間たちは死んだ｡その存在から肉体が取り去られた｡それでより精妙なエネルギー諸体に戻ることになった｡⇒深い悲嘆と喪失感に打ちのめされた⇒回復に数百年かかった｡⇒宇宙の構造や精妙なる領域の性質､意識の継続性などについて理解できていなかったことを学んだ｡
・意識の継続性について－惑星(マルデイック)が破壊されるという悲劇によって､死んだはずのものたちが実は生きて存在している精妙なレベルというものに理解が及んだ｡(～P118)
・愛するものたちの跡を追い､とうとう見出した｡すると愛するもの達が嬉々として生きており死など問題でないことがわかった｡なぜなら､意識の継続性という点においては肉体は何の意味も持たないから｡この知識はまぎれもない偉大な発見の一つとなり私達はの文明のすべての成員に理解されたとき､深い安寧の感覚をもたらした｡
・肉体と｢カー｣との関係もさらに深いレベルで理解できるようになった｡…彼らは肉体がなくとも｢カー｣の中で完全な存在であれる体験を神官たちに実際に語ることができた｡
・私達は一つの文明全体として､意識の継続性とさまざまな精妙なエネルギー体の関係を理解するに至った｡…｡
・悲劇に感じていたことが一転して私達の文明に途方もない豊かさをもたらす源へと変貌したのだ｡
･あなたがた人類にもこれと同じことが起きている｡
第５章　均衡のピラミッド 

Ｈ底面が正方形で頂上の尖ったピラミッド(四角垂)を想像してほしい｡その頂上はあなたがそこまで進化できるという意識の高みを表すシンボルだ｡頂点をなす意識の高みが底面の四つの基点ないし角で支えられておりその四点はバランスのとれた高次の気づきに達するために不可欠なそれぞれの要素を表していることに注目してほしい｡あなたの解釈や経験における自己の土台の安定性､すなわち四つの基点による基盤が持久性をもつことが非常に重要になるのだ｡私達がこれからお話しする安定性の要素である四つの基点は文字通りこの世におけるあなたという存在の礎石(そせき)であると言える｡注意深く以下の項目を読み､それぞれどのように感じるかを心にとめてほしい｡
１､あなたとあなたの肉体および｢カー｣を含む精妙なエネルギー諸体ととの関係｡(｢カー｣および諸体が活性化)
２､あなたとあなた自身または他者との関係｡(調和した人間関係)
３､あなたとあなたの宇宙や世の中や地域社会に対する奉仕との関係｡これは仕事という形をとる場合が多いが必ずしもそうでないこともあり職業だけに限るわけではない｡(自分の個人的表現)
４､あなたとあなたの暮らす世界を構成する聖なる元素(土､火､水､気(空間))との意識的な関係｡
・あなたが自分の肉体あるいは精妙なエネルギー諸体との関係を確実なものにすることは特にきわめて重要になってきている｡それはあなたの意識がより高次のレベルへと上昇しはじめた場合､体がエネルギーを支え維持することができないと､逆にあなた自身が下へ落ち込むことになってしまうからだ｡肉体に引き戻されて高い意識の状態にとどまることができなくなるのだ｡
・アセンションのための四つの基盤の一つ目は肉体を含め｢カー｣およびすべての体が強く活性化されている必要があるということだ｡霊的明晰さをそなえてアセンションに臨むプロセスの一環として強く活気づけられた体を持つことの緊急性はあなたがたもしっかり掌握してくれると思う｡
・基盤の二つ目は自分自身を知り､調和した人間関係を築くことだ｡古代エジプトの神秘学派の神殿､特にハトホル女神の神秘学派などでは人との関係についてある程度の人生経験を積んでいなければ普通､入門許可は下らなかった｡入門志願者が参じると､その人の人間関係を含むすべてが審査対象となった｡志願者に肯定的でしっかりとした他者との結びつきが育まれていないと､せっかく意識が高まりつつある際に否定的な人間関係が障碍物(しょうがいぶつ)となりその秘儀参入者は予測に反して低次の周波数ないしエネルギーに落ち込んでしまうからだ｡
・今日の地上には人間関係を余分なものと見なし､肯定的で積極的な人間同士の交流は不要であるゆえに迂回してよいと考えている人々もいる｡私達の解釈においては､そうした考えは誤りだ｡自らの体験や要求や願望に正直であると同時にそうした気持ちを自由かつ率直に伝えあえるような明確で誠実な人々との関わりが必要なのだ｡
・私達が見てきたところではほとんどの人が自分の感情を切り捨てたり､真実を言わなかったり､本当の意図を自分にも人にも隠したりして､不快な状況を避けている｡その結果､本来なら意識が水晶のように澄み渡って明晰になる絶好の機会であるにもかかわらず､どんよりと曇った意識になってしまうのだ｡残念なことにこうした状態が人間関係において頻繁に体験されている｡
・こうした不均衡が起きる原因は少なからずあるが､私達はその原因にいちいち言及するよりも､解決策を投じたいと思う｡その解決策の基本とは､人との関わりの中で､できるだけ直接的で素直であること､そして自分の欲求や願望をできるだけ誠実かつ明確に相手に伝える努力をすることだ｡地上のあるいは高次領域の教師の多くが幾千年にわたって人との関わりの大切さを説いている｡私達はその真実を強調するため､彼らに賛同しているに過ぎない｡あなたのアセンションのピラミッドにある底面の四つの基点の二番目を具現化できた時､ピラミッドはさらに安定し､堅固なものとなるだろう｡それはあなたがピラミッドの頂点である高次の意識と気づきの状態に一歩近づく足場となるのだ｡
・底面の四つの基点の三番目はあなたが地上での時間をどのように送るか､つまり世の中での仕事や他に対する奉仕に関わるものだ｡これは仕事と重なる場合が少なくないが職業だけというわけではない｡それ以外のこともある｡あなたがどう世界と関わっているか､どう世界と対峙しているか､自分のエネルギー､関心､奉仕だといった観点から世界に何を与えているかということだ｡あなたの仕事や奉仕活動はあなたが真実の自分をいかに表現しているかにつながる｡｢仕事とは愛の顕在化にほかならない｣という言葉があるが私達も同感だ｡あなたが従事する仕事はあなた自身の愛や気づきや意識､そして熟達した知識や技能を顕在化する場なのだ｡仕事は自分の個人的表現でもあり内側の不明瞭だったり混乱して濁っている部分を映し出して見せてくれたりする｡したがって､もしあなたが今の仕事にあるいは創造性や愛の表現による今の世の中との関わり方に満たされないものを感じているなら､あなた自身の内側のその領域で意図が不明確なところに目を向けることをお薦めする｡問題は仕事にあるのではない｡問題は仕事や奉仕というエネルギーの使い方を通してあなたがどう世界と関わっているか､あるいは関わることを拒否しているか､なのだ｡
・ピラミッド底面の四つの基点の最後､四番目は｢聖なる四大元素｣と言われる諸元素とあなたとの意識的な関係だ｡この件については後ほどもっと詳しくお話するつもりなのでここでは地球を構成する四大元素とは土､火､水､気(空間)であることを述べるにとどめたい｡ここでいう元素は化学で学ぶ元素ではなく､元素の精妙な状態を比喩的に指したものだ｡これらの｢聖なる元素｣とは実のところ､大いなる目覚めた存在達に他ならないのだが､読者のみなさんの中にはこの事実を初めて耳にする人もおられるだろう｡
・あなたの周辺や流れる気の元素には意識があり､あなたが呼吸する空気(あなたが生きて活動する空間)は意識を有した存在だ｡また､あなたを支えている土の元素は実際あなたの体を構成しており､やはり意識がある｡地球上の水､雲の形をとって空を浮遊する水､さらにあなたの体の水分にも意識がある｡火の元素についてもまた同様だ｡
…｡いわゆる先住民と呼ばれる人々はいまだ部族の教えのなかにこの知識を受け継いでいる｡…もし､地球や自分の肉体の神聖さに気づきそれを感じることさえできれば､あなたはその休息の場を見つけることができる｡あなたはそこからアセンションのプロセスを開始し､あなたがたが｢神｣と呼ぶ｢一なる創造主｣にさらに近付くことができる｡
・必須である４つの基盤(の強化)がなければ高次の意識状態は保てない｡
・火の音の名前は｢カー｣､土〃は｢エル｣､
水〃は｢リーム｣､　　　空間〃は｢オーム｣
｢デイヴァ｣(神霊)は空間の広がりを自由に移動する存在のこと｡
※ヒューレン博士のホ･オポノポノでは「ディヴィニティ」
Ｖ今の私達の科学的思考力がそれらの元素は単なる化学的解釈以上のものであるという概念を取り込めるほど成長するにはどうすればいいか｡
Ｈ私達は物質の分子や原子構造を表す｢元素周期表｣でいう元素とは異なる意識レベルについて言及している｡周期表における元素の原子の描写は正確だが観察者がより精妙な意識領域に移行するとものごとはもっと比喩的になるのがわかるだろう｡
・…｡もっと深いレベルで原子構造を見ていくのであれば､原子以前の量子場と呼ばれるものをひも解くことになる｡量子場についてはまだ大きく誤解されているが､実際の原子や原子内部(亜原子)の素粒子はこの量子場から出現するのだ｡それらの原子構造が結びつき､化学の分野で知られる分子や元素周期表にある元素となるのだ｡量子場をさらに精妙なレベルまで深く掘り下げていくと､自分が意識そのものの中に存在しているという地点に到達する｡その根拠として実際の量子場の現実(リアリティー)とは意識であることが間もなく発見されるだろう｡つまり物理的元素とはもっとも精妙な深いレベルにおいては意識であるものが物質として外界へ表出したにすぎないのだ｡あなたの意識がより深く精妙な層に移行すると古代人が｢聖なる四大元素｣として認識していたものと接することになる｡それらも意識の中にある概念だが単なる思考概念とは違い､生きているのだ｡このレベルまで来るとあなたがたの言語で伝えられることは非常に限られてしまう｡
・古代人たちはそのような化学的プロセスに関する高度な知識はもたなかったにも関わらず､この物質の地下世界というものを理解していた｡太古の時代の先覚者たちはトランス状態や瞑想状態によって奥深い意識層に接触することで､息づいた意識としての土､火､水､気(空間)という｢聖なる四大元素｣にアプローチする方法を学んだ｡
こうした理由から地球の黎明期にはそれらの元素が実際に崇拝の対象になっていたのだ｡
Ｖ…｡それではあなたがたが｢意識｣という言葉をどう理解されているのかうかがいたいと思う｡…
Ｈこのテーマにはまず｢上に在るがごとく､下もかく在り｣というヘルメスの神秘的教理を用いてアプローチしたいと思う｡これはいかなる意識のレベルもすべてを含み､その上あるいはその下にあるものを反映しているとうことで､単に視野や次元の問題にすぎない｡人間の神経系を見てみれば､それが自己意識を持っている可能性がわかるだろう｡したがって､人は自分たちの環境を意識しているだけでなく､ある意識状態においては､自分が自らの環境を意識していることを意識できるのだ｡これが内省であり自覚だ｡物理的見地から言うと､これができるのは脳が視神経によって自身を基準として顧みられるように組織されているからだ｡これが自己の存在を意識するということだ｡目醒めている時や自分の周囲で何が起きているかわかるときを指して｢意識がある｣と言う｡(～P132)
・しかし通常､人であるあなたは知覚可能な現実(リアリティ)の１パーセントも意識できていないと言わなければならない｡そうなってしまうのは､人の脳が知覚を期待するもののみを知覚するために､実際には知覚できているものの大半を取り除いてしまうからだ｡
・肉体の神経系(脳､脊髄､末梢神経)は感覚情報のうち非常に限られた帯域幅にあるものしか知覚できない｡しかし精妙なレベルの神経系は肉体の神経系にそれほど縛られていないため､意識そのものの量子場に近いと言える｡この精妙な神経系がさらに発達すれば､気づきが量子場まで広がるようになる｡そうなれば自分の近くにない情報であっても自分のところに｢引き寄せる｣ことができる｡つまり物理的な自分の居場所に限定されずに情報が得られるということだ｡肉体の神経系と同様に印象は脳内で受け取られる｡しかし印象の出所はほとんどの人が考えるような知覚内にはないのだ｡(～P133)
・意識の中を深く進んでいけばいくほど居場所に限定されなくなっていき､気づきの大いなる領域と強くつながるようになる｡最終的には意識のもっとも深奥(しんおう)に達した時､人はありとあらゆるものごとに通じるようになるのだ｡これが全知と呼ばれるありかただ｡
・それはあなたにも可能でありそうしたレベルへの到達は人類の潜在能力なのだ｡もちろんそのレベルにあっては現在の人類の基準からして､もう人間とは呼べないかもしれない｡しかしそれでも物質的形態を保っていることは可能だ｡…｡しかし最終的に物理的感覚作用を越えた気づきを作動させない限り全知の達成は不可能だ｡これは視野の問題なのだ｡｣
Ｖその視野という言葉の意味がよくわからないのだが｡
Ｈ視野とは本人が気づいている領域をいう｡たとえばあなたがこのページの内容に集中している時､周囲のことはわかりませんね｡でも周囲をぐるりと見回せばあなたの視野が変わり､それまで気がつかなかったものごとが見えてくる｡意識についてもこのように考えられるのだ｡五感からの知覚のみに焦点を合わせていれば､あなたが知覚できるのはそれだけだ｡しかし､もし自分の精妙なレベルの神経系も発達させれば､別のレベルの気づきも認識しはじめることができる｡…｡それらは宇宙という織布(しょくふ)の一部であり基盤なのだ｡しかしあなたの主要な焦点が五感によるものであれば､精妙なレベルの印象は希薄になる｡つまり視野の原理は､あなたが関心を向けている周波数の範疇､換言すればあなたが注目しているところに及ぶのだ｡
・意識に関する法則はきわめて明快だ｡視野の原理はあなたが潜在的に気づくものごとを決定する｡もしあなたの自覚できる気づきの視野が広がれば､意識の精妙な領域に入っていくことができる｡そこはすべてのものごとが存在に向けて出現する土壌なのだ｡逆に視野や焦点を拡大しなければ精妙な領域に立ち入ることはできない｡
・かれらの存在する場所にいたり､彼らから学んだりすることで､現時点よりも高い意識の領域に入ることが容易になる｡
・｢聖なる元素｣との関係を築くとき…もっと戸外に出て行くことをお薦めしたい｡(～P135)
Ｖ私達は神との関わりにおいて意識レベルというものとどう向き合えばよいのか､それがはっきりわかるような言葉をいただけないか｡
Ｈ神はすべてを為すもの｡…｢源｣ないし｢創造主｣はニ元的ではなく､男性でも女性でもない｡この｢究極の源｣があらゆる次元のあらゆる世界へと顕在化する無数の振動エネルギー場を始動させていると考えている｡そうしたエネルギー場は今も活動し続けている｡もしそれらが｢一なるもの｣の意図するところにしたがって振動していなければ､すべてが存在することをやめているだろう｡神の恩恵があってこそ､すべては存続している｡
・そのようなエネルギー場のなかにはさまざまな意識が数多く出現する｡それらは多様な意識レベルに属し､｢一なるもの｣の恩恵にそうような自由意志をたずさえている｡かずかずの多彩な生命体が存在するこの領域において､生命体はみな自由意志にしたがって行動することができる｡…｢上に在るがごとく､下にもかく在り｣という言葉が鏡のように｢一なるもの｣による創造のプロセスを説明している｡創造のプロセスにおいて､自覚と気づきのあるすべての存在は｢一なるもの｣の恩恵をとおして自由意志をもち､｢一なるもの｣と同じような様式で創造を行うことができる｡
・神の力なくして為されるものは何もない｡なぜなら｢一なるもの｣の力とは､すべての領域を支え創造し存続させるものだからだ｡それでも､どんな存在も達成ないし､参入できた意識レベルの範疇で､ある種の行動をとる自由意志を有している｡究極的にはすべてを動かしているのは神だが､存在は選択権をもつそれぞれの領域のなかで肯定的か否定的かにかかわらず自分の創造の結果をみずから体験できるのだ｡
・あらゆる存在は自分の創造したことがもたらす結果を体験しなければならない｡それが地球という領域であなたに起きてくることだ｡人類はみずからの思考や感情や生命力を連動させて創造した物事がどんな結果を招くのかを体験する機会に恵まれているのだ｡
・そして､この生命力は｢カー｣に関係している｡
Ｖ創造における私達のレベルでは｢カー｣が神のエネルギーであるということか｡
Ｈそうだ｡私達の理解するところでは､｢究極の源｣ないし｢創造主｣という存在があり､あらゆる次元､あらゆるレベルの全宇宙を支える事実上の振動エネルギー場を創造している｡そうした畏敬すべき創造の中には､最高レベルにはいたらないものの力のある創造主たちが無数におり､さまざまな世界や宇宙までも顕在化させている｡そうした神々も自由意志と選択の自由を有している｡それで創造は衰えることなく永続しているのだ｡自己の存在を意識する存在もまた､すべてが創造主だ｡意識は精妙な領域へと発現して三次元の地球に入ると､生命力すなわちプラーナのエネルギーとなり､今度はあなたの｢カー｣を通って循環する｡だから｢カー｣を大切に保護するということは､｢創造主｣からのもっとも大切な贈り物を保護することになるのだ｡
第６章　アセンションの上昇螺旋 

Ｈアセンションの上昇螺旋｣とは高次意識への自覚を伴う移行のプロセスを表すのに私達が用いる言葉だ｡螺旋状の上昇プロセスが始まると､あなたの肉体､他者との関係､他への奉仕といったことのすべてが高められる｡私達の解釈によれば高まるのはすべての事柄に及ぶ｡
・上昇が始まると｢礎石｣とも言える四つの関係(前述)における変化が観察されるようになり､それに基づいて自分の進歩が確認できるようになる｡
・なかでも他者との関係は進歩のバロメーターとして役立つだろう｡｢私の人間関係に今何が起きているのだろうか｡それは率直で意義あるものだろうか｣と自問してみてほしい｡
・自分自身では非常に進化していると感じても､もし人間関係に問題が多くて困難や不調和を生み出しているとすれば､あなたの勘違いだったことがわかるだろう｡…アセンションのプロセスは思い込みや自己欺瞞といった大きな危険性をはらんでいる｡
・自己欺瞞は｢霊的エゴ｣ともいうべきものに起因しており､実際にアセンションへの道において増大する可能性がある｡上昇螺旋を進むうちに能力やパワーが増してくるため､チェックを怠ると､霊的エゴが独善的で傲慢になりやすくなる｡このように洞察力や謙虚さを欠いた状態というのはとても危険だ｡
・霊的エゴはアセンションのプロセスを開始すると同時に現れる､きわめて実質的な問題となり得る｡
・アセンションの上昇螺旋の概念を把握しやすくするには第五章の図６で見てきたような四角垂をイメージする｡その中の底面から頂点に向かって螺旋が伸びていくのをイメージする｡
・４つの螺旋を持つことが可能なのだ｡
・｢カー｣と人間関係と仕事と元素の４つを高める｡⇒意識の高み
・思考や感性を同じくする人が集まると倍音が生じる｡そしてより高次の領域で各自の振動エネルギー場を強化することになる｡
・しかし､共通するエネルギーを持たない人とであってもできるだけ多くの人と交流することには大きな価値があると言える｡そうした人との関係は自分の判断や決めつけの思いを制し､バランスの良い安定した状態から異なるエネルギーに関わる機会を与えてくれる｡
⇒本当の意味であなたの進化をさらに加速してくれる｡考えを異にする人との関わりは最も得るところの大きい交流となる可能性がある｡
・イエスはひざまずいて弟子たちの足を洗った｡これこそ愛を教える行為であり､エゴから出たものではない｡これは人の本質への敬愛と祝福から出た行為であり､批判眼の介入はない｡その存在はアセンションした存在の１つのモデルだった｡
・真にアセンションを達成したものは霊的に進化していないものたちの足を洗うことなど何も厭わない｡
Ｖアセンションに関して…今世界には宇宙人ないし異星人と呼ばれる存在が地球にやって来るとか､私たちを転送装置で上昇させてくれると言っている人たちがいる｡アセンションにフォトン・ベルトが介在する可能性を説く人たちもいる｡この二つの説が主なものだが｡
Ｈ私たちは救済者でも救世主でもないことははっきり申し上げた｡私達はただ自分たちの知識や学んできたことを兄弟姉妹であるあなたがたに提供しようとしている兄であり姉であることをはっきりと理解していただくためにもそうした投影からはきっぱりと足を踏み出さねばならない｡私達はそれに関わらず情報を提供している｡
・何かが自分たちを救ってくれるという願望や自分自身に関しては何も変える必要がないという考えや自分には責任がないという思いは非現実的と申し上げるほかない｡昏睡ないし無意識状態の繰り返しに甘んじながら自分はいっさい努力せずに自分を変えてくれそうな何かを摂取したりそうした何かがもらえそうだという信仰は全く愚かしい考えだ｡そのようなことは起こらない｡
・地球外に知的生命が存在することには間違いない｡
・アセンションとはすべてのレベルにおける覚醒と自己統御を達成するプロセスであり､自分という存在の全体を上昇させる必要がある｡私たちはアセンションをそう解釈し､何千年もの間､そして今現在もそのように実践している｡
・フォトン・ベルトはその影響力をあまりに過大評価されすぎている｡
Ｖ人類は実際にフォトン・ベルトと関係があるのか｡
Ｈあります｡光の粒子は増加しているが､一部の人々が考えているような影響力をもつことはない｡
・助けになることもあるが､かき乱される人もいる｡
・光の密度が増加すると｢カー｣がその光を取り込み､肉体をはじめさまざまな領域のすべてに光を組み入れるチャンスが生まれる｡このことはアセンションの螺旋を上昇する機動力ないし弾みになる｡それはあなた自身にさらなるエネルギーと気づきが備わるからだ｡
Ｖそのエネルギーと気づきをピラミッド底面の四つの基点に向けるということか｡
Ｈまさにそのとおりだ｡ところがそのときにまだ螺旋を上昇するという決心をしておらず､したがって底面の四つの基点にも注意を払っていなかった場合にどうなるかというと､入ってくる光は感情体にとっての刺激物になりうるため､理性を欠いた感情的なふるまいをするようになる｡したがって高密度の光の中に移行すると気づきが高まってよりバランスのとれた状態になり､思いやり深くなる人々が出てくる一方で､理性を失った過激で偏狭な人々も出てくるのだ｡光は創造の炎をたきつけると同時に､破壊の炎をも煽るのだ｡…

Ｖ…､では､ここ太陽系でのフォトンによる加速体験に関するあなたがたの科学的な観点からみた､その出来事の発生に関する詳細な時刻表はあるのか｡私達が事実に基づく理論として聞くことのできる一般的な科学的見解があればと思うのだが｡
Ｈはい｡(間)私達のグループでこの件を科学的に､さらに一般的な読者の人々にもわかる言葉で説明できるものを今こちらへ呼寄せている｡
・…(間)　すべては倍音的相関関係にある｡宇宙が出現したとき､始原の｢源｣によって発せられた倍音のインパルスがある｡これはサイクルを生成する性質を有し､その基本倍音は様々の詳細な時刻表にそって､特定の物事が動きやすいように､また特定の方向付けがなされるように指示している｡いうなれば一連の倍音ないし基本波動のようなものだ｡わたしたちには創造のインパルスによって生み出された基本波動がある｡その基本波動のなかにある各領域もそれぞれが固有の波動を発している｡このように特定の現象を存在として生み出そうとしたり､あるいは存在から消そうとしたりする傾向をもつ倍音が別の倍音のうえにあるというように､(上下に限りなく)無数の倍音が存在する｡フォトン・ベルトはそうした倍音の一つだ｡
・フォトン・ベルトはさらに大きな気づきを可能にする､壮大な霊的チャンスになり得る｡フォトン・ベルトは単なるチャンスへの扉にすぎない｡人は､それを利用してもしなくてもよい｡金星人にしても､それを利用してもしなくてもよいのだが､私達全員が利用するであろうことは保証できる｡チャンスの扉とは､すなわち密度の増加した光だ｡光の密度の増加はすでに始まっている｡もうその火ぶたが切られていることは､感情のバランスを崩したり､理性を欠いて相互に甚大な被害を及ぼす破壊行為を行う人間が目につくことからも､おわかりいただけると思う｡…｡あなたがたのニュース番組のほとんどが歓喜や貢献や意識の向上よりも､悲劇や暴力や苦しみという部分を強調したエンターテインメントだからだ｡
・あなたがたは自分たちを元気づけるような好い情報を見そこなっている｡世にも素晴らしい奇跡は実際に起こっている｡個人レベルでの癒しや病状の快復が起きている｡こうしたことは世界中で発生しているにもかかわらず､メディアでは毎晩のニュース番組でそうした報道を聞くことは滅多にない｡
・光の密度が増加する現象はフォトン・ベルトの影響だけではなく､地球の物理学者も最近そのことを発見したようだが､銀河の核が高エネルギー粒子を放射していることにも起因している｡物理学者はそうした粒子の増加を測定しているが､それらが高次の意識状態の種子であることは理解していない｡それらはいわば宇宙からの贈り物であるという見方もできるのだ｡つまり､あなたがたの選択次第では螺旋をもっと先まで伸ばせるようなエネルギーの贈り物が目の前に差し出されているということだ｡しかし､螺旋をさらに上昇し､ピラミッド底面の四つの基点に注意を向けるということを決意していなければ､実際そうした上昇をうながすエネルギーは精神に惑乱と不安定をもたらす原因となってしまう｡太陽系に棲むわたしたちは全員が間違いなくこのプロセスを通過している｡わたしたちが予測しうるかぎりでは新しい千年紀の最初の十年間くらい､あるいは2020年までの間にそのプロセスはエネルギー的にピークに達するだろう｡
・フォトンや高エネルギー粒子は実際にわたしたちやあなたがたの次元をはじめ､より高次の次元にも影響を与えている｡あなたがたの３次元のみならず､太陽系のすべての次元がその影響を受けている｡
Ｖ銀河の核という言葉を使ったが､もう少し具体的に教えてほしい｡
Ｈこの銀河の中心のことだ｡…｡(その詳細な時刻表に関しては)不安定な要素が多いため､それは相対的なものだ｡…波動力学的観点から言うと､西暦2000年～2020年の間に主要な倍音がピークと呼ばれるような地点に到達する時を迎える｡…

・フォトン・ベルト(非物理的超空間で発生する､高密度の光粒子の帯)は進行しつつあるエネルギー的な出来事のほんの一部にすぎない｡
・…｡私達はおおむね実際的な人種だ｡何千年にもわたる経験から｢われわれはどこに行くのか｣や｢われわれはいつそこに到達するのか｣というようなことはある意味ではあまり問題ではないと教えられている｡私達にとって重要なのは､むしろ自分自身の現実､つまり自分のピラミッドの底面の四つの基点のそれぞれで､愛をもとにした最高次の可能性にみずからをゆだねることなのだ｡…ハトホル文明のなかにも､すでにもっと高次の次元に移行しているものもいるが､文明全体としては四次元の上方を漂っているという状態だ｡…高次のレベルに上昇したハトホルのなかにも､イエスがそうしたように､わたしたちの向上のためにともに努め奉仕しているものもいる｡彼らの高められた視点からすると､そうすることで彼らは満たされ､自身のプロセスを助けることにもなるからだ｡
Ｖ…地球もあなたがたの言うスケジュールにあるおよその現時点から2020年までの間にアセンションを遂げると見なされているか｡また人類も大勢がアセンションできそうか｡
Ｈあなたが言うのは､具体的には三次元空間から四次元空間への次元上昇のことか｡
・…興味深く見守っているが､最終的な結果についてははっきりわかっているわけではない｡しかし､ほかの宇宙やほかの次元の存在たちが､この太陽系に起きつつあることを観察しようと群がるように押し寄せるいるほど､それが興味深く好奇心をかきたてられる出来事であるのをお知らせすることはできる｡いま､銀河のこの象限(銀河を四分割したうちの一区画)は何が起きるのかを見ようとしてやって来ている存在たちで大変混み合っている｡準備がととのい進行中であると思われる｡きたるその瞬間に地球がアセンションすることを選択するのであれば､それがすでに時刻表で有望な2000～2020年の間に起きる可能性は高いだろう｡
・地球と共にアセンションする準備ができていなかったり､そうすることを望まなかったりした人は､地球を離れ､別の逗留地を見出すことになる｡なぜなら､一つの惑星全体が一オクターブの上昇を遂げるというのは極度に高密度なエネルギー的現象だからだ｡
・また地球がアセンションするかどうかとは無関係に自主的にアセンションする人もいる｡
・アセンションの有無に限って言えば､地球や人類がどう判断しようと､いつどのようにそうしたことが起きようと…問題ではない｡
現時点で重要なのは､人類一人ひとりが自分のアセンションにおいて､自身のピラミッドの四つの基点でどういう｢選択｣をするかだ｡アセンションのプロセスには終わりがない｡アセンションのゴールとはある特定の意識のオクターブに達することではなく､自分自身を愛にゆだね､そして人生に起こりくるさまざまな状況に対して最高次の可能性にゆだねることなのだ｡そうすることが全体に貢献することになり､同時に個人が意識を高めることにもなると考えている｡
・アセンションするかしないか､あるいは肉体上の死に向かうか否かは問題ではない｡アセンションという現象をまるでマラソン競技のように見なし､最初にアセンションにゴールした人が｢勝者｣だと考える人もいるようだが､わたしたちはそのようには見ていない｡
・私達の念頭にあるアセンションのゴールとは日常をできうるかぎり豊かに精一杯生き､常に自分を愛と気づきという偉大な力にゆだねて生きることにほかならない｡存分に生き､日々のどんな場においても最高次の可能性を生み出すように努めるなら､わたしたちの文化､種族､共同体､文明全体が高められる｡わたしたちが現在の次元にとどまるかどうかは問題ではない｡なぜなら無限の大宇宙を生きるわたしたちは全員､いずれアセンションすることになるからだ｡
・…あなたが手掛けられることから変えてゆくほうがこの場合はるかに有益であると思われる｡あなたが手掛けられることというのは､世界にもたらす愛を増やすことなのだ｡
第７章　混乱のなかで安定を確立する 

Ｈあなたがたの地球が､歴史に残る意義深い時を過ごそうとしていることはすでに述べた｡それは新しい波動への移行､すなわち旧い地球から新しい地球への変遷にともなって､かつて人類が経験したことのないほどエネルギーが激しく変動する時なのだ｡地球は自ら体系化し組織しているやり方を新しく改めようとしているのだ｡
・こうして私達が言及している地球は意識のある存在だ｡そして地球自身の上向きの進化による変動に人類全体が対応しなければならない｡いうなれば人類は地球の進化の上昇推進力に便乗しているのだ｡あなたがたがそうした前代未聞の体験をしようとして､あえてこの時期を選んで地球に生まれてきている｡
・そうした変化の多くは無秩序で混沌とした性質のもので､とりわけ人の感情体にとって困難きわまるものだ｡したがってあなたがたの多くがこれまでにも増して､さらに激しい感情の変動が意識に浮上してくるのを体験している｡この状態は地球が混乱状態から新秩序への移行をしている間は､今後もしばらく続くだろう｡いかなる体系であってもある秩序レベルからより高次の秩序レベルに移行する時にはかならずや不安や動揺が増加する混乱の期間が生じる｡これが今まさしく地球に起きていることで､原子､分子､生物､地質､社会､経済などのありとあらゆるレベルが流動的ないし変動的状況にあるのだ｡そしていうまでもなく､あなた自身の内なる現実(リアリティ)もその影響を受けている｡とりわけ周囲の人やものごとに対する感情反応においてはその影響が如実だろう｡
・例えば自分が感情的に苦しんでいるのに気づいたら､意識をプラーナ管に移すことで大いに助けられる｡それは意識の移行により､プラーナ管のなかをプラーナがより自由に通るようになり､呼吸も生命力の流れを活発にするように変わるからだ｡自分自身でも感情体が安定して…きたのがわかる｡そのような動揺のない状態では困難にぶつかってもより好ましい選択ができるようになる｡
4)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ４＜パートＡ＞
このエクササイズでは光の管あるいはエネルギーの導管があなたの体の中央をとおって地球の核にまで届くのをイメージする｡いうなれば､あなたはそこにつながるのだ｡
・そして､今度はその光の管が頭を突き抜けて上方に伸び､今のあなたにふさわしい宇宙空間にまで達するところをイメージしよう｡(人によっては､頭上から出たプラーナ管がそれほど遠くまでいかないこともあれば､宇宙の別次元まで伸びるのを感じることもある｡距離は問題ではない)
・次はハート・チャクラに意識をもってくる｡ハート・チャクラに意識を集中したまま呼吸をする｡ハート・チャクラに意識を合わせ､上から天のエネルギーが下りて､大地のエネルギーが下方から上がってきて､その二つのエネルギーがあなたのハート・チャクラで出合うのをイメージしてほしい｡それを感じてみよう｡
・このエクササイズの目的は上から下へと､下から上へと二つのプラーナの流れというエネルギーの感覚をしっかり把握することにある｡１分間ほど静かな状態を状態を保ちこのプラーナの流れの感覚をはっきりとつかんでほしい｡
4)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ４＜パートＢ＞
・最初のパートＡと同じ｡一つ新しい手順が加わる｡
・ハート・チャクラに意識を向けて天から下りてくるプラーナと地から上がってくるプラーナの流れを感じながら､それと同時に呼吸にも意識を向ける｡
・息を｢吸う｣とき､｢吐く｣とき､さらにその間の｢休み｣のときを､それぞれ意識してほしい｡その間もハート・チャクラに下りてくるプラーナと上がってくるプラーナの流れがある｡呼吸をしているときも､途切れるときも､プラーナの流れは間断なく継続している｡
・もう一度吸気と呼気のリズムに注意を向けながら､ハート・チャクラに絶え間なく流れ込むプラーナの流れを感じとり､二つそれぞれの流れの感覚をつかんでほしい｡とまっては動いてという呼吸の流れを感じると同時にその一方でプラーナ管を通る途切れないプラーナの連続的な流れを感じてみよう｡呼吸のリズムとプラーナ管からハート・チャクラに絶え間なく流れ込む二つのプラーナの流れの感覚をはっきりとつかむ｡１分間ほど続ける｡
・上下双方からハート・チャクラへと流れ込むプラーナの連続した流れをはっきりと感じながら､同時に呼吸も意識できるようになれば､エクササイズをマスターしたことになる｡
4)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ４＜パートＣ＞
・頭の上方からハート・チャクラへとプラーナを引き入れ､同様に下方の地中からも引き入れたら､まず非常に速い呼吸をする｡
・次にゆっくりと呼吸をする｡
・息を止め一時停止する｡
・三つの呼吸パターンのどれを行っているときもプラーナの継続した流れの感覚をつかんでいるようにする｡
・普通の呼吸に戻る｡
・再び１､２分かけて三つの呼吸パターンを練習する｡このエクササイズを続けていくとしだいにプラーナが呼吸パターンとは無関係に自由に流れるようになっていくことに気がつく｡
・すると､あなたは呼吸や感情パターンに関係なくより安定した状態を保つことができるようになる｡
4)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ４＜パートＤ＞
・意識を素早く体内のプラーナ管に移し､それをイメージのなかで地球の核にまで伸ばす｡
こうするとエネルギーが何か錨のようなものに下に引っ張られている感じがするだろう｡プラーナが流れるにまかせよう｡頭上からハート・チャクラへ､地中からハート・チャクラへと､上下からプラーナを自由に流し､それが地球深部に固定されるように意図するだけで､プラーナ管を地球の核にグラウンディングさせることができる｡これを知ることが大切でそれ以外とりたててすることはない｡
・起こるに任せる｡プラーナは即座にあなたの意図にしたがって流れる｡重要なのは意図すること｡プラーナ管を地球の核に固定させ､そこから地のエネルギーが上昇してくると同時に天からもエネルギーがハート・チャクラに流れ込むのを意図することで､感情が安定するようになっていく｡これを一回につき１分か２分かけて練習することを再度薦める｡
・プラーナ管を地球の核にグラウンディングさせることができ､プラーナの二つの流れをハート・チャクラで合流させられるようになれば､みずからの感情を自在に統御できる可能性を手にしたということ｡
・どんな呼吸パターンや感情パターンを体験しているさなかでも､プラーナを途切れなくスムーズに流すことで感情の自己統御力を取り戻すことができる｡
・以前のあなたなら失望や怒りや…　恐怖を感じたような場面で使ってみてほしい｡この方法を練習することでこれまで経験したことのない､驚くほどゆるぎない安定した感覚をもてるようになる｡あなたはこうしたパワフルな状態にあることで､いかなる状況に対しても､より広範な選択肢からふさわしい反応を選択できるようになるだろう｡それはもはや以前のような感情的なぐらつきがないからだ｡
・何かしらの分野や体験において問題を抱えているとする｡こうした場合にその問題を解決する一つの方法として､問題が存在するレベルより一つレベルを下りるか､あるいは一つレベルを上がるかして､その問題と直接的な取り組みを避けること｡問題の上か下の混乱のないレベルから対処する｡これは本質的により高次の周波数をもつ天の領域につながったときにあなたがしていることと同じ｡
同様に､人間の問題にあまり関係のない地のエネルギーともつながることで､上下からの二つのエネルギーがあなたのプラーナ管に流れ込むことになる｡それこそが本来の流れ｡…あなたがしているのはエネルギーの通り道であるプラーナ管を通じて自己の気づきを広げている｡
・感情体の統御は感情の抑圧ではないことをきちんと認識しておいてほしい｡目的は､統合されバランスのとれた状態で感情を深く十二分に感じるということ｡感情や感覚の抑圧あるいは否定は､決してあなたの助けにはならない｡
・すでにある程度､感情面での安定を得､…影響されない人々にもこのエクササイズを学ぶ価値は充分にある｡なぜなら､いま地球は非常に大きな変動を遂げようとしており､ある地域で起きた出来事が地球の反対側にまでエネルギー的な影響を及ぼすから｡あなたがたの世界はつながりあった意識､一つにつながったグリッドに見えている｡…地殻変動や戦争､大量殺戮などで大勢の命が失われるというような大規模なエネルギー現象が起こったときには例外なくグリッド全域に電磁的な乱れが発生する｡
・あなたが自分のプラーナ管とつながり､継続的なプラーナの流れを維持させることによって自分のバランスがとれるようになれば､いわば中心から放り出されるような事態に遭遇しても､みずからの安定を保つことができる｡
・このエクササイズはシンプル｡それほど価値と効果の大きい手段｡
疑問の余地なく完璧にマスターしたと確信できるまで定期的な練習を重ねること｡
・これらのエクササイズは人類が日常的においてより高次の意識に到達するのを助ける､時間のかからない安全な方法であると確信している｡自己責任と忍耐強さをもって､これらがエネルギー的現実として有効であることを実感できるまで試してほしい｡
・これらのエクササイズは変動の時期に人類に提供するために私達のグループ内で開発されたもの｡エネルギー論の解釈に関してはアトランティスやレムリア､もしくはそれ以前の時代のハトホル神殿で用いられていた磁場についての基礎知識や解釈にまでさかのぼることになる｡あらゆる人間の形態には磁場があり､北極と南極があり､体の中央にはプラーナ柱すなわちプラーナ管が通っている｡
・そこで私達は特にあなたがたに合ったやりかたを開発し､あなたがたに役立つであろう手段として提供させていただくことにした｡今日の私達は…反射的に使っている…それは生き方でありエネルギー論でもある｡…呼吸のように自然なもの｡同様なエネルギー原理をもとにした方法を使っている文明が存在している｡
・感情体の統御は制御とは違う｡私達の目的は感情体の抑制ではなく､感情体を安定させること｡…地球の現実世界とは抑圧や制御することなしに感情の統御を習得するためのすぐれた学び舎でもある｡人々が地球を学び舎として選ぶ確かな理由の一つは感情のエネルギーをうまく使いこなすことを学ぶためなのだ｡
・単独でもグループとでもやる気を促す方法がよい｡
・肝心なのは感情的になったり混乱に陥ったりしたときにどうしたらよいのかをいちいち考えなくてもよいくらい反応が自動的になり､自分の一部になるまでワークを続けること｡
・反復練習の目的は即座に感情のバランスがとれるという熟練者の域に到達すること｡
・退行性疾患が起こる根本的な原因は地球の活力が奪われていること｡
…熱帯雨林を含む森林の多くを伐採､破壊し､また海洋を汚染して､水中で酸素を生成しているプランクトンなどの有機体を生育できなくさせてしまった｡こうした問題はすべて人が地球とのつながりを断ってしまったゆえに起きたものであり､結果的には人はみずからの存在の基盤を破滅させている｡現代においてはほとんどの人が自分の生活で達成したい事柄を各自勝手に追いかけているため､地球の真価を評価する文化や母なる地球に敬意を表すべき必要性はしばしばないがしろにされる｡そうした理由で基本的な酸素の生成者たちの大量殺生や農業による土壌の無機質の枯渇などが起きるのだ｡
・…特定の健康問題に効果のある特定の周波数が存在している｡…今後数十年の間に｢音による治療｣が地球の医療の相当な部分を占めることになるだろう…最終的には病む人を支え癒すためにも音が使われるだろう｡
・…あなたと地球そのものとの断絶こそがその(病気の)深い原因であることは言うまでもない｡(～P176)
・｢基音の法則｣の適用を学ぶ｡
Ｖ本書の前の方で地球が｢新秩序｣への移行で混乱の過渡期にある間は人の感情が激しやすくなる状態が続き以前にも増してさらに表面化すると言われた｡私達が到達するというその｢新秩序｣とはどういうものなのか｡その明確なイメージを心に描くことができればと思うのだが｡
Ｈ｢新秩序｣とは時間と空間の新たな秩序をいう｡これは基本的には個人が三次元意識から四次元意識あるいはそれ以上の高次の意識に移行する機会だ｡これを象徴するよういな出来事は多くのレベルで起きるが､ここではその主要な特性を二､三説明しよう｡
・一つは顕在化が即座に起きるということ｡実際に日常でものごとが起きる速度がどんどん増してくることや､あなたが考えたり言ったりしたことが実際に生じるまでの時間がぐんぐん短くなってくることで､次元の移行が近づいていることがわかる｡多くの人がこうした現象をすでに経験されていると思う｡
・人々はこれまでにない形で地球の真価を知ることになる｡地球自身も根底からの変化を体験し､そのプロセスの間に地球の意識はさらに覚醒する｡地球に存在するものたちの中に地球規模のつながりが生まれる｡それはまるで人類全体が一つの思考あるいは一つの意識を持つにいたったようでもある(私達はここで｢まるで・・・ようでもある｣と比喩的に表現しているがそれはまるで豊かな多様性と多面性を有するただ一つの意識が作用しているかのようだ)｡さらに言えば人々とも地球ともつながっているという感覚を持つにいたるだろう｡
Ｖ｢新秩序に｣たどり着いたことを認識する主要な二つの方法ということになる｡しかし即座の顕在化と一つの意識を持ったあり方というのは奇跡に近いような気がするのだが｡
Ｈええ｡背後に働いている原理を解さない人から見れば､それは奇跡に見えるだろう｡しかし､ものごとを結びつける法則を理解し､別次元への移行の際に時間が加速することを知っていれば､それが奇跡などではなくものごとのごく自然なありかたとして映るだろう｡
…｡動植物たちにも人と同じことが起こる｡…動植物は純粋なエネルギー形態になるだろう｡
・私達の視点からみた別次元への移行とは､むしろ物質的な肉体を含むあらゆるレベルでの進化を言っており､魂だけの進化をうんぬんするものではない｡確かに魂も影響を受け､魂は三次元よりも四次元の現実のほうが壮大な自由を経験する｡自己のすべてのレベルが沸き立ち､活動し､より速く振動するのだ｡
・高次元における本来の姿は三次元と比べてあまりに振動が速いため､あなたにとっては(私達は)不可視あるいは単なるぼんやりした光でしかない｡
・これから何が起こるかについては様々に異なる見解がある｡今回のシフトは過去に同じ形で起きたためしがないためそえを正確に把握しているものは誰ひとりいない｡しかし私達の経験と解釈をもとに言うなら､変化を遂げる人々の大半は四次元を経由することになると思われる｡ただしこれは私達の予測であり違った結果になる可能性もある｡今､述べたように確実にわかっているものはないのだ｡大天使と呼ばれる存在達でさえこのシフトの経過を把握しているわけではない｡
Ｖそれはどうしてなのでしょう｡
Ｈあまりに多くの出来事があまりに速いスピードで起こっていることと､ある意味では､これがいまだかつて起きたことがないからだ｡前にも触れたがこのシフトがあまりに類いまれな出来事であるがゆえに､それを見守ろうと多くの異次元や領域から大勢が押し寄せているほどなのだ｡しかし高次元にシフトすることへの人類の予測についてひとこと申し上げたいと思う｡みなさんの中には四次元に行くことで､すべての問題が片づくものと本気で信じている人々がいる｡そうした人達はこれで人生のジレンマは全部解決し､どういうわけかすべてが奇跡のごとく大変容を遂げるので､現在の悩みや問題に対処する必要はなくなると考えているふしが見受けらる｡そういう人々には驚愕が待ち受けていることだろう｡目下あなたが取り組む問題はいかなる次元に移行しようと自覚のもとに継続する｡ただ､その次元の振動エネルギー場において問題に取り組むことになるだけだ｡だから､今の時点で私達にできるアドバイスは非常にシンプルなものだ｡
・それは自分がどの次元に行くかや､はたして次元はシフトするのかなどといった点に重きを置くのをやめにして､それよりも自分自身の愛の心､赦(ゆる)しの心の大きさに重きを置くようにしてはいかがか､というものだ｡
Ｖ今自分がいるところで精を出しなさいということですね｡
Ｈはい｡今あなたがいるところで精を出してください｡
…｢大いなる宇宙｣はそれほど新奇なエネルギーと意識の中で展開しているため､この宇宙を創造した｢意識｣でさえもいちいち仰天し､興味をかきたてられている｡
第８章　聖なる(四大)元素 

Ｈ私達は西欧文明に暮らす人々とはまったく違った見方で地球を眺めている｡私達の見解はむしろ古代人や先住民族のそれに似通っている｡
・私達の見方では神は地球や宇宙の創造主であるというよりはむしろ創造のプロセスそのものであり､宇宙の物質的事物に本来備わっている属性であるというものだ｡また私達の解釈では､あなたが在るところに､神もまた在る｡創造も在る｡実にあなたの存在しうるところで神が存在せぬところはない｡あなたは神の一部であり､創造の一部なのだ｡
・そしてそのことがすべての核にある｡創造は最小なる粒子の中にも存在し､流動している｡この見方によれば物質的宇宙のすべては聖なる空間であり尊い神殿ということになる｡今､人類の多くが地球の意識性から切り離され､隔絶した状態にある｡これは物質世界がすべての総体であると主張する､あなたがたの文明の信念体系が作りだした意識の催眠状態によるものだ｡
・ここで話したいことは､物質世界というものは体験領域のほんの一部に過ぎず､また神性から分かれることもなく､常にその一部であるということだ｡地球意識を体験するには､意識そのものの精妙な領域にアクセスし感知しなければならない｡そうした領域､すなわち｢聖なる元素｣が息づく意識として振動している原型的領域にアクセスすることにより､人はより壮大なる意識の連続体に気づくことができるのだ(ここでいう原型的領域はスイス人心理学者のカール・ユングの｢元型｣とは違い､むしろ私達が｢物質の地下世界｣と呼ぶ世界に満ちている｢原初の力｣を意味する｡これは､意識が物質をたえず再生し続ける｢下位の量子領域｣という理論上の場所に似ている｡｢聖なる四大元素｣はこの不断のプロセスの一部なのだ)｡
・ハトホルの世界にはそれらの四つの｢聖なる元素｣のそれぞれに対応する音がある｡｢エル(EL)｣が土､｢カー(KA)｣が火､｢リーム(LEEM)｣が水､｢オーム(OM)｣が空間ないし気で､その四つが振動性連続体を形成している｡この元素の音を詠唱してそれらが存在する原型的領域に入ることができる｡あたかもそうした音が知覚の扉を開き､元素の原型的領域が存在する意識の共鳴場へと移行をうながしてくれるかのようだ｡
・事実そうした領域に入りそこにしばらく留まることで､あなたの意識や知覚力は物質世界の深淵さを知り､意識の連続体内における物質的世界の位置をも感知できるまでに変化しうるのだ｡
・これからとても強力な練習を紹介する｡練習の基本となるのは｢エル・カー・リーム・オーム｣からなるマントラの詠唱で四人のグループで少なくとも四回唱える｡あなた自身､少なくとも四回詠唱することになるわけだ｡それから､次には十六回唱えるというように続ける｡これは非常に強力な方法で私達はしばしば四の四乗である二五六回の詠唱を薦めている｡これはあなたの意識が落ちつき､自分自身の様々な状態を通過して元素の原型的領域に入るのに充分な時間的猶予を持つことになる｡あなたはそこで地球空間の広がりいっぱいに表現されている意識の存続とその連続体を直(じか)に見ることになるだろう｡
・この詠唱はじかに元素が感じられるように戸外で行うと非常に効果的だ｡…

・この詠唱についてもう一点理解いただきたいのは意識が非常に深い状態に落ち着くために､しばしば無意識の領域からの事物が浮上してくるということ｡恍惚や至福や…悪魔の意識や火敵的な感情…すべてが活性化しうるため､詠唱している間に何が浮上してこようとも､それが浄化の一環であることを理解しておく必要がある｡
・｢エル・カー・リーム・オーム｣の詠唱を行うということは､元素の神聖なることを認め､地球それ自身にゆきわたる多彩な精妙レベルを通じてあなたが神と呼びうる｢源｣から出づる意識の連なりを承認することになる｡さらに｢聖なる元素｣のもっとも密度の濃いレベルであるこの物理的現実において地球の聖なること､肉体の神聖なること､あなたが｢神｣と呼びうる意識の連なりのなかで自分の居場所が神聖であることを肯定し承認することになる｡
・肉体は聖なる神殿である｡なぜなら肉体とは(元素すなわち)土､火､水､気(空間)という四つの意識があなたに奉仕すべくそれ自身を差し出している場所だからだ｡
・地球は聖なる空間であり､意識の原型的領域にある｢聖なる元素｣の外なる投影であると私たちは見なしている｡また､地球を他の領域とも同様で神に近いものと見なしている｡
神から切り離された自分を体験するかは当人が肉体をまとって地上に暮らしているかどうかとは何の関係もない｡人の見解は個人の意識に保たれている｡肉体にありながらも神性と深い心の交流をもち､十全に故郷に存在することは可能だ｡(～P187)
・私達は今地球のとりわけ先進国における危機的状況を目にしている｡それは人と､自然や元素が断然した状態を示唆している｡現代文明は自然や元素を圧迫しているのみならず､それらから深刻なまでに断絶している｡そして､その結果､人類は自分たちより高次な意識の連なりとの結びつきの大半を失ってしまった｡
自然や元素と関わりをもつとき､人は原型的領域に通じる意識の連なりに近づく｡…そこから､神性まではあと一歩の距離でしかない｡現代文明社会がこのことに気づいて立場を翻すかどうかはまだはっきりとはわからない｡…先住民の多くはそうしたつながりを可能にしている｡
頻繁に自然に入り､自然元素とともに過ごすことをお薦めしたい｡…あなたの気づきと意識とが｢聖なる四大元素｣と自然に調和するのを許してほしい｡敬虔な気持ちで元素の名を唱えてほしい｡そうすれば想像をはるかに超えたかたちで､あなたの前に内なる世界が開示されるだろう｡…そして地球そのものが聖なる神殿であることやあなたが赴くところすべてに神が存在することに気づき､そうしたことがはっきり理解できるだろう｡
・あなたが神と呼ぶ創造エネルギーの近くに在るという状態は共鳴の結果であり､いかなる次元においても宇宙のいかなるレベルにあっても宇宙空間にいようが月にいようが､地球にいようが､それには関係なく可能であるということをくり返した神とのつながりや神の近くに在るという感覚を決めるのはあくまで内面的なことで､地上に存在することが必ずしもその妨げにはならない｡
・｢至高神｣ないし｢創造エネルギー｣につながることやその近くに在るという感覚をもつことは三次元において可能だ…

Ｖ…｡私が知っているライトワーカー(光の担い手)たちの多くはときどきどこか別の場所への憧れを抑えきれない｡ここより素晴らしい場所への渇望とでも言うのだろうか｡読者のなかにも同じように感じている人々がいるかもしれないので､｢今ここ｣に意識を集中するための指針を何かいただけないか｡どこがここ以外の次元や､地球のように隔絶感のない場所に逃げ込みたいと考えるのではなく､むしろこここそ自分のとどまりたい素晴らしい場所なのだと心底から思えるようになるために､音やその他のものを使うことはできるか｡
Ｈ…｡この質問には､エネルギー論､｢今ここ｣への集中､安全の問題､そして愛とのつながりの感覚における感情の波動などといった要素が含まれる｡
・この次元の粗暴さをやり過ごすために､みずからの意識内で三次元とは無関係の領域にアクセスし､そこに自分を同一化してしまっている人がいるが､そうした人のプラーナ管は､体の中核をとおって地中まで伸びていたものが文字どおり縮まって引き上げられてしまっているため､地球と接しない状態になっている｡当人はエネルギー的にグラウンディングしておらず､いわば浮遊していられるため､安全地帯と感じられる場所にいることができる｡その位置まで肉体的にグラウンディングしたいと望む場合､エネルギーレベルで最初にすべきことはプラーナ管を地中深くまで伸ばすことだ｡
・ついでながら､肉体をまとうあなたの意識が今ここにあっても､…そうでなくても､私達が批判することはない｡意識は今ここ以外に存在することもできる｡ただ､もし､あなたが現在の具現化(肉体)において次なる次元への移行と参入という進行中の変化に関わりたいのならグラウンディングしている必要があると申し上げておこう｡グラウンディングしていれば､肉体､精妙な神経系､生得的行動傾向､超意識レベルにおいて､日々のあらゆることに的確に反応できます｡物理的にグラウンディングすると自分が安全地帯の外に出てしまう気がするとしたら､それほど真実とかけ離れた話はない｡人は地球とつながっている必要がある｡そのためにはもしプラーナ管が縮み上がっているのであれば､もう一度それを下に伸ばして地中に戻すことが必要だ｡…

・二つ目の要素は愛と安全の波動に関してだ｡いうまでもなく人類の意識は愛や内なるつながりを体験するために内側に引きこもり縮こまることもできる｡人であるあなたの意識には多次元的な要素があるため､地球とつながっていない状態(たとえばグラウンディングしていない状態)のままで､内側の愛と安全の次元へ意識をシフトさせることもできるのだ｡…みずからをグラウンディングさせて他へ愛を差し向ける行為は､自己を含むすべての人に幸いするものだ｡
Ｖ…｡｢聖なる四大元素｣の重要性をお話いただきましたが､…なぜ｢聖なる四大元素｣の考えは一部の人々に原始時代への逆戻りだという印象を与えてしまうのだろうか｡…どう反論するのがいいのか｡
Ｈ・…｡原始的とは意識が発生したルーツを言う｡人類の意識は自分たちの惑星を平気で破壊できるほどに自己のルーツから隔絶してしまった｡したがって､あなたが生物的にも地球に根づいていることや､地球の他の生命体とつながっていることに､もっともっと目覚めたほうがよい｡
・…自然界に意識があるということは､多くの未開文明や先住民族文化においては基本的な合意事項だ｡したがってこの｢息づいている｣ということを土､火､水､気(空間)の四つの元素より深い原型的レベルとして説明することが概念として役立つのではないか｡…この三次元を支え養っている精妙な領域には｢聖なる四大元素｣が息づいている原型的領域があることを明確にしておきたい｡…そこには深遠なる真実が存在している｡自然界は数々のエネルギー場が相互につながりあってできている｡そうしたエネルギー場には意識があり､知性をもって内側あるいは外界の変化に対応している｡…実際霧の中には意識をもつ儚い存在もあり､方法さえ心得ていれば現実に意思を通わせることもできる｡ちなみにこうしたコミュニケーションは言語ではなく感じとる性質のものだ｡(～P193)
・…ＤＮＡの遺伝子暗号に記録された遺伝情報を見るなら､わたしたちが生物の精妙なレベルと呼んでいるものを見出すことができる｡これはきわめて基礎的で原始的でかつ本質的なものではないか…｡
…意識と物質は同じもので単に振動の度合いが異なるだけだ｡原子構造の初期レベルに至る直前の意識のなかには未来に人となる可能性､すなわち遺伝子的特徴の設計図が保持されている｡…原子力として知られるものになる強力なエネルギーもこの領域に存在している｡
・…｡きわめて簡潔に言うなら地球の天候(熱･温度･湿度･乾燥度･気圧…)とはあなたがた自身の感情および思考的な生き方が外側に投影されたものなのだ｡
・天候をまったく三次元的にとらえている人にはこうした見方はきわめて異質に聞こえることだろう｡しかし､これを別次元から見た場合､竜巻や台風が次々と猛烈な現象を引き起こしながら駆け抜けるときというのは､それが地球意識や動植物の意識を含む地球上のすべての意識と接する人類意識が外側に投影されたものであることは非常に明白だ｡強烈な気象パターンの噴出を見ていくと､現在それが増大して人類を含む地球という惑星系全体に及び地球の振動を加速させつつある混乱の一部であることがわかる｡
・そのうえ感情もこれまで以上に激しやすくなっており､そのことが生物圏と呼ばれる意識と動植物相が出合う場所にも影響を与えることになる｡…(～P195)
・…人類が体験している気象的な乱れの多くは人類レベルでの撹乱した意識が地球と影響しあった結果であるということだ｡
人類意識や気象よりも優先するさらに奥深いサイクルが存在するとのことだが､それは何なのか｡
Ｈ宇宙のリズムだ｡…太陽のリズム､地球星のリズムとも呼ぶかもしれない｡
・…私達は地球の科学者が太陽のエネルギー活動と地球上の出来事との間に､かれらが認識しているよりもっと重大な関係があることに遠からず気づいてくれるのを待っている｡
Ｖ…数年前､木星に彗星が衝突したことが報じられた(※シューメーカー・レヴィ第9彗星(すいせい)は､1994年に木星に衝突したことで有名な彗星)が､本当のところはいったい何だったのか｡
Ｈ…銀河を超えた意識レベルが関わっている｡地球のあなたがたにまで影響を及ぼしていた｡…エネルギー的にはその衝突の結果､たくさんの事柄が生じた｡感情を含むいくつもの精妙なレベルにおいて人類にも影響があった｡
・これまでにもまして愛と赦しを実践してほしい｡愛がけっしてその場しのぎの緩和剤ではないことを知ってほしい｡愛はまことのエネルギーであり､力であり､あなたを即座にもっとも深遠なる空間へと導いてくれる｡あなたがそうした愛と受容の波動にあり､あらゆるものを赦せるようになったとき､はじめてエネルギー的に揺るぎないところに立ったと言えるのだ｡宇宙を一つにまとめ支える本源的オクターブである｢基音｣に同調して存在するあなたは､まわりで何が起きようが左右されることはない｡あなたは文字通り周囲のあらゆる出来事の上にあり､それらの影響下にはない｡したがってこうした動乱期にあるあなたへのアドバイスはこれまでにもまして愛と赦しを実践してほしい｡
あなたがたにはぜひ自己のエネルギーをマスターするエクササイズを励行し､そのプロセスの一助として音に関するわたしたちの情報を使っていただきたい｡(～P199)
Ｖ…天空の女神ハトホルとその概念が｢聖なる元素｣と何か関わりがあるのかどうか､少しお伺いできるか｡
Ｈハトホル女神は最初の顕在化においては天空の女神だった｡しかし､後になって古代エジプト人たちはそれを豊饒と結びつけた｡エジプト諸神の最初の女神(ファラオ時代以前)は古代エジプト人の思考のなかで変容を遂げていったのだ｡
・当初､ハトホル女神は気の元素(天空)と関連づけられ､その間は神なる愛や恍惚の顕在化と見なされた｡
・その後､ハトホル女神は豊饒と地球に関連づけられるようになり､その顕在化の時代にセックスや歓喜と結びつけられたのだ｡しかし､神なる愛と恍惚もまた､依然としてハトホル女神に関わるものと見なされていた｡
・当時のハトホル神殿の女性神官たちの仕事は二重性を帯びていた｡彼女たちは…豊饒と安産をもたらすことを期待されたが､これはハトホル神殿の表向きの役目だった｡
・一方､ハトホル神殿の(隠された)秘教的な役目は錬金術の使用で､それには秘儀参入者たちの性的エネルギーを､体内の上位のチャクラのレベルまで高めることも含まれていた｡女性神官たちはこの種の秘教的科学に通暁しており､｢タントラ｣の大半はこの時代にルーツを求めることができる｡
・あなたの肉体はもっとも聖なる神殿だ｡そこは天と地が出合うところだ｡あなたの命は四大元素から生まれた贈り物だ｡四大元素なくして宇宙は存在しない｡四大元素はあなたの愛に応える｡四大元素に感謝の言葉を伝え､メッセージを受け取ってほしい｡創造はあなたの呼吸と鼓動にのせて､四大元素をとおしてあなたに語りかける｡静かにそれに耳を傾けてほしい｡
第９章　支点 

Ｈ本章ではみなさんの進化と成長を加速させるのに人類史上もっとも折りよい機会のひとつである時期について述べたいと思う｡それはこの次元においてものごとの発生がスピードアップしているため､前にもお話ししたが､より短い｢時計時間｣の中で､より多くの気づきを体験するようになることと関係している｡
・このことは激しい感情反応ないし反動を生んでおり､今後もそういう状況が続くだろう｡このきわめて強烈な時期にあなたが体験している感情や感覚は､高次意識への現代版イニシエーションとも言えるものだ｡それは喜ぶべきであって回避すべきではない｡今日ではかつて古代エジプトにおいて求められたように､様々な訓練やイニシエーションを受けるために神秘学派に入門する必要はないのだ｡
・私達は本章を支点と名付けますが､それは支点という比喩が三次元における意識というものを理解する上でふさわしい例だと思われるからだ｡ここでいう支点とは公園でよく見かけるシーソーの支点のようなものだ｡二人の子供がシーソーの板の両端にまたがり､その板は真ん中で支えられている(支点)｡子供達は代わりばんこに上下する｡片端が上がればその反動でもう片端(と子供)が下にさがる｡支点とはそのシーソー板の回転軸であり､動きがあれば支点に極の力(上下運動)がかかる｡これは意識そのものを表す見事な比喩であると言えよう｡
・意識が非二次元的な静止点から二元性へと移行すると､正反対の力が作用しはじめる｡シーソーと同じように､両極を有する世界においては何かが上昇すれば別の何かが下降するといった動きが起こるのだ｡
・あなたは地球の人間としての現生活で数々の多次元的な力､すなわち肉体､思考､感情､文化､社会､精神､地球の力などといった諸力の目覚ましい加速を体験しており､しかもそれらの多くが同時に進行しているのだ｡人であるあなたの支点とはそうした多次元的な力が現在という時点においてつながりあうところだ｡シーソーをしたことのある人なら､シーソー板が地面と平行になって運動が停止することがあるのをご存だろう｡それは完璧に二元性のバランスがつりあった瞬間であり､支点においても摩擦や活動が中立となる瞬間なのだ｡しかし再び二元性の動きが起こり､シーソーの両端が上下運動を始めると､支点は摩擦や活動の増加を体験することになる｡
・人であるあなたは感情や感覚という性質により､プレッシャーの増加として摩擦を体験する｡したがって現在､ものごとの発生が激化するにつれ､あなたの感情も激しさの度合いを増すことになるのだ｡そうした感情の激化が起きる付近こそ､あなたの支点､すなわち加速された魂の進化と高次の気づきにいたる｢イニシエーションの入口｣なのだ｡
・あなたの支点は､どの瞬間においても肉体というもっとも聖なる神殿の内部に体験される｡自分の体験にどう向き合うかはあくまであなた個人の選択によるものだ｡しかしあなたが自分の命や地球を神聖なる空間と見なすことができなければ､非難や不信や逃避の方向を目指すことになる｡人生での｢今ここ｣を回避する方法はいくつもある｡しかし､あなたが自分の人生に起きる出来事や体験がイニシエーションの過程であるという理解に達するなら､自分に何が起ころうとどんな困難に直面しようとそれを神聖なものと受けとめることができるだろう｡
・まさに今この瞬間にもあなたは意識という山を登るためにどんなものであれ自分の体験を足場にしているのだ｡私達の見るところでは自らのエネルギーの統御(とうぎょ)という課題が補足すべき要素として存在している｡あなたもおそらくお気づきのように､自分の感情反応が激烈であったり次々と圧倒されるようなことが起きてくるときには､効果的に向き合えなかったり､うまく対処してよい選択をすることができなかったり､あるいは意識の変容のための燃料としてうまく活用できなかったりする｡人は強烈に打ちのめされたり途方に暮れたり気づきのない状態に陥った場合に､成り行きまかせになるか､眠るか､やみくもに働くか､そうでなければ麻薬や暴飲暴食やお酒によってすべてを忘れようとすることで現在という時点(そうした体験の支点)での自覚を避けようとするのを私達はしばしば目にする｡
・瞑想も場合によっては巧妙な回避の手段になることがある｡私達がここで分かち合おうとしている方法はあなたが自分のエネルギーを統御(とうぎょ)したい時にこれを手助けするものだ｡それを使うことで､重要な支点となる体験に遭遇してエネルギーを統御したいときにそれを手助けするものだ｡それを使うことで重要な支点となる体験に遭遇してエネルギーの集中度が増してきたときに､うまく統御できるポジティブな状態に自分を調整することができるようになる｡
・その時のあなたは起きていることを自覚しながら正しい選択につながる自分のエネルギー場を統御するという､その両方ができていることになる｡二つの側面はパワフルなエネルギーの渦を生み出し､あなたを迅速に高次の意識レベルへと進ませてくれる｡ただしそのためには両方があるべき場所に存在していなければならない｡人生における体験を理解し､その真価を知り､尊重することは不可欠だ｡
・そしてイニシエーションの過程において､安定して成長の機会を有効に活かせるようエネルギーの統御をマスターするためにはみずからの感覚・感情反応にきちんと取り組めるようにならなければならない｡
・意識は同じ出来事のまわりに天国をつくり出すこともできれば､地獄を生み出すこともできる｡あなたが体験する多様で多彩な出来事に対する反応は実は出来事そのものとはほとんど無関係だ｡
・起きてくるのがどんな出来事であったにせよ､それに対する感覚･感情反応はあなた自身がつくり出したものであり､その反応の責任はあなた自身に帰する｡これを理解することがイニシエーションの気づきだ｡
・天国と地獄という二つの対極的な感情はあなたの内側に､あなたの意識のなかに､あなたのありかたのなかに存在していることを容認してほしい｡天国と地獄はあなたのなかにある｡天国と地獄は互いに作用しあい､動き､脈動する対極同士なのだ｡あなたの人生体験の支点とはこの二つの極の振れの境目だ｡このことを理解し､自分のエネルギーの流れをマスターするならあなたはずっと上手に自分の両極のバランスをよるようになる｡
・支点のたとえをさらに掘り下げていくと､一見自分の外側で起きているかに見える出来事は実際のところあなたが内側に反応を生み出すきっかけで触媒にすぎない｡
・出来事そのものは本質的に空(くう)だ｡それは引き金であり､あなたの意識の中に何らかの反応を引き起こす原因となる｡人は人生というイニシエーションの過程を通過しながら､しばしば困難として立ちはだかる無数のものごとに感覚的・感情的に反応する｡それは人であることの本性だ｡
・もしそうした感覚・感情反応を自覚しつつ､それを自己への思いやりをもって体験し､愛によって自身の内側を見つめるなら､あなたの苦しみを作りだしている二極性をそこに認めることができるだろう｡その二極はあなたの意識の最も深いレベルにある信念と選択とに支配されているのだ｡
・イニシエーションの本来の目的は､魂が自分のした選択をはっきりと確認して理解できるように魂の反映像が見えるような鏡を提供することだ｡あなたの今世におけるイニシエーションの過程もあなたが出会う人やものごとも､すべてがあなたのために鏡を掲げている｡
・したがって､どれほど大変な体験に遭遇したときにも､その状況に対して自分が内側でどう感じているのかを見つめようとしなければ､大いなる気づきと明晰さに到達する途方もないチャンスを逃がしてしまう｡これが支点の力だ｡神聖なる瞬間だ｡あなたが体験するあらゆる瞬間が神聖なものだ｡
・それは新たなイニシエーションの機会であることに気づいてほしい｡そうすれば歓びと気づきと明晰さに満ちた自己への慈しみの時に変わるだろう｡私達の手渡す道具をマスターすれば､あなたのエネルギー体はそうしたイニシエーションの機会を建設的かつ創造的に体験できるように連動するだろう｡そのようにして魂は進化する｡
・古代エジプト時代黎明期に生きたある人の話⇒今の人類の体験を象徴している｡
愛と歓喜の体験を切望してやまない一人の秘儀参入志願者がハトホル神殿にやって来た｡ところが､その男はそれより下位に位置する地下世界の神殿を経由せずにいきなりその最高次レベルのイニシエーションのプロセスへの参入を望んだ｡男は期待に胸をふくらませて愛と歓喜のハトホル神殿を訪れたが､｢あなたはまだ準備ができていない｡まずは地下世界に入らねばならない｣という言葉とともに送り返された｡
この男は小賢しく変装を試みたが､彼の意識が変わっていなかったためそのたび何度でも門前払いにあった｡その変装男は下位の諸神殿を経由する意志はなかった｡もし､そこを経由していれば心からの望みだった高次のイニシエーションのプロセスを開始できたはずだったが､結局は毎回地下世界へと戻されることになってしまった｡自分自身の地下世界は避けて通ることができない｡
・高次の霊的神秘を見出そうとする前に､自分自身の無意識という地下墓所におりていかねばならないということだ｡
・…バランスのとれた意識を維持するには､高次の意識に行けば行くほど､一方ではそれだけ深く掘り下げる必要があるのだ｡もし自分の無意識を含む隠された深みのバランスをとらずに高次意識へと上りすぎると､潜在的に危険なアンバランスに陥ることになる｡なぜかと言うと自分の地下世界にあるきわめて重要な部分､すなわち怒り､憎しみ､嫉妬､激情､幻想､死後への期待などといった未進化な側面を自覚しないまま行動することになるからだ｡あなたが気づかないようにしているそれらのものは人としての本性の一部だ｡人であるあなたのなすべきことはこの次元における体験の全レベルを統合し､癒すことなのだ｡
・癒される必要のある体験は一つにはあなたが暗闇と呼び､私達が気づきのない状態と呼ぶものに関連している｡暗闇とは気づきのない状｡態だ｡私達の目から見た進化という仕事は気づきがすべてを包容し､あなたという存在のすべてと一体化するまで気づきを広げていくことなのだ｡現在､地球で繰り広げられているプロセスや状況や事件は地下世界に棲まうそうした感覚・感情や信念を活性化させるに充分なほど強烈な性質のものだ｡
・体験の支点､すなわち刻一刻の日常体験の強烈さはまさに自己の深奥への気づきと理解に向かうイニシエーションの入口なのだ｡あなたの意識は自分という存在の悪魔的領域である暗闇と天使的領域である光の両方を含んでいるためにこの仕事をしていく大きな能力が本来備わっていることを疑わないでほしい｡
・二つの対極を慈しみと自覚と愛のもとに抱くということは､それらのバランスをとり､気づきの力と光を通して暗闇を癒すことになる｡これが私達の考える､この次元における進化の仕事だ｡地球はその気づき､波動､意識において進化しつつあり､より高次のレベルへと上昇しつつあり､したがって地球の朋友(ほうゆう)であるあなたがた人類もまたそうなのだ｡(～P210)
Ｖ…､現在の人類が｢心理学｣と呼んでいるものに関してだ｡現在のヒーリング・プロセスの一環としてもっとエネルギーを理解し､実用化していくためには､どうすればいいか｡
Ｈ現在地球で実践されている心理学はきわめて限定されたものだ｡私たちの知識や視野からみると地球の心理学によって導き出される結論はとても限られており､ほとんどの心理学者は非常に狭い知識しかもちあわせていない｡たいていの心理学はできるだけ新たな難題を生み出さないような方向で､いかに人を社会に適応させるかを目指している｡したがって､単なる一つの適応様式にすぎないものが基本的な考え方や目標になってしまっている｡しかも､その適応というのも人の潜在能力に対してもともと抑圧的である社会に対しての適応だ｡人は感情や思考の体験においても表現においても､大半の心理学者が考えるよりはるかに大きな潜在能力を秘めている｡多くの心理学者は言語をベースに意識領域に取り組んでおり､たくさん話すことを必要とするが､根底的な｢エネルギー｣の問題の解決に向けられる時間はほとんどない｡わかると思うが､肉体や精妙なエネルギー体のなかで感情的な歪みや痛みやトラウマとしてとどまるものはすべてエネルギー的要素を有している｡したがって､どれほどたくさん話をしつくしても､それだけでは根本的には何も変わらない｡なぜならエネルギー的な解決がないからだ｡もし､この分野で働く人々がもっと効果を上げるため､ヒーリングによって自己の意識と手法を広げたいと望むなら､その方法論のなかに感情や思考の状態に関するエネルギー論を取り入れるべきだろう｡そうすればクライアントの感情とそのエネルギーに直接アプローチすることができる｡
エネルギー的な問題が解決されたとき､トラウマや不快感は解消され､神経系や行動面でもバランスを取り戻す｡そうなれば､人は心身ともにどんどん健康になっていく｡そして､安定した好い状態を基盤としてさらなる高次の神秘的かつ霊的な意識状態への到達が可能になり､意識が高められた人として効果的に生きられるようになるのだ｡感情のエネルギー的構成要素にアプローチしないままでは､肝腎の問題を避けてしまうことになる｡
エネルギーを抑制するための薬剤の使用はさらに好ましくない｡…脳内の化学作用は感情や想念や信念体系のエネルギーのしくみと関係しているが､それについての科学は地球ではまだ揺籃期にある｡…

人はもっと眼識を持たねばならない｡そしてもっと繊細で思慮深くあらねばならない｡
｢カー｣の活力が充分に強くないと人は両極のエネルギーのバランスをとることも､人生におけるイニシエーションの機会をフルに活かすこともできない｡疲労や消耗が激しいと人は意識を集中できないし､それはとうてい不可能だ｡ふたたび意識の集中を可能にするには睡眠なり休息なりをとることでエネルギーに回復を図らねばならない｡
・…新鮮な食べ物を摂ることもプラスになる｡特に成長しきっていない新芽や若く水分の多い葉野菜がよい｡そうした食べ物はきわめて高レベルのタンパク質複合体や無機質を含んでおり､このプロセスを促す｡酵素が損なわれていない新鮮な食べ物を少しでも多く摂取することは無機質や酸素を多く取り込むことにつながる｡そのためには健全で不純物を含まない土壌が必要なのは言うまでもない｡水に関しても同じだ｡
…あなたの信念や人間関係を清澄にして進化させることを含め､活力を高めるためにできることはすべてしなければならない｡生命力である｢カー｣を強めれば意識のさまざまな側面も強化されることになる｡ものごとに対する焦点がしっかり定まり､エネルギーと持久力が身につく｡
・感情レベルではさらに考慮すべき点がある｡地上を席巻している集団意識の想念型や感情的なエネルギーの活動には生命力を弱めたり抜き取ったりする傾向があることを忘れないでほしい｡そのため生命力に満ちて感受性が鋭くなった人は自分のエネルギーを守る必要が出てくる｡生命エネルギーはかけがえのないものだからだれそれかまわず与えてしまってよいものではない｡自分を高めるため､あるいは身近な人のために保っておくようにしてほしい｡そしてエネルギーをむやみに浪費したり他者の否定的な感情や感情的な要求をかぶることのないようにしてほしい｡なぜかといえば､それらのことは何よりも急激にあなたの生命力を枯渇させてしまうからだ｡私達は地球において感情もしくは感情レベルの要求が誤用されるのをしばしば目撃する｡
・地球は感情の学び舎と呼ばれるほど感情豊かでとても感情が濃密な場所だ｡その状態は地球をはじめ太陽系の全領域の振動が速まるにつれてますます速まるにつれてますます強まる｡そうした中で｢他人の世話をやくために｣自分のエネルギーを提供してしまうとエネルギーが枯渇してしまう｡こうしたエネルギーの枯渇は｢カー｣から直接やって来る｡エネルギー全般に対して､とりわけ自分のエネルギーに対してもっと敏感になってくれば､だれかにエネルギーを抜き取られたり､だれかに与えっぱなしになっていることが察知できるようになるだろう｡それらは疲労感や倦怠感として感じとれる｡
Ｖそれはわたしたち全員への警告ですね｡
Ｈそのとおり｡なかでも特に｢感情の世話人｣ともいうべき人々への警告だ｡自分には何一つ残らないくらい徹底的に人の感情の面倒をみることもできるが､それは霊的啓発でも達成でもない｡単なるエネルギーの誤用だ｡
こうした行為は人を助けたいという思いやりから発される場合もあるが､もし､そうした過程で自分のエネルギーをすり減らしてしまえば､みずから自分の生命力である｢カー｣を損なうことになる｡それでよいはずがない｡
Ｖあなたがたの支点の話だが､支点を理解するうえで､シーソー以外にも何か似たような比喩があれば｡
Ｈコンピュータ・ゲームをするときにジョイ・スティックという操作レバーを使うことがある｡ジョイ・スティックを左と右に行き来させることで､画面のキャラクターに二つの正反対の行動をとらせる｡
Ｖところでこの地球上にこれまで実際に支点のバランスを達成した文明や文化というのは存在したことがあるのか｡
Ｈはい｡…わたしたちが特定の文明と関わる場合には個人的に関わるということだ｡そして､その文明の全人口の趨(すう)向において十万人がバランスのとれた支点を達成した状態にあっても残りの300万人はそうでない場合もあるということだ｡しかし､一般的原則ではある文明のなかで支点のバランスを達成した者が一人もいない場合､その文明全体は明らかに混乱状態にあると定義されている｡したがって､バランスのとれた支点とは個人によって達成されるもので､文明によるものではないことを理解する必要がある｡文明全体のなかで支点のバランスを達成した人が充分な数集まってはじめてその文明がバランスのとれた支点を獲得したことになる｡古代エジプトの黄金時代(トートの時代)､古代ギリシャの黄金時代､そして､レムリアでは安定の感覚が広く行きわたっていた｡アトランティスでも思考レベルに過剰な重きをおくようになる前には､在る程度の支点のバランスは達成されていた｡
Ｖ全員が同時にアセンションを体験したわけではないのか｡現在のアセンションした文明とはどのようなものか｡
Ｈわたしたちは全員同時にアセンションしたとは言わないが､それにとても近い状態ではあった｡私達はシリウスの次元の扉を通ってこの次元に入ってきたとき､すでにアセンションした文明だった｡わたしたちはアセンションした存在としてここにやって来た｡私達がここでのアセンションのプロセスを援助するよう要請された理由は､私達が自分の星で､いま地球に起きつつあることと全く同じではなかったにせよ､よく似たプロセスでアセンションを達成したからだ｡そして､類似体験をしていたために､とても強い共鳴が起こったからなのだ｡既述のとおり､この次元への扉であるシリウスの向こう側での出来事だ｡私達はここに来る前は実は別の宇宙に存在していた｡
Ｖするとあなたがた自身､感情という資質の統御を体験し､それによってアセンションを達成して信任を得たのですね｡
Ｈそうだ｡それで愛と音のマスターと見なされ､信頼されるまでになったのだ｡私達が愛のマスターである理由は私達が感情体のバランスを達成し､｢大いなる神秘｣の中に自らを安定させることができるようになったからだ｡人類が生み出す感情の中で､愛はもっとも高次で整合性のあるものだから､すべての人が愛の中に自らを安定させ､愛によって感情体のバランスをとるという潜在的可能性を秘めているのだ｡愛は人の感情体における強力な焦点でありバランス点だ｡今､地球に起こっていることは何かと言えば､何十億人もの人の様々な想念型や信念や見解から発した無数の感情がとことん上演しつくされているのだ｡このことがあらゆるタイプの感情反応を生み出している｡そのような状態であっても､人類が愛を目指して進化し､すべての意識レベルでたえず愛の感情を体験するようになることは可能だ｡私達はすでにそれを達成しており､あなたがたと協調しているのもそのためなのだ｡そして宇宙のあらゆる領域から来ている数多くの存在があなたがたを見守っているのも､同じ理由からだ｡中には感覚や感情をもたない存在もいるが､それでも人類の状況や感情反応を見つめることはできる｡彼らにしてみれば感情があるというのはうらやましいことなのだ｡彼らには感情がないから｡ところが何とも面白いことに彼らが欲しがっている感情というものを人類の多くが避けて通っているのだ｡(～P219)
Ｖ地球が愛という感情の学び舎であり訓練の場であるのはなぜか､…

Ｈその話は地球発展の経緯と物質レベルでの太陽と地球との位置関係に関わることなので､地球の起源にまでさかのぼらなければならない｡
…地球では草木の発達とそのまわりに発生する酸素の流れが生命の誕生を可能にした｡ヨギが｢プラーナヤーマ｣と呼ぶ呼吸法でも実証されているように､感情と酸素のあいだには生命維持に不可欠な関係がある｡呼吸を変化させて感情のバランスをとるという方法の根底には酸素および生命力であるプラーナは､感情に直結しているという解釈がある｡そのために地球は感情の体験がきわめて伝わりやすい環境を発達させてきたのだが､このことは別の銀河の多くの文明にもかなりはやくから知られていた｡やがて､そうした噂が広まると魂たちはぜひこの機会を体験しようとあえて地球に転生してきた｡
第10章　鍵としての音 

Ｈ顕在化した宇宙にあるものは本来がすべて振動している｡地球の科学は存在するものはみな振動しており､みな形態と同様に音ないし振動(波動)があること､さらに形態と振動には互換性があるという事実を解明しつつある｡
・あるものの形態とその振動周波数には直接的な関係がある｡私達の見解では人は光や音をともなう様々なエネルギー場の複合体だ｡人の体内器官や組織系統を構成する多様な細胞はどれも複雑な音声的振動周波数を発し､他の細胞との間で細胞レベルの共鳴ないし共振をしている｡
・実際､あなたの体という宇宙はその全体が｢歩く交響楽(シンフォニー)｣なのだ｡これは単なる比喩ではなく､あなたは滝のようなエネルギーの流れと共鳴音を発している光の卵だ｡言ってみればあなたの体はいろいろな力によって作り出された定常波の波形であり､あなたの体を構成するその様々な永続的な波形が地球と共鳴している｡だから地球が経験している共鳴音の変化にあなたの体も影響を受けることになる｡
・現在､地球は重大な変遷期にあり､自らの共鳴や振動を変化させながら新しいバランス状態へと移行しつつある｡したがってあなたの体も､細胞､原子､原子内レベルにいたるまで共鳴共振エネルギー場(共鳴場)が新たなバランスへと変わりつつあり､そのことが体内器官や組織系統に影響しているのだ｡このことは体内で途方もない生物的ストレスを生み出している｡こうしたストレスは時として病気､疲労､興奮などといった肉体的問題として現れ､また感情面での動揺ももたらす｡
・感情とは実際は脳内の神経学的パターンを含む多層的な現象であるため､感情にも音や振動がある｡体内のホルモン反応も感情の変化に関係している｡感情は呼吸パターンや血液中の酸素量および成分の変化にも作用を及ぼす｡こうした変化はそれぞれ独自の倍音を誘発する｡その時の振動の変化は探知されうるもので､まさに地球の科学はそこにたどり着こうとしているのだ｡
・あらゆる感情には音声ないし振動の｢シグネチャー｣(その物質や過程に固有の特徴的な痕跡やしるし)があることが遠からず発見されるだろう｡そしてすべての感情はあたかも音楽の和音のように､あるものは旋律的で心をなごませ､あるものは耳障りな不協和音で癪に障るというふうに見分けられるようになるだろう｡
・また感情の音あるいはシグネチャーは細胞間の共鳴をとおして特定の体内領域に保持されるというのも事実だ｡ここで申し上げたいのは例えば怒りの感情とその音声シグネチャーは一定の音質､音色､高低､密度を帯びているということだ｡そしてその音声シグネチャーは特定の体内領域に存在する細胞から細胞への共鳴によって発せられる｡
・怒りは多くの人が胸部の上方と両腕の表皮に近い部分で感じる｡また悲しみは､往々にしてハート・チャクラ周辺､および目の内部やそのまわりで感じる｡そのように､どんな感情や感情反応も体内の細胞間の共鳴場から発されているのだ｡また､それぞれの反応やパターンには体内化学反応や電磁場的な見地からして特定の作用がある｡
・人が故意に感情を抑圧すると､その音声シグネチャーが体内細胞組織の奥深くへと入りこんでいくのがわかる｡もし､相当量の共鳴振動が何度も下位のレベルへと伝えらえ､さらに抑圧がくり返されて感情やエネルギーが細胞の奥深くにたくわえられると､実際に肉体的に否定的な影響が現れはじめる｡肉体はそうした表現されていない感情を症状としてつくり出すようになる｡
・例えば､憤激は高血圧という肉体的症状に転化されることがある｡感情エネルギーの抑圧が続いた結果､どのような肉体的症状に転化されるかについては多くの実例がある｡
・感情をより明確に理解するためには､あなた自身をエネルギーと振動の交じった共鳴場であると見なし､感情には音声シグネチャーがあるのを認識されることをお薦めする｡音声シグネチャーは溜息､怒声､悲鳴､笑い声､あるいは単なる雑音などとして､音で表現されうるものだ｡
体内で感情がとどめられている領域に意識を向けてその部分を包み込むようにする｡そうすることで､とどめられた感情の解放がうながされる｡私達はこうしたプロセスが初めてという人々のために､音をとおして感情を表出させ透明にすることができるという事実に目を向け､その方法に馴染めるような一連の試みを以下に提案したい｡このエクササイズに入る前には､あなたが定期的によく体験するような感情を､怒りでも悲しみでも喜びでも､あらかじめ思い出しておいてほしい｡
5)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ５

ある特定の感情とそれがもたらすあなたの感覚反応を思い起こしてほしい｡そして､その感情を感じ､思い出すことができたら､頭からつま先までの体の細胞のあいだに広がる広大な宇宙を､あなたの意識で取り囲む｡
では､その感情が体のなかのどこで体験されているかに意識を向け､それを感じとってほしい｡かなり微細なものかもしれないが､体内のどこかしらでその感情に反応する共鳴振動が起こっているはずだ｡そして､その感情が存在するところに意識をもっていって､深く深呼吸をする｡そして､吐く息とともに､あなた自身でその感情の音を出してみよう｡
これは論理的､思考的プロセスではなく､まったくの自発的､直観的､生物的かつ物理的なプロセスだ｡もともと人間がごく自然にできることなのだが､人によっては教育や育った環境のせいで､この自然なプロセスが難しいものになってしまっている｡
・子どもは騒いではいけない､静かに…と諭されるまでは…いろいろな音を出して感じていることを気の向くままに表現する｡
特に強い感情反応のときに音声を発するというのはごく自然で生物的な衝動的行為だ｡…自然で生物的な生得の性質である､あなた自身のそうした側面を再確認してみることをお薦めしたい｡
・社会生活を平穏に営むためには言葉を使って表現する必要がある｡しかし､それも行きすぎると､外に向かって言葉を表現することで感情エネルギーを抑圧することになり､体が何らかの代償を支払うことになってしまう｡感情エネルギーは細胞間の共鳴場へ押し込められるとある種の不健康な緊張を細胞レベルに生み出すが､その感情エネルギーは生態や体の動き､あるいはその両方を使って浄化することができる｡
・ストレスとは細胞のエネルギー場が抑圧された感情を音あるいは振動として抱えこまねばならなくなって､その感情の抑圧のために体内化学物質の変容その他の生物的要素が誘発されることが原因だ｡ひとたびそのことがわかれば､ストレスを防いだり解放していくプロセスは非常にシンプルなものになる｡そしてその方法を使って日常的にわき上がってくる否定的感情をその場で浄化することができるため､あなたのエネルギー体は健全な状態を保てる｡
・…何か感情反応が生じてきたときにはそれを無視したり打ち消したりせず､その感情反応を感じる体の部位に注意深く意識をもっていく｡
表出を求める音がおのずとわかる場合でもある｡その時には思い切ってその音を出してみてほしい｡そうだ｡感情の音を出るにまかせるのだ｡笑いや唸り､…音階のある音かもしれないし､トーニング(唱和)のような音かもしれない｡それが何であれ､無理に特定の形をつけることはしないで､そのもともとの純粋なままで表出されてくるにまかせよう｡すると､実際にあなたのエネルギー場から感情エネルギー場から感情エネルギーをきれいに取り去ってくれるのだ｡
・感情エネルギーを浄化して､バランスのとれた状態を得るためには､この音による方法を定期的に使われるといいだろう｡…ここで最も重要なのは自分が体験している感情に気づいて､その音声シグネチャーがあなたの声をとおして表現されるのを許し､表に出してあげることだ｡解放や浄化が感じられるまで､音を出しつづけるようにしてほしい｡シンプルで効果も期待できる｡
・二番目の情報として特定の意識を活性化し､その意識状態にアクセスする手段としての音について述べたい｡エネルギー的支点から見ると､すべての意識状態には固有のエネルギー性シグネチャーがある｡そのなかには､さまざまな精妙なエネルギー諸体の内側やその相互間に存在する振動シグネチャーも含まれる｡
・目が醒めている状態や睡眠状態､あるいは超意識と呼ばれるような意識(｢サマディ｣のような霊的意識そのほかの瞑想状態など)といった､別のレベルの覚醒した意識状態への移行においても､特定の音声シグネチャーや振動シグネチャーがある｡また､音を用いてそうした意識状態にアクセスすることも可能だ｡これは古代の科学であり､特定の意識や気づきのレベルを開く鍵として､的確な音声(マントラと呼ばれることもある)を使っていた地球上の多彩な伝統文化にまでさかのぼることができる｡
・音はさまざまな時代のさまざまな伝統や文化から受け継いだ古代科学なので､今回の話のなかではその広範かつ複雑な性質について論じたり意見を述べるつもりはない｡けれども､別の意識状態へのアクセスに音を使うことに関しては､いくつか簡単な提案をしたい｡なぜなら､その目的で用いられる音が､感情を浄化するための音とよく似ているからだ｡
6)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ６

しばらく静かにくつろいで､深い平和の感覚を感じてほしい｡(間)それでは､どんな音でもよいから､あなたの平和の感覚をもっともよく表す音を出してみよう｡
・どんな音が出てきたか？その音を何度かくり返して､これからもまた使えるよう覚えておこう｡ストレスを感じているときでも､ただこの平和の音を出すことで､あなたの意識の焦点を平和へと戻すことができる｡日常のなかで特にあなたのためになりそうな気づきの意識を体験したときには､ただその意識状態にあるときの感覚､特に感情に注意を向けて､そこから音や音の流れが発せられるのを聴いてほしい｡自分が生み出すその音に耳を傾けてほしい｡あなたの気づきの意識から生み出された音はその意識の音声シグネチャーの反省だ｡望むときにはいつでも､その音を用いれば同じ気づきの意識にアクセスすることができる｡
特定の気づきの意識にアクセスするための要素は｢感覚・感情｣と｢音声シグネチャー｣の組み合わせということになる｡
例えばあなたが瞑想をしていて深い平和と静寂に達したとしよう｡その瞬間に､その感覚・感情を意識で取り囲むように意図し､それから自分の声にのって音ないし音の流れが自然に出て来るようにするのだ｡その感覚や感情に意識を向けつつ､自分から発される音を聴くということは､その体験を定着させる強靭な手段となるため､その後も望めばいつでも同じ体験を呼び戻すことができる｡
・この二つの要素の組み合わせは大きな影響力をもつ｡なぜなら､どんな感覚・感情にもそれぞれの音声シグネチャーがあるからで､あなたはただ本質的かつ根本的に結びついている二つの要素を意識的な気づきのもとへさらしたにすぎない｡
・過去に体験した特定のポジティブな状態を現時点に持ってこられるというのは素晴らしいことだ｡もとになる体験をしているあいだに､そのときの音声シグネチャーと感覚・感情反応を一緒に意識するようにすれば､のちのちその感情を感じながら音を発するだけで､同じ意識状態に戻ることができる｡この方法は最初のものと同様､とても簡単でありながら非凡な効果を奏する｡
・ただし､これを実行するためには､自分自身が感覚・感情や音を発する複合的な共鳴エネルギー場であるということを認め､それを自分のものとしてマスターしていなければならない｡みずから体験したり探求してみたい結果をつくり出すために､それにかなった組み合わせを識別して表現していくことは意識を広げる一助となる｡
音が重要な意識の鍵となりうる三番目の方法は､音あるいは振動のもつ物理的な作用､なかでも肉体内のプロセスに治癒的な変化をもたらす可能性に関係するものだ｡自分の意識的な意図に反応して発せられた音によって､自分自身あるいは人の体内の物理的なプロセスに変化をもたらすことができる｡
・音の振動は実際に細胞間の共鳴場において遺伝子レベルや原子レベル､さらには原子内レベルにまで影響を及ぼしうるものだ｡ここでの鍵は意図と気づきと音を正しく使う｡これは音によって自らを表現している意識という媒体をとおして､実際に物質が変化するのを可能にする三つ組であると言うことができる｡これは非常に広汎な分野であるため､この限られたスペースで心ゆくまで論じるのは無理だが､それでもすでにお伝えした情報によって取り組みはじめることはできる｡この分野の探求を始めてみると新たな洞察が得られるだろう｡
・基本的にあらゆるものごとはそれがどのような形態をとっていたとしてもその本質は振動(波動)であるとうことを忘れないでいただきたい｡したがって正確な振動を用いれば特定の形態にそれを共鳴させたり反応させたりすることが可能だ｡気づきと意図と自分の声の音を使えば､顕在化した万物のどんな意識レベルにも変化を起こすことができるのだ｡これは人類の生得権の一つには違いないのだが､自分から発される音が充分に精密正確であるという強い明確な意図を持てるほど気づきが深まっていなければ､その技術をマスターすることはかなわない｡そうした振動が合わさる時､それは絶大な力となり､文字通りどんなレベルの物質的様相をも変化させることができる｡それが一部の人には信じがたい出来事として映るのだ｡私達は人類全体がこのような音を使ったヒーリングの素質が基本的に備わっていることを理解され､積極的に日常生活に取り入れていただきたいと願っている｡
・解放したり音を出したりすることは音楽の才能の有無や美声かどうかとはまったく関係がないことを理解していただく必要がある｡これはとても役に立つ声を媒介にしたエネルギーの有機的表現なのだ｡
・喉のチャクラにある発生源を使ってエネルギーを表出させ､そのバランスをとることには､いっときの羞恥心をはるかに凌ぐ効果がある｡
・もし人がいるところで音を出したくないというときには一人になれる場所を探してほしい｡車の中や部屋は絶好の場所では｡それでも､自分の声の音を快く感じられるようになるまで練習する必要はある｡
・自分の音を出すことへの羞恥心は根本的な感情の問題であり､エネルギー的な妨害があるということだ｡創造エネルギーの流れは､言葉を通じて表現したりその創造力を発揮したりしようとして喉のチャクラへ上がっていく｡音を出すことが恥ずかしいという人は幼年期に抑圧されたり､…何か感情体験をしていた可能性がある｡そうでなければ､全体的な行動パターンからきているのかもしれない｡こうしたタイプの感情的な障碍は(がい)は解体させる必要がある｡なぜなら､自分の声帯を使って音を出すことを厭うのはエネルギーを封じるという選択だ｡
　　…どもる癖のことについて…

Ｖ音声シグネチャーという言葉について
Ｈ書類のサインと同じ｡銀行で小切手に署名したときと同じ｡
あらゆる感情や想念型や信念やエネルギーにはみな音声パターンがあり､それぞれが一つかそれ以上の振動周波数を有している｡そうした振動ないし音声パターンの音声シグネチャーが人や機械によってその基本シグネチャーとぴったり符合するように発されたとき､そこに共鳴が起こる｡するとその感情や想念型が意識の中に浮上するのだ｡
・さらに厳密に言うなら､悲しみの感情に関してはほとんどの人が泣き声として認識される音声シグネチャーをもっている｡泣き声やすすり泣きは…感情が音声パターンとして表出したときの音声シグネチャーとして世界中で認識される｡しかし自分の悲しみをその場で体験せずに抑圧してしまうと､音ないし振動エネルギーはエネルギー場のなかで螺旋状にとぐろを巻いて､みずからを表出する機会が来るまで休眠して待つことになる｡そして､表出の機会が到来すると､悲しみはとつぜんその螺旋を逆回転させてとぐろを解き､当人はひとりでに泣き出す｡このことが真実だと実感できるのは思いがけない場面で自分が泣いているのに気づいたときだろう｡
・例えばテレビ番組や映画を観ていて急に心の琴線にふれてしまったようなとき､その瞬間あなたはその感情が今そこで目にしているより､はるかに深いところから発していることを知らされる｡これはすべてあなたが目の前で見ているものに共鳴を誘発されて起こったことだ｡そこから発されたシグネチャーが何らかの基本シグネチャーと一致したため､それが逆回転してとぐろを解きほぐし､みずからを表現しはじめたということだ｡このようにしてあらゆるすべての感情エネルギーは抑圧されることによってエネルギー場にとぐろを巻き上げ､表出されてそのとぐろを解く｡
・地球上のエネルギーが増加するにつれ､以前よりも多くの感情が自他のなかに誘発されるだろう｡そしてそれらがいずこから来たのか､何が引き金となって誘発されたのか見当がつかないことも少なくないだろう｡…提案したいのはもし､感情が上がってきたら､適当な空間を見つけてその感情の音を出し､それを全身自由に行き来させてほしいということだ｡泣きたくなったら泣く｡そうすることによって､そのエネルギーとその出どころ､そして抑圧されていた感情エネルギー場が浄化されるのだ｡その結果､人は以前よりエネルギーのバランスがよくなるだろう｡感情がわいたら､それに音があることを知ってほしい｡その音を発しながらどんなものも感じるままにしていると､それが何かはわからなくとも自分自身の浄化を助けたことになる｡たいていはこのプロセスの最中にそれが何についての感情なのかがわかりはじめるだろう｡(～P235)
Ｈ私達の一人ひとりが表現している｡みずからの感情を感情の音声シグネチャーによって表現している｡人であるかどうかに関わらず､全ての存在がどんな感情も音や振動に基づいて表現しなければならない｡
・例えばあなたがた同時に二人の人と会い､どちらとも面識がなかったとする｡その二人のうち､一人はアセンションしたマスターでもう一人は殺人犯だったとする｡その場合､二人のことを何一つ知らなくとも､それぞれから非常に異なる感じを受ける｡このエネルギーの周波数は二人のそれぞれのエネルギー場にある感情の音声シグネチャーのなかに保たれている｡アセンションしたマスターはあらゆる感情のバランスがとれているから､その音声シグネチャーはまったき平和と限りない静寂だ｡一方､もう一人は殺人にいたった否定的感情と葛藤の音声シグネチャーのために動揺していて不安定な状態にあるだろう｡
・秘儀参入者はイニシエーションの次の段階や儀式に臨むまえに審査を受けた｡そのとき､まさにこの方法によって神官たちから精査されていた｡音声シグネチャーと感情のバランス状態が精査され､バランスがとれている部分とそうでない部分とが感じとられた｡そして､充分にバランスがとれていれば次のレベルに進むことを許された｡そうでない場合にはアンバランスな状態でイニシエーションの次の段階に入るのは危険なため､もう一度自分を磨くために元のレベルへと戻された｡
Ｖ今の人類は否定的な感情を取り除くことによって､より高い領域へ進化させてくれるような高次の音声シグネチャーを獲得できるのか｡
Ｈはい､間違いない｡ただ､あなたがおっしゃったことの趣意は真実だが､より精密な正確さをもって言えば､否定的な感情は取り除くのではなく､変容させるのだ｡(～P237)
・否定的な感情や体験は摘み取ってしまわなければならないと多くの人が信じている｡しかし､それは本当のところ正確ではない｡なぜかと言うと､そうした否定的な感情や体験とは､その人の現実に対する根源的な認識が表出したものだからだ｡実際に必要なのは感情が変容して体がバランスを取り戻すことだから､摘み取るべきものは何もない｡バランスがとれてくれば無理に詰め込まれていたエネルギーは解放されて､進化の足を引っ張るかわりに進化に貢献してくれるのだ｡いついかなるときもエネルギーには関わらねばならない｡それはただ取り除くことなどできない｡
・体内の組織間の共鳴のことだ｡体の各組織を精妙なレベルで捉えると､それぞれの体細胞には共鳴場がある｡また､細胞を構成する原子や分子構造もみな独自の共鳴を有している｡しかし､細胞レベルで見ると､かなり複雑な倍音や共鳴がある｡したがって組織や器官を構成するたけに無数の細胞が集まるということは､実に複雑極まる複数の音声基盤が生成されていることになる｡
・共鳴とは､たとえば腎臓と心臓の関係だ｡…エネルギー的なものだ｡…エネルギー的観点から見れば心臓は腎機能を源にしている｡医学では心臓と腎臓をまったく別々の機能とはみなすが､エネルギー的観点から見れば､心臓は腎機能を源にしている｡中国の人々はこの点をよく理解している｡健康であるとは､文字どおり調和した状態であるということだ｡…健康体の基本共鳴はバランスを成立させる｡そして､各器官は他の全ての器官と､いうなれば調和してつながりあう共鳴場を持つのだ｡したがって､健康を取り戻して維持するためには､異なった器官から発せられるそれぞれの共鳴や音や周波数が調和した関係になければならない｡病気はこの調和的関係から何かが外れたときに起こる｡
・いま地球に起きていることは､すべての生態系にとってとてつもない難題だ｡なぜなら惑星の振動が加速するにつれて､ありとあらゆるものが原子や分子レベルにいたるまで振動の速さを増しているからだ｡
したがって､器官を形成する細胞や組織もいわば同じようにかき乱されている｡そして､感情レベルの問題のせいで､なかにはほかより速く上昇する器官もあるだろう｡
・例：肝臓は抑圧された怒りを､腎臓は怖れを､肺は悲しみをため込む｡
他にもこうした器官と感情との関係が存在している｡体全体が振動を加速させはじめている今､それぞれの器官がかかえこむ表出されない感情は､それ以外の身体組織が上昇するなかで､その器官を低いレベルの振動に押しとどめてしまうだろう｡それぞれの器官のあいだに振動のアンバランスがあると､体の中で調和を保っている共鳴にも不調和を生じさせてしまう｡
・人類が強烈で根深く目まぐるしい感情の爆発的増加を体験していることにはそういう理由もあるのだ｡つまり､感情をため込んでいた器官がこの振動の変化に追いつこうと､文字どおりため込んでいた感情を吐き出している｡
Ｖ…地球が経験する共鳴の変化は私達人類にさらなるストレスをもたらすということか｡
Ｈそうだ｡…音の誤用は多くの文明で起こり､それが手のこんだ高いレベルに達していた場合には実にきわめて破壊的な結果をもたらした｡
・アトランティスはフリーエネルギーに取り組んでいたが､音はその重要な部分を占めていた｡アトランティス人はものの見方が過剰に観念的になり､自分たちを生物的なルーツから切り離してしまった｡…それでアトランティス人は非常にアンバランスな状態になり､みずからを滅ぼしてしまった｡
・古代エジプトのファラオの時代にも音が誤用されたことがあった｡ヘリオポスからメンフィスに遷都した頃のことだ｡この時は神官階級によって誤用がなされ､これが古代エジプトの衰退に拍車をかけることになった｡
・多くの文明において音は誤用され､戦闘の手段になった｡ふつう人々にはあまり知らされていないが､今の時代でも音は兵器になっている｡もし､あなたがたの地球文明が正常な精神を取り戻し､地球やそこで暮らす生命のすべてを尊重しないとすれば､アトランティス文明と同じ末路をたどる可能性がある｡
Ｖ感情体についてもう一つ質問がある｡あるとき私は救世主イエスとして知られる存在に告げられたのだが､人類は感情レベルで愛をどんどん失っていることが原因で苦悩を長引かせており､霊的教師達が私達を癒そうと試みているという｡こうした感情の狭さという壁と苦悩とを乗り越えるには何をどう実践したらよいのか､助言か実例を示していただけないか｡
Ｈこの質問は古代エジプトにおいても問われ､錬金術として知られる知識体系をもって解決された｡非常に複雑な事柄を可能な限り簡単な言葉に置き換えるなら､人の感情反応とは､いかなる状況に対してであっても､当人がその状況をどう見るかという結果に他ならない｡
ニ次元的なものの見方で状況を理解したり体験しようとすれば､この三次元現実の感覚との戦いに巻き込まれてしまう｡古代エジプトの錬金術体系において､ニ元的な見方は二元性のヘビ､＝大蛇アボーフィスとして表現された｡ここ三次元ではものごとは自分との関係性においていいか悪いか､肯定的か否定的かに解釈される｡…有頂天になったり…憂鬱になったりと…いつものパターンで反応するだろう｡
・もしあなたが｢ホルスの左目｣と呼ばれる直観力､あるいは叡智の目として知られ､その働きは｢テフティ｣と呼ばれる｢トートの目｣をとおしてものごとや状況を体験するなら､物質次元を超えた感知が可能になる｡物質的領域で起きることはそれがどんなものであろうと､本来は実体のないものだから､そうした幻影の背後にある真実を見たときに本当の自由がやってくる｡人はまだ物理的現実を体験するが､感情レベルでは直観的な｢ホルスの目｣や叡智の力である｢トートの目｣をとおして物質を超えた向こうにある何かを感知している｡実はこの幻影の背後にある真実を感知する能力こそ古代エジプトの錬金術体系において｢アマト｣※古代エジプトの法と正義の女神※として知られていたものなのだ｡
・ここで言う幻影の向こうにある真実とは､あらゆる全てが生まれる土壌であり､そこは本質的に常に平和で静寂で変わることなく､慈悲と愛に満ちている｡すなわち｢アマト｣とはあらゆるすべてを支え支持する根底的な姿なのだ｡直観との連続作用によってみずからの高次の姿を使い､人生のあらゆる出来事を直観的機能をとおして感知し陶冶するならば､人は根本的な愛とすべてのバランスのなかにグラウンディングするだろう｡そして､二元性の蛇である大蛇アボーフィスにかき乱されることもなくなるだろう｡
Ｖ…いいか悪いかの判断を手放すということだね｡
Ｈそうだ｡…いい悪いは理性が生み出した概念にすぎない｡生命はその限りない複雑さにおいて｢黒｣でも｢白｣でもない｡
Ｖすなわち､私達の宗教が諭しているように､そういう判断は私達が何度も出くわす｢つまずきの石｣に他ならないのだろうね｡
Ｈ理性は意識の進化において非常に重要なものだ｡…あたかも現実かに見えるものをそのまま受け入れるように強いる､理性の条件づけに惑わされないでいただきたい｡より高い次元での解釈にあるように､より低い次元で起きていることはパズルの一片にすぎない｡それよりはるかに広大で大いなる何かが存在し､それが結果を紡ぎだしている｡よってあなたがたにはぜひ､あらゆるすべての背後に存在する｢源｣につながっていただきたいと思う｡
Ｖエネルギー的観点から見た場合､私達人類がより高次の意識を活性化させていくためにちゃんとできていることは何かあるか｡人類の中でも少なくとも一部の人々はすでに目覚めの道を歩みはじめている｡また､この目覚めの道を加速させるには他にどんなことができるか｡
Ｈエネルギー的な観点から見るとより高次の意識や愛という感情の資質を養うことが真実との直感的なつながりを強めることになる｡したがって人はもっと愛すること､もっと自他を赦(ゆる)すことができれば大蛇アポフィスならぬ幻影にはまってしまう危険性は少なくなる｡あなたは自分の選択によって解放されるのだ｡｢自由になるかどうかは自分次第である｣というのが鍵だ｡
｢すでにお話したように､あなたのなかに自分自身および周囲への愛をもっともっと生み出せば､さらに大きな癒しをもたらせるだろう｡
愛は倍音のエネルギー場をつくり出し､それは実際の体細胞のなかや､あなたという存在のさまざまな意識レベルに滝のごとく流れ込む｡多くの人がこうした愛を手に入れるために努力をかさねており､それはとても素晴らしく有益なことだ｡ぜひその努力を続けてほしい｡愛はサナンダの教えの根幹をなすものだった｡サナンダとはあなたがたがイエスと呼ぶ存在だ｡愛は仏陀の教えの土台でもあった｡
・仏陀の道は｢輪廻転生｣と呼ばれる二元性つまり幻影から覚醒し､その背後にある愛､慈悲､智恵につながるというものだ｡
Ｖあなたがたがご覧になって､人類にも進歩が認められるということか｡
Ｈはい｡しかし理解していただきたいのは進歩は個人レベルで起こり､それから他にも広まるということだ｡それが滝のような波及効果を呼び､さらにもっとたくさんの人達が目覚めるのだ｡覚醒のプロセスの目的は一人でも多くの人を巻き込んでいくことだが・・・今それが起こりつつあるのだ｡もちろん､新聞､雑誌､テレビ､ラジオなどのマスコミを通じて見る世界の事件からは本当のニュース報道は伝わってこない｡そこであなたが得るものはこの二元的世界の基礎的認識結果の報告にすぎないのであって､実際に起こっていることを知らされているわけではない｡ところが実際には人類の感情と創造が自ら表出をはじめており､しかもそれが個人レベルで独自のやり方で起きはじめているという､きわめて素晴らしいルネッサンスを迎えているのだ｡これは地球という惑星体系が新たな意識レベルへと移行していることによる､途方もない流動的混乱状態の一側面でもある｡したがってニュースは災禍(さいか)や悲惨な事件は伝えても今､地球上の個人に起こっている感情その他における奇跡的治癒についてはあまり報道しないし､ほとんどの場合､マスコミはそれに気づくことすらない｡
あなたがたの声の音のなかに､数えきれない世界への鍵がある｡
第11章　運命を変える 

Ｈ運命については大きな誤解が存在しているので本章ではこの問題を論じてみたいと思う｡人の運命は決まっているわけではない｡運命とはあらかじめ全面的に決定されるようなものでは決してないのだ｡運命には天職などといった､その人に割り当てられた原型的な要素もあるが､それも恒久的に固定されているわけではない｡宿命や運命といった側面は見込みや公算に過ぎず､変わりうるものだ｡あなたの生命を上昇(すなわちアセンション)あるいは下降(退化)の螺旋に置き換えてみると生命はあなたのエネルギーの振動を増幅し加速させるか､低減し減速させるかのどちらかであることがわかる｡
・意識も上下し､前にも話したとおりシーソーのように揺れるものだ｡人としての体験においても､きわめて高次の気づきのレベルと円滑に上昇することもできれば､気づきの少ないレベルへと螺旋を落下していくこともできる｡運命やそれを変えることの問題は､気づきと選択と波動にかかってくる｡選択の自由があることを自覚するだけの気づきに達していなければならない｡本書で紹介しているエクササイズを練習していけば､気づきが高まるのがわかり､すべてはあなたに選択権があることを強烈に悟るようになるだろう｡
・人生において自分が単なる駒でもなければ被害者でもなく､自分に選択の自由があることを実感できるところまで気づきが高まると､未来は自由になり､開かれて､柔軟に変化しうるものとなる｡こうした認識の変化はいわゆる運命を変える鍵となる｡
・人生の見えるところで展開しているパターンが､意識内の過去のパターンの表出であることを受け入れられれば､自由はもうあなたの手の届くところにある｡そうしたパターンはあなた自身や両親､家族､先生､仲間や同じ共同体に暮らす多くの人々によって埋め込まれた信念が結実したものだ｡なかには堅くこびりついてしまったかに見える信念もあるが､それも変えることができる｡あなたの内側にある信念を変化させることができるのはあなたしかいない｡人には､状況が困難であると見て取ると､思いどおりにいかせることができるのは､あなたしかいない｡人には状況が困難であると見て取ると､思いどおりにいかないことで自分を惨めに思ってしまう傾向がある｡私達の見地からすると､それは機会を無駄にしていることになる｡もし何かが思いどおりにならなくて強い感情反応を体験したとすれば､その満足のいかない気持ちを建設的に利用することができるからだ｡
・実際に起きている事件や出来事に充分な意識をもって気づくこと､それに対する自分の感情反応に気づくこと､そしてその件に関する選択の自由は自分にあると思いだすことだ｡外的状況を変えることができてもできなくても､あなたには必ずそえに対する内的反応を変える力がある｡あなたの内的反応を変えることで軸足を乗せるポイントができる｡すると運命はそこを基点に変化しつつ展開していくのだ｡
ある一つの出来事をあなたがどのように体験するかという選択は､その出来事から先の運命がどう展開するかを決定づけるのだ｡内側にわいてくる反応はあなたの内なるメカニズムの表出であり､外界において物質化する｡あなたの未来の種子は意識されるされないにかかわらず､毎瞬､反応が起きるたびにあなた自身の手で播かれている｡ただ意識的に種を播くということが､その結実に好ましい影響を与え､運命を建設的な方向に変えていくことを可能にする｡
・反応のしかたとして真剣に取り入れることを検討していただきたいのが､私達が｢最高次の表出の選択｣と呼んでいるものだ｡自分の運命が展開するなかで､もっとも壮大なレベルの気づきと選択､そしてもっとも高次レベルの共鳴振動が可能となるような､内なるつながりまたは内的姿勢を識別することだ｡
・もっとも高次の選択とは､あなたがたの言葉でいえば｢思いやり｣をもつことに関係がある｡つまり､たとえ自分自身にどんなことが起こったとしても思いやりという内的姿勢を保つことができるのを理解することであり､これは他者や人々の反応も受け入れるという受容の共鳴をともなう｡
・思いやりがあればどんな場合でも､すべての人が潜在能力の許すかぎり進化しつつあるのだという理解から行動が起こされる｡ほかの人を見ていると､本人にとって最善の選択をするように見えるときもあれば､最悪の選択をするように見えるときもあるだろう｡それでもそうした選択はあなたと同じようにみな自由意志によるものなのだ｡したがって､挫折感､悲しみ､…責めなどがわいてきた場合にも､あなた自身のそうした感情反応を思いやりによって｢受容｣という内的な姿勢に変化させることができる｡
・するとそこに大いに注目すべきことが起こる｡ものごとに対する自分の否定的な感情反応を健全なかたちで受け入れるやいなや､その反応が変わりはじめ､エネルギーも消えてしまう｡自分に選択権があることを思い出した瞬間に､澄んだ意識が戻ってくる｡自他に思いやりをもつことであなたの振動エネルギー場の周波数が上がり､それが運命を変える新たな鍵となるのだ｡
・思いやりはそうした高次の共鳴振動に到達参入するための入口であり､きわめて奥深く美しいやり方で運命を変える手段だ｡くり返すが､すべてに通ずるこの鍵は､人生のあらゆる場面で相互作用が生じる瞬間ごとに出現している｡一瞬一瞬が自分の外側と内側で起こってくるものごとにどう反応するかを選択する機会だ｡自分の感情反応にあなたがたの言い方をすれば｢のっかってしまう｣ことは自分の目的にかなっていない運命パターンの永続化にみずからのっかってしまうことだ｡偉大な霊的マスターや指導者をはじめ､多くのカウンセラーや心理学の専門家がこれを説明している｡それでもまだくり返される必要がある｡人生で体験するすべての出来事に対し､気づきと受容と思いやりを選択すれば､その選択は叡智と平和というご褒美をもたらしてくれる｡
すべての存在は進化の途中にあり､常にその時点で自己にとってできるかぎり最善の選択をしていることを知ってほしい｡あなた自身の選択がほかのだれかに苦痛をもたらすことがありうるように､他者の選択があなたや別の人に苦痛を及ぼすこともあるだろう｡しかし､思いやりと受容という一見理不尽な生き方を貫き通すことで､激しい感情反応も霧散させて鎮め､いち早く静穏な状態にもどって澄んだ意識を回復することができる｡固定的で不変のものは存在しない｡変化こそ常なるもの｡新しい見識をもつことにより､あなたは自分の波動をさらに高次の振動エネルギー場へと変化させ､自分の求める高次の運命の展開に参入することになる｡運命を発展させそれを変えていくための鍵は次の三項目だ｡
・気づき
・選択　⇒選択が可能であると気づくこと　⇒実際に選択する
・波動(振動)
・キリスト教の聖典｢おおよそ持っている人は与えられていよいよ豊かになるが､持っていない人は持っているものまでも取り上げられるであろう｣(訳注:新約聖書｢マタイによる福音書｣第13章12節)
イエスは波動に関する宇宙の法則にさりげなく言及している｡もし､あなたが運命にまつわるものごとを何か発展させたり体験したいと望む場合､自分の意識のなかにそのことが保持されている必要がある｡そのことが表出するためには､その感覚や感情が保持されていなければならない｡もしも､あなた自身にそうした感情や波動がなければ､表出することは不可能だ｡
・愛に満ちた人間関係を望むなら､あなたの意識のなかに､愛に満ちた人間関係の波動を保っていなければならない｡そうすれば磁気的法則により､あなたは愛情豊かな人を身の回りに引寄せることになる｡…波動は運命を変え､より優れた知覚と素晴らしい人生や恩恵への扉を開く､究極の鍵なのだ｡
・実際には自分が選択できることに気づかず､ただもうどうしようもないと絶望的になってしまうような意識状態もあるだろう｡そのような体験をするかもしれない｡しかし､そうした時こそ､自分の未来の外的現実(リアリティー)を変える鍵は自分が内側で下す選択から生まれることを確信してほしい｡
・内的姿勢からくる｢最高次の表出の選択｣に他ならない｡あなたの思考や感情がどういう状態であっても､自他ともに受け入れる姿勢を保つことができれば､そのことが意識のなかに共鳴を起こす｡そうした振動エネルギー場が相手に影響すれば相手も変わる可能性があるし､あなた自身にいたっては間違いなく変わる｡
1番目の鍵－選択が可能であると気づくこと
2番目の鍵－実際に選択する
3番目の鍵－思いやりと受容の心があれば､感情エネルギーは安定に向かい､ポジティブな選択をする力に気づきと明晰さが加わる｡そして､新たな共鳴振動を有するようになり､これこそ､｢アセンションしたありかた｣と言うことができる｡自分もほかのすべての存在も赦し､受け入れるというこのアセンションしたありかたは､まことの高次波動をもたらし､低い波動を帯びていたときには達成できなかった新たな選択と結果が得られるようになるのだ｡
・宇宙の法則は非個人的､かつ正確なものであるため､日々毎瞬あなたがする選択は今後の運命の鋳型になる｡思いやりや受容という気づきと感情をたずさえた､アセンションした意識状態にあるあなたが播く種は､あなたの人生と意識の進化を助ける｡
・地球の友の皆さん､自由と意識上昇と進化のためのいわば三つの鍵は､あなた自身の手の中にあるということをもう一度思い出して欲しい｡
1番目の鍵－自分には常に選択の機会があるという気づき

2番目の鍵－選択肢にエネルギーを流す力

3番目の鍵－常により高次の新たな波動を獲得しうる潜在的可能性
・愛に心を開くことで､あなたは自分自身のなかで常により高次の平和につながる選択をすることができる｡自分の内的な方向付けを変化させることはできる｡それはあなたにわくわくするような選択肢や優れた熟達者としての運命を生み出すような新たな視野を提供してくれるだろう｡
・あなた方の波動が私達には見える｡…ありとあらゆる波動がある｡あらゆる表出の可能性を秘めている｡それが人であるということだ｡
霊的統御とは自らの選択が今後の自分に起きることを決定するということを認識し､理解しているということだ｡
Ｖ地球では自分達の人生､わけても個人の運命と呼ばれるような外的な出来事に対して､人はどの程度コントロールできるのかという議論が多く交わされている｡あなたがたは本書において｢人の運命は固定されているわけではない｣とおっしゃったが､ここでカルマに関する疑問が浮かんでくる｡カルマは存在するのか｡カルマとは何か｡
Ｈ人の人生の進路はある意味では方向性において決まっているが､自分の感情レベルでの思いや感情パターンを変えることで変更できる｡
カルマは存在する｡カルマとは宇宙においてなされた行為の結果が表出したもの｡あらゆる行為には反応や結果が伴うから､自分の行為には必ずその結果や影響が生じる｡カルマの結果や影響は､それが思いやりや愛から生まれた行為の結実であればとてもポジティブなものもネガティブなものもある｡幸いなことに変容させる必要のある否定的なカルマの負債を今世に持ち込んだ場合には｢期せずして｣起きる出来事やものごととして､外部において取り組むことができる｡もしくは､精妙な領域においてエネルギー的に取り組むことで簡単に変容させることもできる｡錬金術やヨガの示すところはこれにつきる｡わたしたちは精妙な領域において否定的カルマのエネルギーを変化させ､浄化することを特にお薦めしたいと思っている｡なぜかというと､そうすることで外的なあれこれを解決する必要がなくなるからだ｡カルマは存在している｡自分の行為の結果から免除される人はだれもいない｡すべての人は今世あるいはそれ以外の転世における行為の結果を自覚し､それに対処しなければならない｡
しかし､今後の展開を待つ将来の運命についてはだれの場合も今まさにこの瞬間に播かれた種のもたらす結果なのだ｡人生の出来事に対する反応として何を感じ何を体験するかは､あなたの責任となる｡
・非個人的な宇宙の法則によれば､自分が行為するという意味において何をするかの選択が､未来にカルマの結実へと生長する種子になる｡したがって人はまさにこの瞬間に文字どおり自分の未来を築いているのであって､運命とは､受動的にあなたを待ちうけているものではない｡むしろ､運命は､人生の瞬間瞬間においてあなたが選択するごとに､あなた自身によって創造されていると言える｡
Ｖ…国のカルマについても考えることがある｡特にアメリカに関してなのだが､…どんな可能性があると思うか｡
Ｈ国の運命は､その国の人たちが文化として共同体として毎晩下している決定によって､たえずつくり出され形作られているのだ｡
現時の文化には､国としての過去の行為の結実である脈絡がいくつも通っている｡アメリカは非常に気高い目的と統合性､そして個人の自由についての展望をもって建国され､世界中に多大な影響力を及ぼし､かつ向上をもたらしたが､同時に多くの否定的要素ももたらしてきた｡文化や世界情勢に対する貪欲､不当な力の行使､威圧的支配､弾圧や差別などといったものがそれだ｡地球の歴史は､ひとつの文化や文明がそのような立場を無限に維持することはできないことを明示している｡
・今日見られる文化の混乱や社会の崩壊は…カルマ的な種子ないし負債の結果でもあり､現世代によって過去の否定的なカルマの選択が清算されているのだ｡建国以来､さまざまな時代を通じて暴力や他民族の抑圧や差別を生んできた文化あるいは社会としてこの国がなしてきた決定や行為は､バランスがとられる必要がある｡
・そうした否定的要素はバランスをとり､癒されねばならず､今より愛のある態度が習得されねばならないため､きわめて複雑な現象が進行している｡アメリカはほかのすべての社会がそうであるように､カルマの負債を支払っているところだ｡…(～P258)
Ｖすべての大国間で調和的な思いやりのある関係が成り立つ可能性については､どうご覧になっているか｡
Ｈどの国も今日の人類意識的なものの見方をしている｡…人は自分の責任は自分でとることができる一方で､他者の不足や窮状に対しても敏感であれるという合意が､いまだ人類意識のなかに存在しない｡…自国の富や資源を他国に分かち与えるような善意ある国は､富や資源がりながらそうしない国に比べて､明らかに高次の理想を表現している｡旧ソヴィエト…､中国…

・世界の多くの国の意識には､相容れない諸要素が洗練純化されぬまま存在しているため､予測可能な未来において戦争は終わらないと言えるだろう｡しかし､わたしたちの見るところでは､地球全土のあらゆる社会において､さらに社会のあらゆる地位や役割において､個人が目覚めはじめている｡そうした目覚めが進めば進むほど､そして容認すべきでないものごとへの認識が高まれば高まるほど､社会が変化していることがわかるだろう｡目覚めた人の中には権力や影響力をもつ人も含まれており､人類はこれまでどおりのやり方を踏襲することができなくなっていくこれはすでに始まっていることだ｡しかし現時点での世界は､まだまだ社会の各方面における多くの勢力や派閥間の｢綱引き｣､すなわち主導権争いの状態だ｡
Ｖ…こうした社会により大いなる運命に向けて感化を及ぼすにはどうしたらよいか｡渦中にある民としての私達には何ができるのだろうか｡
Ｈ…｡したがって影響力があり権力と決定権をもつ地位にいる者が､社会の機構や制度に対してはより大きなインパクトを及ぼし得る｡しかし､先見の明があり､独自のパワーをもつ人であれば､組織や機構のなかにいなくても､その洞察力と能力によって莫大なインパクトを投じることが可能だ｡そうした人の活動がだれの目にも明らかとなれば､その社会的使命が育つことになる｡今必要なのはそうした展開なのだ｡
・決定する立場にいなければ社会は変えられないと感じている平均的な人々も､意識､波動､共鳴の領域における自己本来の姿を真に理解すればパワーを発揮することができる｡
・ある一定の周波数､つまり周囲を気づかう愛と平和の感情の音や感情シグネチャーを持つ人がいると､人から人へ伝わりやすい振動エネルギー場を呼び起こすことになる｡するとほかの目覚めつつある人達も同じようにしはじめる｡怖れであれ愛であれ､ある特定の波動を持つ人が充分な人数に達すると､その社会に強い影響力を及ぼすことになる｡(※百匹目のサル現象)したがって一見矛盾しているように思えたとしても､｢個人｣が自他との間にポジティブな関係を築くだけで､社会を変える鍵を持つことになるという事実に行き着くのだ｡
Ｖ…この太陽系の運命と､そのまた向こうにある世界の運命についてはどうか｡私達がそこで清算しつつあるカルマとはどのようなものだろうか｡…

Ｈ…｡地球人類にはいくつもの歴史的流れや血統が存在する｡また､…肉体を持って地球に暮らす人全員が…人間であるわけではない｡非個人的な宇宙のカルマの法則から見ると､銀河起源であれ地球起源であれ､すべての文明がそれぞれのカルマを清算しなければならない｡よってこの太陽系や銀河ならびに宇宙には､実に多種多様なレベルで清算されつつあるカルマが存在している｡しかし､現在地球に起こりつつあることは､銀河を超えた歴史上にもまったく比類のないことだと言明できる｡今ここで起きているのと完全に同じような出来事があったことは､いまだかつてない｡地球の周波数が上昇し､地球のすべての存在もまた高次元への扉を通過すると､その結果としてカルマの負債は大変な超スピードで清算されていく｡
・ほかの領域から地球の状況を見守る観察者は､カルマがいかに迅速にバランスを取り戻すかや､またその過程の穏やかさや激しさに興味を持って注目している｡カルマの法則が一連の枠組みであり非個人的な宇宙の法則であることを知っている観察者にとって､これはきわめて関心の高いところだ｡
・地球には目まぐるしいほどのカルマの清算をともなう活動の場が多くのレベルに存在するため､カルマのパターンの学習には地球以上に適した場所はどこにも見当たらない｡カルマが浄化されると運命は変わる｡そうした関係で､地球にはいまカルマ的活動が集中しているのだ｡
Ｖ…地球意識がより高次の週亜h数に達した場合､はたしてこの惑星自体は物理的に太陽系の同じ位置にとどまるのだろうか｡それとも一部の人々が示唆しているように､現在の物理的位置から移動するのだろうか｡
Ｈ何が起きるかはだれにもわからない｡だからこそ､これほど多くの観察者が引き寄せられている｡…それによると現時点では主に次の二つの学説がある｡
・一つは地球が文字どおり太陽系の内で物理的位置を移すというもの｡
・もう一つは､地球は同じ物理的位置にとどまるが､波動的には別の次元に存在するようになるというもの｡私達のグループでは後者の公算が高いと踏んでいる｡
しかし､太陽系全域､宇宙とそこにある銀河のすべてが現在､宇宙のある一つの中心点に向かって動きつつある｡そうした意味においても膨大な動きがまさに進行していることになる｡今その動きが起こりつつあるために､諸銀河における加速を見て取ることができる｡太陽系において地球と他の天体とのあいだに何が起きるかは現時点ではよくわかっていない｡
Ｖこれまでに聖書の黙示録の予言､ホピ族の予言､ほか多くの歴史的出典や人々の予言のなかで､ある運命的要素がその結末を見ると言われている｡｢予言｣というものについて､地球の過去における価値と､現在の価値の有無についてお聞かせいただけないか｡
Ｈ予言というのは､ある時点でエネルギー的に何が起きているかを解釈し､それをもとに意識の中にある未来を予見する能力のことだ｡よってそれは変化が起こりうるという合意にもとづいて運命の進路を精測するようなものだ｡予言の危険性はそれを聞いた人の多くが｢見込み｣としてではなく｢事実｣として受け取ってしまうことだ｡そのため地球規模の災禍に関する予知や予言は､多くの心に絶大な不安を生じさせる原因にもなっている｡これは聞く側が予言を事実として解釈しているためで､誤った見方だ｡
・予言は見込みだ｡予言はものごとの流れが今と変わらずに展開し続けるのなら､かくかくしかじかが起きる可能性があるという解釈だ｡(例:自分の足に合わない靴とマメの話｡)
・私達の視点や解釈から見た場合､地球の変化に関して絶対的なことは何もない｡それらは人類意識と地球意識がどうなるかという見込みに基づくものだから､起きるかもしれないし､起きないかもしれない｡もしあなたが予言を聞いたなら､それを見込みとして受け取ってほしい｡
地球が変化するのは事実だ｡それは地球が進化しつつあるからであり､あなたがたも同様だ｡しかし､多くの情報にあるような地球の変化が大きな天変地異をともなうものでなければならないという必然性はない｡
・予言の本当の役割は､社会や個人に将来起こることの可能性について警告を発すること｡予言者は未来の運命を指摘して､｢われわれはここに向かっている｡このまま同じ道を歩き続けるか｡｣と問いただす｡これが予言の本来の役目…｡予言者に見えたものがすなわち未来に起きることで選択の余地がないということではない｡
Ｖ…現在､時間ならびに時間の測定や加速について､またマヤ暦の概念などについて多くの議論がある｡計測された時間と運命とはどう関わっているのか｡
Ｈ意識は言語によって体験を記録し､言語によってそれを引き出す｡例:本を家に忘れて来てしまった｡⇒家にいるパートナーに電話でその本の特定のページを読んでもらう｡⇒言語の役割と限界

・時間もそれに似ているが､…時間は直線的ではなくずっと複雑｡三次元的でなく多次元的な性質を有している｡時間には三つの資質ないしレベルがある｡(～P265)
・第一は｢生物的時間｣＝有機的時間｡体や呼吸や脈や鼓動のリズム…

・第二は月の時間｡⇒グレゴリオ暦よりもより有機的で事実に即した時間の計測法｡グレゴリオ暦は月の生物的な時間感覚から人を切り離すために作られたもの｡
・第三は｢超銀河的な時間｣の感覚｡｢大いなる中心太陽｣との関係における各銀河どうしの流れと相互関係､そしてまたそれぞれの銀河とこの太陽系の恒星であるあなたがたの太陽との関係におけるもの｡…｡宇宙とつながった時間を精確に描き出すことを習得したければ､その時間を使うときにはあなたの意識を時計やカレンダーから外し､自分の体や月や太陽に向けるようにしていただきたい｡
Ｖ…マヤ暦には有益な力があるか｡
Ｈマヤ暦には月と銀河の位相をたどる力があるが体の叡智をたどることはできない｡…それでも､確かに月の位相と銀河の時間に関しては人類が所有する暦のなかではマヤ暦がその情報においてもっとも狂いの少ない暦である｡(～P267)
Ｖ…現代社会においてどう時間を使っていくのがベストか｡
Ｈ社会に適応する必要があるなら､…決められた時間は守るべき｡しかし､時計に合わせる一方で､自分の体にも意識を向けていてほしい｡…社会に暮らしながら､同時に自然の深いリズムに気づき､そのなかでも生きることができるだろう｡
Ｖ…｢フラワー・オブ・ライフ｣のような幾何学やさまざまな数学的解釈､儀式について教えていただけませんか｡あなたがたから見て､そうしたものが人類の運命に影響を与えていたのだろうか｡あるいは現に今影響を与えているのだろうか｡
Ｈ｢フラワー･オブ･ライフ｣は宇宙が生み出された根源的なパターンだ｡したがって分子や原子のグリッドでさえ､このパターンで敷設されている｡｢フラワー･オブ･ライフ｣は運命が展開する舞台でもあり設計図でもある｡｢フラワー･オブ･ライフ｣の存在なしに顕在化はあり得ない｡
…あらゆるものはすべて互いにつながっているという神秘学的真理をさらに多くの人が認識するようになれば､すべては行き当たりばったりに起きるなどという不吉な考えから人類は解放されはじめるだろう｡すべてはつながっており､すべてを一つにして維持している知性が存在するという認識はそれすなわち叡智だ｡真実に目覚めると､催眠状態でしていたことをそのまま続けることはできなくなるために運命が変わる｡…｢フラワー･オブ･ライフ｣は目覚めをうながし､個人的運命と集合的運命の変容という目的達成を助けるものということができる｡
Ｖ地球に存在していた過去の文明で､みずからの運命をきちんと理解して､それを高水準で達成できた文明というのはあるのか｡
Ｈある一定期間にわたりレムリアにはそうした能力があった｡アトランティスもしばらくの間｡古代エジプトや古代ギリシャの黄金時代の運命は､人類意識における絶大な開花期であり､それらが飛躍的進化を遂げたことは言うまでもない｡それからアフリカ大陸においても､…同様の文化がいくつか存在している｡…｡私達は多くの初期文明と関わりがあった｡私達は繁栄のただなかあった古代エジプトとの密度の高い関わりによって大きな波及効果や達成のための力強い種が蒔かれたのを知っている｡それらは主に神秘学派と｢力の聖笏(しゃく)｣の多角的使用によってなされた｡
Ｖ｢力の聖笏｣とはどういうものか｡
Ｈ(…話を中断し､この質問についてメンバーのなかで話し合っている様子…)お待たせして申し訳ありませんでした｡…本章はここで締めくくり｢力の聖笏｣については次の章にゆずることにしましょう｡
・最後にもう一度申し上げます｡あなたがたの運命はあらかじめすべてが決まっているわけではなく､高次意識の潜在的見込みのなかに存在しているのだ｡…｡こうした気づきの高まりや肯定的な選択､そして愛の周波数によって､あなたは宇宙的規模に拡大しつつある進化の道を歩んでいるのだ｡
・私達の｢自己のエネルギーをマスターするエクササイズ｣があなたの成長と癒しに役立てば幸いだ｡それらを使うことで､あなたは自分自身の人生と地球の進化に対して､これまでよりはるかに大きな影響力をもつことになる｡そしていまだ現時点では知られざる多くの存在のもとに､光と希望をとどけるのを手伝うことになるだろう｡
第12章　力の聖笏 

Ｈ｢力の聖笏｣という言葉は四つの概念を表している｡
・その一つ目は古代エジプトの神殿や神秘学派において実際に用いられた物質としての金属製の笏のことだ｡
それらの笏は特に秘儀参入者の体内エネルギーの中枢でありエネルギーの渦であるチャクラを活性化するために使われた｡笏は秘儀参入者の背に置かれ､たたかれると音叉にとてもよく似た音を出した｡そこで生じた音の共鳴パターンが脊柱に伝わり､チャクラを活性化させた｡笏の長さはいろいろで､特定の方法や順番で用いられると｢セケム(SEKHEM)｣と呼ばれた生命力を生み出した｡これは意識が物質をとおして自らを表現するときの意識の力であり､これが脊柱を上昇してそれぞれのチャクラを活性化させるのだ｡｢力の聖笏｣は秘儀参入者が意識の高次領域に入り､そこで諸世界を探求するのを助けていた｡
・｢力の聖笏｣の二つ目の意味は人の体内における実際のエネルギーの流れの一種だ｡ここで核となるのは中央柱と呼ばれるプラーナ管についての情報だ｡プラーナ管は自己の進化という点で非常にパワフルな焦点となるところで､管の中ではチャクラのあいだを流れが行き来し､それぞれの流れに意味がある｡
・自分自身の選択ないし直観の範疇で自己のエネルギー体に関わるものと言える｡このように可能な限り最善の意図をもって行動していれば､より高次のチャクラにつながる｢力の聖笏｣が活性化されることになる｡これはコンピュータ用語でいう｢ブートストラップ｣的に意図にしたがって自己意識を向上させる方法だ｡
・例:あなたの性的関係が…愛の立場から生まれている場合は､周波数の上昇が可能となり､セックスがあなたの意識のより高次の周波数領域に触れるための方法になり得る｡もしあなたが清澄さを求め､じぶんという存在の最高次の側面とつながりたくて性的表現に踏み出す場合には､クラウン･チャクラを活性化させ､それを性のチャクラにも結びつければ､どちらか一方のチャクラを選択する必要はなくなる｡あるいはいっぺんにいくつものエネルギーの流れを起こすことも可能だ｡
・ここで重要なのは､あなたの意図と選択の力､ならびに人生の行動に対するアプローチの仕方によって､プラーナ管の内部でいずれの笏すなわちエネルギーの流れを活性化すべきかを自分で決定できるということだ｡
・｢力の聖笏｣にはさらに三つ目の意味がある｡これも古代エジプトで高位の秘儀参入者が多く存在した時代に使われた物質としての笏ないし杖を表すが､このタイプの笏のてっぺんには特殊なクリスタルと宝石のかたまりが付いており､その周波数と構造とが秘儀参入者第三の眼から発せられた思考を増幅したのだ｡笏ないし杖のクリスタルをじかに秘儀参入者の第三の目と一直線状になるよう構えたとき､そうした増幅が起こった｡秘儀参入者の側は霊的な方法によって系統立てた思考をクリスタルへと向けた｡するとその思考が増幅された｡
※｢力の聖笏｣は非常に強い効力を持つ道具であった反面きわめて危険も大きかった｡
・次に｢力の聖笏｣の最後､つまり四つ目の意味について｡これは｢第四の目覚め｣と呼べるものに関係している｡
・それには第四の目覚めを論じる前に聞いたことがない人のために､まず第一から第三の目覚めをおさらいしておきたいと思う｡
・｢第一の目覚め｣とは植物の意識レベルで人であるあなたとしての自己概念や自己像は存在せず肉体のみの存在だという意味だ｡(生後間もない子どもや脳卒中を患っている人など)
・｢第二の目覚め｣は自己認識のレベルで植物意識ないし低次の動物意識から脱し､肉体を基盤にした自己あるいは意識の一部でありながらそこから分かれてもいる｡そうした意識が高まると古代人が｢証人｣と見なしたように､自己という意識がありながら同時に自分自身を観察することができる状態になる｡
・｢第三の目覚め｣は外部世界における他との関わりだ｡つまり他者や人々との関係､外界や自分が属している集団などに関わる意識だ｡
大多数の人々が自己の進化を停滞させる意識レベルでもある｡
・｢第四の目覚め｣は個人から超個人(トランスパーソナル)の領域への意識の移行を言う｡さらにもっと先の意識もあるが､ほとんどの人にとってはあまりに抽象的すぎて､もはや実用的でないと思われる｡超個人的体験への移行は人類にとって次なる進化の段階となる｡
・私達の考えではこの第四の目覚め意識があなたがたを通じてあらゆる生命体が自らを生き表現させるように働くのだ｡…利己性から宇宙性・普遍性への移行だ｡この移行によって意識が高まると､人は､生命が無数の形をとおしてみずからを表現していることが非常に明確にわかるようになる｡…生命は､人であるあなたをとおして深い知性を表現している｡その知性は人であるあなたが神聖である一方､人間以外に生命の偉大さを表現しているあらゆる生命形態もまた同様に重要であると告げる｡
・この第４の目覚めという意識は深遠なる霊的な文脈であり､その中にあなた自身の生命の役割が継続し､自己や世界や生命の体験が広大かつ永遠に変化しながらさまざまに織り込まれていくのだ｡
・第４の目覚めを活性化させるものはたくさんある利他的な奉仕や愛の感情や人間関係をとおしてハート・チャクラから活性化するかもしれない｢聖なる元素｣を理解すること､｢カー｣を強化することで活性化するかもしれない｡しかし､数多い可能性のすべてに通じる要素と言えるのが､私達のお伝えする中央柱すなわちプラーナ管におけるエネルギーの流れなのだ｡
・とりわけ第四の目覚めへの移行が始まると本人はその感受性の程度によって気づいたにせよ気づかないにせよ､プラーナ管が非常に強力に活性化される｡…きわめて重要なのは人の体をとおして天と地が出合うということだ｡天の天界的な力は実際に素粒子としての現実(リアリティー)を有しており､その力がプラーナ管を通ってクラウン・チャクラからハート･チャクラへと流れ下りてくる｡そして同時に地の力ないしエネルギーもハート･チャクラへと上がってくるため､そこで二つの力が出合うのだ｡同じようにして体内のエネルギーの渦であるほかのチャクラにも天の力を迎え入れることができる｡従って人が第４の目覚めに移行する際にはプラーナ管がきわめて重要な存在となる｡
・本質的に第４の目覚めの意識状態では個々の笏とチャクラの関係がそれぞれに活性化されるのでなく､笏の総体ともいえるプラーナ管が活性化されることになる｡プラーナ管がプラーナ的高密度をもって振動を始めると､個人から超個人への脱皮が生じ宇宙的で普遍的な生へと歩み入ることになる｡
・そこには次元を超えた世界が広がり明らかにされるだろう｡人はまったく異なる生を営むようになる｡その人を外側から見てもべつだん特に変わったところはないように見えるかも知れないが内側にはまったく違う現実(リアリティー)が展開しているのだ｡これが私たちが強調しお奨めしたい｢力の聖笏｣という言葉の解釈だ｡なぜならこれこそがすべての人に開かれた､まぎれもない進化へのステップだからだ｡あとはただこの道を踏み出すかどうかというあなたの選択と意図にかかっている｡
Ｖ…チャクラ間の関係やエネルギーの流れとは､私達が｢クンダリーニ｣の体験とか開放と呼んでいるものに関係するのだろうか｡またさまざまなチャクラ・エネルギーの流れがあるなかで､多くの現代人にとってはどれを確立させるのがもっとも安全で有益なのだろうか｡そうしたチャクラ･エネルギーの流れは皆､最初に性のチャクラかルート･チャクラを起点としているものなのかどうか､よくわからないのだが｡
Ｈハート･チャクラは私達が｢ク―(Ku)｣と呼ぶ魂の座であるからだ｡魂すなわち｢ク―｣こそ､ハート･チャクラに座する種子の意識にほかならない｡したがって､非常に精妙なエネルギーをどう扱うべきか完璧かつ明瞭に把握している場合を除いては､ハート･チャクラに関する様々なエネルギーの流れや｢力の聖笏｣を中心にするのが､確実に安全なアプローチと言えるだろう｡
・ほとんどの人にとってその進化をもっとも加速するのがハート･チャクラである理由は､それが愛の感情や肯定的な感覚､無条件の愛の倍音などを生み出すからだ｡意識の焦点を無条件の愛におくとき､人はアセンションの螺旋を上昇する｡ハート･チャクラとの関わりにおいて愛を表出させながら性的な関係をもつとき､そうした感情や感覚はいうまでもなく性の表現のなかに浸透するため､表出された性は神聖かつ高められたものになる｡
・同様にハート･チャクラとパワーのチャクラすなわち太陽神経叢のあいだのエネルギーの流れを表出させれば､愛をとおした力となって表現され､力の使用目的自体が高められることになる｡また､自己の存在の真実をハート･チャクラをとおして愛に結びつけ(喉のチャクラをとおして)話すのであれば､その言葉は高められ､慈しみの効果をもたらすことになる｡さらにハート･チャクラとの結びつきに基づいて､(眉間のチャクラをとおして)透視能力が開かれるなら､ハート･チャクラの振動エネルギー場に存在するエ―テル界やアストラル界と呼ばれる精妙な領域を見ることもできるだろう｡そうするとアストラル界の否定的部分を迂回できるため､精妙な領域における知覚力がますます高められることになる｡これと同様のことが､クラウン･チャクラが開いて超個人的な領域に移行する際にも起こる｡したがって､人類の進化の現段階においてはほかの｢力の聖笏｣､つまりエネルギーの流れとの関係上もっとも助けになる注目点はハート･チャクラということになる｡
・このエネルギーの流れがクンダリーニになぞらえるものであるかという質問については､その通りだ｡クンダリーニ・エネルギー以外にも脊柱を上昇するエネルギーがあることを承知しておいてほしい｡
・(古代エジプトの)神殿において笏を用いたイニシエーションで活性化されたのは､クンダリーニ・エネルギーと呼ばれるものだった｡
・クンダリーニは意識の電磁的エネルギー場であり､ルート･チャクラを起点として肉体内に保たれている｡クンダリーニ・エネルギーは脊柱を上昇し､さらにエネルギー体や精妙な領域へも流れ込むが､それらは皆ルート･チャクラから始まる｡私達が｢セケム｣と呼ぶ生命力は太陽神経叢つまり胃のあるあたりと､下腹部に保たれており､それが脊柱を上昇するまえに一度性器まで下がる｡このエネルギーは第二チャクラ(性あるいは仙骨のチャクラ)に意識を集中することで活性化される｡そのため､古代エジプトの錬金術の適用においては､これらのチャクラが霊的進化の基盤として大いに重要視された｡
・生命力そのものは体内に保持され､まずは新陳代謝という形で表出する｡そして､一旦そのエネルギーの流れはルート･チャクラまで下降してから上昇する｡エネルギーの笏の間に生じるどんなエネルギー的関係も､意識の焦点がハート･チャクラにあるときには､エネルギーが愛をとおして高められることになる｡私達が明確にしておきたいのは､体や意識を活動させ持続させる力は下部のチャクラで発生するため､それらを避けて通ることはできない｡ただしそうした生命力のエネルギーも､ハート･チャクラをとおして表出させることができる｡
・内なる技術と外なる技術の使用は両方のバランスがとれていることが理想だ｡現代人は目新しい道具や外界のテクノロジーに魅了されており､多くの人々が内なる探求をしないままに､外界の技術が人類をより高度な意識にいざなうものと信じている｡しかし､意識の移行を創出するのは内なる部分だから､こうした考えはもちろん誤りだ｡笏はいうなれば補助器具にすぎない｡実際に脊柱を上昇する活力の動きは､秘儀参入の内なる意図と意識の集中､ならびに意志の力によって生じたのであり､笏のエネルギーを首尾よくそうした動きへと導くことだったのだ｡
・現時点における人類の進化では､笏でも電子音でも､音の使用は確かに助けになる｡しかし､実際にエネルギーを動かすものは内なる意識の集中にほかならない｡したがって､外界のテクノロジーが役立つ場合もある一方で､エネルギーの流れの大半は内なる気づきとエネルギーを統御する能力をとおして起こる｡この問題に関する私達の焦点､解釈ならびに信ずるところは､あなたがたに自己の内なる精妙な領域の統御を成し遂げていただくことだ｡エネルギーの自己統御が可能になれば､外界の技術はまったく必要でなくなる｡私達の教えでは､個人として内なるエネルギーの自己統御を達成することが理想とされている｡
Ｖ…ちなみに古代エジプトの神秘学派ではそのように意識の焦点を内なる進化に合わせることでアセンション･レベルのエネルギーの自己統御を達成できた秘儀参入者は､およそどれくらいいたのだろうか｡また今の地球上にはそれをマスターしつつある人はどのくらい存在するのだろうか｡過去の世界､特に古代エジプト時代と比較してみることで､はたして私達はどうなのかを知りたいのだが｡
Ｈいつの時代も自己統御は簡単ではない(おどけて)｡さて､まず､多種多様なイニシエーションのプロセスを通過した世界中すべての魂の記録を網羅したアカシック･レコードは､私達のもとにはない｡私達はある定まった地域の神秘学派に関わっていたからだ｡それでも古代エジプトの神秘学派がもはや物質的な存在でなくなっていた時代についてお話することは可能だ｡その時代は外界の教えについてはおおかた伝授し終わっていた｡だから､入門が困難なうえごく少人数の運営ではあったが､継続していた神秘学派もあったことをお知らせしておく｡自己の意識を使って存在の最高次レベルまでアセンションすることを可能にした地点をもって自己統御の達成と見なした場合､おそらくそれを達成した秘儀参入者の割合は(修行に乗り出した人のうちの)十パーセントに満たなかっただろう｡
・(一般人口に秘儀参入者が占めた割合は)大変少なかった｡秘儀参入者になることに身を捧げた人の割合が１％未満だったということだ｡おわかりかと思うが､外側のみ神官や女性神官の役割を果たしていた人たちもいたが､秘儀参入者として高次の世界へ続く魂の成就の道を真に選択した人の数が､全体の１％未満であったのだ｡したがって､そうした秘儀参入者のなかで､さらに神秘学派の教える最高次レベルを達成できたのが10％未満だったということだ｡だからといって残りの90％の秘儀参入者が落伍者だったわけではない｡なぜなら､自己統御の追及はあらゆる転生に及ぶことだからだ｡この点は今日の人類が自己統御について抱いている誤解であるといえよう｡
・もし､今世で｢やり損じ｣てしまったらとにかく失敗だという考えは真実ではない｡今回の人生は時空間における具現化の一つ､すなわち｢クー｣あるいは魂の表出の一つにすぎないからだ｡事実､連続した転生のそれぞれは､別のかたちでの魂の表出なのだ｡これは花びらの生育にも似ており､すべての花びらが充分に強く成熟したとき､その最終到達地点であるいわば開花にいたる｡自己統御はそこにいたるプロセスだから､私達は90％の秘儀参入者が落伍したという言い方には違和感を覚える｡私達の解釈では､その90％の人々も自己統御の達成途上にあった｡これは単にタイミングの問題で､一つの肉体に宿っている間に神秘学派の教える最終到達地点にまで達しなかったというだけだ｡実際､それに続く古代エジプト以降の別の転世で､彼らの多くが自己統御を成し遂げている｡
Ｖ…現在の私達の状況についてはどうか｡特別な神秘学派に入らなければならなかった過去の秘儀参入者たちとは違い､今日の人類はだれでも日常のなかで自己統御のイニシエーションを体験できると本書のどこかで述べられていた｡そうした日々の学びの体験が現在の私達にどう作用しているのかを説明していただけないか｡…
Ｈ｢オシリスの復活｣と呼ばれる古代エジプトの神話はとても長くて込み入った物語だが､実際には錬金術の鍵､すなわち意識の復活を達成するための地図なのだ｡いわば暗号や象徴的記号で書かれた教本ないしはマニュアルといえるだろう｡
・オシリスにはセトという弟がいた｡セトは二元性の蛇ならぬ大蛇アポーフィスを象徴する記号として登場する｡この二元性の蛇は､善と悪との対立が起きるのは､二元性や対立のない統合された｢至高の存在｣よりも下位レベルにおいてのみであることを表している｡だから､そこには､均衡が保たれ揺るぎなく､全知遍在で永久に平和である意識も含まれているのだ｡
・しかし､人類の意識には二元性の意識という側面も存在している｡オシリス神話のなかで､永遠に遍在して平和である存在を表すシンボルないし言葉は｢マアト｣で､それが二元性を表す大蛇アポーフィスの対極に位置する｡したがってオシリスの物語はいうなればマアトとアポーフィス､すなわち真実と幻影との間の闘いを表したものだ｡
神話では､弟のセトが兄オシリスを殺してその体を小さく切り刻んだうえ､その断片を世界の各地へばらまいてしまう｡これは二元性そのものや､ものごとの総体性を保たずに細かく刻んでばらばらにしてしまうという二元的思考を象徴する記号だ｡そして､簡単に言うと､オシリスにはホルスをいう名の息子がいて､ホルスが父の仇をとることになる｡ホルスはマアトの象徴であり､セトはアポーフィスの象徴だ｡したがってホルスは真実､遍在性､恒久平和の具現者であり､セトはニ次元的性質の具現者ということになる｡
・オシリスの物語はこの両面の対立についての神話で､その最終的な結末はセトとホルスが融合して､区分はあるにせよ一人になったセト－ホルスという存在が出現したというものだ｡…

・これは錬金術的解釈によれば､人間とは幻影と真実とが混じりあって合体したものであるという意味だ｡…｡全ての人にはそのような神的であり悪魔的であるという要素がある｡錬金術や神話が言わんとしているのは､人には無慈悲で嫉妬深く､狭量で怒りに満ちた部分があると同時に､高貴で愛と思いやりにあふれる部分があるという真実を知るべきだ｡
・引き続きここで問われるのは､あなたの行為がそのどちらから生じているかという問題だ｡すなわちセト的性質とホルス的性質のどちらの発現を選択するかだ｡どちらも､いつでも発現可能な状態にある｡人生とは､そのどちらを選んで表現するかという自由選択による決定の連続に他ならない｡古代エジプトの神秘学派では､秘儀参入の行動原理がこのどちらからきているかを､神官たちが精査して読み取っていた｡その人がホルス寄り､セト寄りである場合には…内なる教えや秘技の使用許可は下りなかった｡そうしたアンバランスな者に力を与えることは危険だったからだ｡…今日ではそうした確認を各自で行わなければならないため､当時のようなかたちは存在していない｡
・現在地球はより高次の振動エネルギー場へと移行しつつあり､セト的性質やホルス的性質を含むすべてがその影響や刺激を受けている｡今､人々の多くが地球の波動の上昇に対する反応として､自分の最悪な性質と最良の性質の両方､またいずれか一方を表出させている｡意識するいないに関わらず､あなたの日々の生活が選択をうながす機会を提供している｡あなたは日常の場面で､セト的性質である怒りや嫉妬や狭量さや不寛容から反応するだろうか｡それともホルス的性質である愛や思いやりや思慮深さや真実から反応するだろうか｡その感情反応が日ごと展開していく運命や今後の方向性を決めるのだ｡日々あなたが選択する一枚一枚の敷石が天国に至る道を築くこともあれば､地獄に続く道を築くこともある｡
Ｖ…今日の地球上の人類が自分のしていることを測る目安というものはあるのだろうか｡日常生活がスムーズに運ぶということは､ひとつの好い例だと思うが､ほかに何か自分の進歩が評価検討できるような簡単な方法があれば聞かせてほしい｡
Ｈ…､外面的に生活が順調であることは霊的進歩の基準にはならないということだ｡｢正しいこと｣をしていれば､人生は完璧になると信じている人々がいるようだ｡そういう人にかぎって否定的なことが起きるとそれは何かの間違いだと思い込んでしまうようだ｡
・人が人生で出遭うのは｢表層的出来事｣であり､それは意識の表層部分(つまり三次元の現実)で起こっているということを理解しなければならない｡ものごとの表面下には､意識そのものの深層から影響を及ぼしてくる巨大な見えない力が存在する｡意識はあなたをとおして表出するかもしれず､文化や地球の変動やさらには宇宙の想像もできないほど膨大な力をとおして表出するかもしれない｡
・あらゆる出来事はあなた一人の力でつくられているわけではない(ただし､それらの知覚は疑いなくあなた一人によるものだが)｡個の力､文化の力､地球あるいは宇宙を基盤にした力など､さまざまな力の相互作用が､あなたの運命を決定する表層的出来事を創造しているのだ｡
・あなたの人生で顕在化する力のいくぶんかは､あなたの側における思考や感情や行為の結果であり､もとをたどればあなたが自分の意識という土壌に播いた種だ｡そのなかには最近つまり現在の転生で播かれたものもあれば､もっとずっと古い起源のものもある｡ここでは時間は問題にはならない｡今以外の転生であなたが抱いた考えや行為も､現世でカルマ的影響をもつ可能性がある｡これは罰せられることとは違い､魂がみずからの行為のもたらす結実を確認する機会なのだ｡
・進化あるいはアセンションしつつある魂にとっては､人生における出来事は目を見張るほど素晴らしく美しいものとして映る｡なぜならそうした出来事は癒しを､わけても過去に癒しをもたらす機会であり､過去を癒すことは意識のアセンションにきわめて重大だからだ｡したがって､あなたの人生にいかなることが起きようとも､それを気づきと思いやりと知的な選択をもって受け入れてほしい｡あなたの運命を過小評価しないでほしい｡出来事をある種のあきらめや忍従として受容するのではなく､実際に起こっていることの認知として受け入れてほしい｡自分の状況を｢自分のもの｣として受け入れることから､そうした出来事を変えていく方向へと動けるようになるのだ｡その変えていく力は､すでにあなたのなかにある｡
・このような受容の内的姿勢は自己への愛と時宜にかなった行為の倍音によってあなた自身を高めることになる｡そして､より高次の運命と､大いなる霊的パワーの種が播かれるのだ｡
第13章　いまだ問われざる問い 

Ｈ意識の領域や高次意識への可能性を探求してきたなかで､あなたの問う質問が､あなたの受け取る答えを決定することにおそらく気づかれたのではないか｡そこでこの最終章は｢いまだ問われざる問い｣と名付けたいと思う｡答えは質問そのものに包含されているから､もっとも得るところの大きな回答がそこにおのずと姿を現すような､的を射た質問をすることが大事だ｡私達が人類の進化のパターンを見る限り､人類の大半が自分の小さな世界や欲望や願い､あるいは個人的なファンタジーの満足にはまり込んでいることは明らかだ｡いうなれば各人がばらばらに動いているかに見える｡したがって人々の中心的な関心事は｢自分はここから何を受け取ることができるのか｣という問いになる｡何かがあるとほとんどの場合､人が自問するのは｢ここで私が得られるものは何か｣というものだ｡そして､それが人の最初の排除のプロセスだ｡むろん､なかには少数だがこうした内的姿勢を卒業した人もおり､これには勇気づけられる｡しかし､大多数の人はまだまだ多くの部分で気づきのない状態にある｡
・友であるみなさん､いまだ問われざる問いとはその回答があなたに最大の自由と進化への最高の加速と気づきの厖大(ぼうだい)な広がりとあなた自身の意識のもっとも偉大な統御(とうぎょ)をもたらすような問いのことだ｡生命に関するもっとも深淵で奥深い神秘への答えはこの重大な問いの中にあるのだ｡その質問の文脈は､人は進みゆく大いなる生命体験の一部であるという悟りから生まれる｡生命は自らを生き､あなたを含め無数の形をとって必然的に自らを表出させているのだ｡
・脳内にあるニューロンについて個の意識という現象…肉体における自覚…

・人であっても植物や動物であっても､地上にあふれる存在はみな､より大いなる生命の一部であり､いうなればその大いなる思考の表出であると言えるのだ｡
・人は地球にとってのニューロンなのだ｡したがってほとんどの人がもっている｢ここで私が得られるものは何か｡この場面で､この出会いで､私自身のためになるものはあるか｣という問いかけは､その性質において限定的な回答のみを引き出すことになる｡
・あなた自身の必要性や願望という意識をシフトさせ｢この状況で少しでもよい結果をもたらすために､私にできることは何か｣という､いまだ問われざる問いに転じることであなたの意識は進化する｡文脈ががらりと変化したのがわかるだろうか｡
・あなた個人の要求のみに注目し専心していたのが､さまざまな形を通して集合的表出がなされる生命レベルにまで自身の意識を拡大するという選択があなたの意識を通してなされたのだ｡
・｢愛されたければ､愛しなさい｣という言葉があるが､これも今論じている問いにつながる｡もし自分が愛されたいと望むのなら､愛のエネルギーを自分以外の人にまで広げてほしい｡あなたの愛があふれ出し､人々にまでとどけば､磁気と共鳴の法則により愛は反響してあなたに返ってくる｡ただしこの素晴らしい法則を使うにはあなた自身が自分の信念や反応や欲望という小さな世界を超越している必要がある｡自分を犠牲にすることなく､可能とあればバランスのとれた統合性のあるやり方で他に手を差し伸べるという意識を広げることで､個人の気づきは大いなる全体へと拡大する｡あなたにかぎらず､まわりに存在するありとあらゆるもののなかで､何が自らを表出しているのかに気づけるようになった時､あなたの意識は大きく広がるだろう｡
・それはあたかも脳内のそれぞれのニューロン個体が変容し､脳内のニューロン銀河の全貌に目覚めたかのようなものだ｡これは意識の焦点に関わるとてつもない大変化であり､あなたの生命を生命全体貢献するために使うなら､いまだ問われざる問いがあなたに開示される｡
・生命に貢献するために自分の生命を使うという生き方は､自分のために自分の生命を使う生き方とは文脈を異にする｡
・自他のなかを流れる生命とその表出のために生きれば､自分のための選択と､他との相互作用における選択､つまり生命を肯定し､広げ､慈しみ､生きとし生けるすべてを聖なるものとしていだくという選択に導かれるだろう｡生命そのもののためになる生き方への移行プロセスを開始したということは､大きな可能性と機会の海に漕ぎ出したことになる｡そして､すべての結びつきと宇宙全体を流れる意識の絶大なパワーが見えてくるため､日常はそれまでよりはるかに豊かで満たされたものになるだろう｡ひとたびそのレベルに達すると､みずからの生命の神聖さがわかり､感じ､体験されると同時に､自分以外のすべての生命も等しく神聖であることを悟るだろう｡
・だれそれかまわず自分のパワーを与えてしまったり､自分を犠牲にしてまで人の面倒をみることではない｡すべては互いにつながりあっていることに目覚め､ただ自己中心的な興味のためでなく大いなる利益への関心から行動することによって､ありとあらゆる存在を尊重するという意味だ｡あなたが進化を続けアセンションの螺旋､つまり意識の螺旋を上昇すれば､集合的福利に対するあなたの見方も変わるだろう｡
・すべては知覚者であるあなたの意識状態と相関的に知覚されるからだ｡…｡どんなものも知覚者の意識状態を通して知覚されるため知覚されたものはすべて意識状態と相関関係にある｡したがってある意識状態では否定的な事態に思えたものが､現に別の意識状態では肯定的なものとして体験される可能性があるのだ｡
・あなたがたの暮らす相対的宇宙においては拘束力のあるもの､絶対的なものは存在しない｡唯一､絶対不変であるのはあなた自身の意識のもっとも深奥(しんおう)なる不動の中心だけなのだ｡
・生命そのものの進化や､意識および生命の成長と連動しはじめたら､あなたの意識は想像も及ばぬ形で高められるだろう｡奇跡は存在する｡
あなたが生命に貢献するように生きるとき､さまざまな機会への道が開かれ､あなたの運命は変わる｡なぜかというと､その波動が瞬時にあらゆるものごとを変えてしまうからだ｡過去は変えることができ､未来は想像をはるかに超えた機会として訪れる｡だから､ぜひとも多くの霊的教師やマスターや聖人たちが実践しているような生き方と体験をあなたにもしていただきたいのだ｡ためしにこれを数週間実践してみて､何が起きるか見てほしい｡人々や動物たちに親切にできる機会があれば行動で示してほしい｡また他を思いやれる機会があれば､思いやり深くあってほしい｡
・もしだれかの話を聴く機会があればその恩恵を受け入れ､話に耳を傾けてほしい｡あなたの考えや計画を押し付けることなく､充分に心ゆくまで聴いてほしい｡あなたが人の声に耳を傾け､受け入れると､その人との関係がたちまち大きく変化するのがわかる｡｢この状況に少しでもよい結果をもたらすために私にできることは何か｡私を通して生命のもっとも深遠なる目的に貢献するにはここで私は何ができるのか｣このいまだ問われざる問いを発する時､奇跡があなたを待っている｡
・あなたを解き放ち､悟りへと導き､高めるための鍵を握るのはあなた自身だ｡その鍵はあなたの気づきのパワー､選択する力､そして共鳴振動の法則によって獲得される｡共鳴振動の法則は､あなたが共鳴したものは何であれ顕在化することを確約している｡よってあなたの意識が至高の真実に共鳴すれば､この世のものとは思われないほど崇高で素晴らしいものとして人生を体験するだろう｡
・一方あなたが闘いや我欲や自他を締めつけるような意識の波動で生きれば､生き地獄のような人生を体験するだろう｡そうした領域はすべて同時に存在しており､どんな瞬間にもあなた自身によって活性化される｡実際､それらはあなたの日々のあらゆる選択をとおして毎瞬のように活性化されているのだ｡(～P295)
・大いなる生命のためにあなたの生命を使い､あなたによって表現されているその意識の進化のために生きるあいだに､あなたは天の領域につづく階段を一歩一歩確実にあゆんでいるのだ｡どんな選択をするにせよ､あなたの自己統御の才や表現の自由を感謝して認めてほしい｡自他を含むすべての存在をとおして表出される意識の進化のために生命に貢献して生きることを､すでにもう選択している人も､今まさに選択した人も､わたしたちは兄弟姉妹のあなたを喜んでこの意識の旅にお迎えする｡まさに素晴らしい選択だ｡
Ｖあらゆるものごとは知覚する側の意識関係にあるとの話だが､ではあなたがたハトホル意識とこのように交信しているとき､この目覚めの時期にあなたがたや霊的存在から情報を受け取るにあたって､私たちの最高次の意識状態とはどのようなものか｡
Ｈ私たちをありのままに知覚できるあなたがたの最高の意識状態は､あなたがたの最高の意識状態は､あなたがたが愛と呼ぶ振動エネルギー場であるというのが私たちの考えだ｡これは見境のない愛のことではない｡物事に対する目覚めのない調和からはずれた愛ではなく､気づきの重要な部分である眼識を備えた愛をいう｡あなたの内側で愛の波動のあるところから物事を眺めると､あなたの五官が告げてくる情報よりも､はるかに明確にものごとを本来の姿が知覚できるのだ｡
・愛や相互のつながりに目覚めた内的姿勢とその感覚の波動から行為すれば意識は高められる｡そうした高みにおける直観やグノーシス(霊的知識)や理解は､これまでよりずっと直接的で明晰なものになる｡そのようにすれば､私達からであれ､ほかの銀河文明からのものであれ､また霊的な接触からでも､人からもたらされるものでも､あなたは差し出された情報を最高次の眼識と解釈をもって受け取ることができる｡
Ｖ｢あなたがたの暮らす相対的宇宙においては､拘束力のあるもの､絶対的なものは存在しない｣と言われたが､相対的宇宙の外側あるいは向こう側には絶対的宇宙が存在するのだろうか｡また､相対的宇宙とはどういう意味か｡
Ｈ絶対であるものは､実際には相対的宇宙にびっしりと埋め込まれ､互いに浸透ないし交差しあっている｡絶対的であるものは相対的宇宙を保持しているが､逆説的にそれ自体の場所は持たないのだ｡なぜなら絶対であるものはあらゆる場所に同時に存在しているからだ｡絶対であるものは､人類が現在用いる科学用語でいう量子場に存在している｡
・相対的宇宙とは､あなたが感覚を通じて知る世界のすべてをいう｡なぜならそこに生じているものごとはみな､それ以外のものごととの関連において存在するからだ｡まったく他と無関係に存在するものは何一つない｡すべては相互に関わりあっているのだ｡
・例えば地上の草木がストライキを決行して酸素の生成をやめてしまったとすると､人類の文明はほどなく消滅することだろう｡あなたが知っているような生命はなくなるだろう｡したがって､傲慢にも人類が自然の頂点に君臨していると考えるような人でも､現に植物界の関与がなければ滅びてしまうのだ｡すべてはつながっている｡私達はみな､お互いに関連しあっている｡ここ以外のさまざまな次元においても互いに関わり合っているのだ｡(～P297)
・ここ以外のさまざまな次元においても互いに関わりあっているのだ｡だからこそ現在地球で起きていることがこれほど重大かつ重要なのであり､その結果を見守ろうとする多くの観察者をほかの領域からも引寄せているのだ｡これほど観察者を集める理由は､いま地球に起こっていることが次元間に反響し､別の宇宙にまで影響を及ぼすことになるからだ｡このように､あらゆることが本当につながっているのだ｡
Ｖ地球で起きていることがどうやって他の宇宙に影響を及ぼすのか｡
Ｈ惑星のアセンションが起こりつつある現状では､オクターブがシフトするため膨大な反響が発生する｡⇒例：ピアノの演奏で１オクターブ高い鍵盤に移って演奏を続けたときの急激な変化について⇒それと同じことが今ここで起こっているのだ｡
・地球がより高次の次元ないし､周波数に変化すると､地球に関連するもの全てが残らず影響を受ける｡それには人類だけでなく､すべての有機体が含まれる｡あなたがたの太陽系も影響を受ける｡さらに共鳴振動の法則により宇宙のほかの部分も､さらに他の次元すらも影響を受ける｡したがってこれから起きようとしているのは非常に決定的なことで､そのプロセスを理解していたり､ここまで観察に来る手段を持っていたりするものにとっては極めて興味深いことなのだ｡
Ｖ観察者はどうやってここまで来るのか｡
Ｈ意識をシフトさせて時間と空間を畳み､物理的に地球に来なくとも､意識の一部を地球に実際に存在させることのできるものたちもいる｡
・アストラル旅行と呼ばれる手段で移動する方法を見出した文明からの存在も地球の精妙な領域に来ている｡
・あなたがたの言う宇宙船を使って物理的な移動力を獲得した文明もいくつかある｡(彼らの乗り物は物理的な装置には違いないが､地球で通常使われる宇宙船という言葉の意味合いは､実際はあまり正確なものではない｡)
・天の川銀河のこの腕において､ある重大なことが進行中だというニュースはもうすでに発信されており､それが多くの活動を喚起している｡
Ｖそうした存在が地球に来るためのプロセスにおいて､その理由はともかくとして､だれがだれで何が何なのかを見分けるにあたり､人類にとって危険な性質を帯びていることはないのだろうか｡だれが好意的でだれがそうでないのかは､どうすればわかるのか｡たとえば私達の言うＵＦＯのようなものに…遭遇した場合…どう自分を守ればよいか｡
Ｈあくまでそれがあなたを守り､あなたの運命を高める最善の手段であることを踏まえてのアドバイスだ｡それは｢愛する｣こと｡愛は最高次の波動､ならびに本源的オクターブだ｡また､愛は全宇宙と全次元に共鳴する基音でもある｡この音はあらゆる世界､あらゆる原子をまとめる維持機構であり､すべての結びつきを支えているのだ｡
・この基音や基本波動のなかに入ればいかなる出来事に遭遇しても､それに侵害されたり影響されたり傷つけられたりすることはない｡この愛のエネルギー場にあるということは､攻撃され得ないほど純粋な光に包まれたような状態をいう｡私達の言う愛は､人々がふつう考えるような愛でなく､精妙なエネルギー諸体のすべてに共鳴し､実際に倍音共鳴を生み出すほどパワフルな波動としての完全なる愛だ｡その愛あふれる倍音共鳴のなかにあれば､あなたは守られる｡そうした愛の状態にある場合は自分を何かから守る必要性はまったくないため､守るという言葉はあまり的確ではない｡純正かつ深遠なる愛の波動をもては､どの象限からどのような存在とも､それが既知あるいは未知の宇宙からであろうとも､安全に出会うことができる｡
・したがって､地球外知的生命体と出会った場合に自分を守ることについては､愛の状態にあることが目標となるが､しかしこれはこういったケースにそなえるという以上にずっと大切なことなのだ｡
Ｖ…過去数十年のあいだにＥＴに誘拐されたり､ネガティブな体験や苦難をこうむったりした人についても､もし愛の状態にあればそうした事態は避けられたことになるのだろうか｡
Ｈものごとはそれほど単純ではない｡…誘拐されてインプラントを埋め込まれた…､というネガティブな体験をした人々に愛がなかったという意味ではない｡それは違う｡そういうことが起きたのは､カルマの可能性に加えて､それらの人々の愛の倍音が自らを守りきれるほどに強くはなかったというだけだ｡問題は単に本人の愛の倍音がどれほど強かったかということなのだ｡
Ｖグループで一緒に瞑想をすると､より高次の倍音を生み出せるという理由も､そのへんにあるのだろうか｡
Ｈあなたが学んでこられたように､愛のもとに二人以上の人が集うとき､そこにはその二人のパワーを合わせた以上の､言うなれば三番目のパワーが生じる｡
Ｖ今日ではさまざまなチャネラーが情報をもたらしているが､私達の意識を超越したレベルからの情報を受け取るにあたって､どのような眼識を養うべきかについてコメントをお願いする｡
Ｈ何よりもまず､姿や肉体のない存在による情報だからといって､それが人間存在による情報よりも価値があるとか優れているなどと自動的に決めてかからないでほしい｡肉体がないことはその存在が賢明である決め手にはならないからだ｡…情報の識別にあたっては､人の持つ二つの基本的な力を使ってほしい｡心の力と､思考の力すなわちあなたがたの言う洞察力だ｡(～P302)
・聞かされたことを鵜呑みにせずに､あなた自身の心でそれをどう感じるか､真実であると感じられるかどうかを見てほしい｡心のフィルターをとおしたら､その次には論理的に考え､推論し､探求する能力を使ってほしい｡情報を慎重に検証し､熟慮して､その勢いが持続するかどうかみてほしい｡さらに､日常においてそれがうまく機能するかどうかを確かめてほしい｡このことは､私達が伝えるすべてについても当てはまる｡
Ｖ体をもたない存在からの情報として､インプラントはアセンションの助けになる…という見解があり…
Ｈ自分という存在の一部でないものや調和的に適合しないものを…不適切で…危険である可能性さえある｡あなたがたは自分という存在の土壌を耕し､種の発芽と結実をうながすことだけだ｡それは愛と思いやり､そして眼識と洞察力によってなされる｡
Ｖときに地上の人間にとっては､多岐にわたる意識の領域や次元についての話があり､しかもそれらの意識がすべて同時に存在しているということが混乱を招く要因の一つだ｡私達は肉体にありながら､どうすればそれを理解できるのか｡非常に大きな質問であることは承知しているが､多くの人が挫折感を抱くのがそこなのだ｡
Ｈ私達の見方では､意識はみずからを物質として､あるいは物質によって表現し､その物質は意識によって生命へと高められる｡その生命は徐々に複雑化して高度なものとなり､最終的に自然との関わりにおいて自己という自覚を保った意識を持つようになる｡そのとき生命は自分と自然の内奥あるいは背後にある力とのあいだの関係を認識するにいたる｡その力が､あなたが神と呼ぶものだ｡
・現時点の人類にあっては､そうした高次の意識状態への移行プロセスは人間という形態をとおしてなされる｡私達はこれを呪いや刑罰とは見なさない｡むしろ､時間や形に制限されたものでバランスを取るという比類のない方法によって意識を拡大するための素晴らしいチャンスであると考えている｡これは独特な二分法と言える｡あなたのなかで時間のない側面と､時間とともにある物質的な側面という二つの間の圧力が錬金術的な磁力の流れを生み出し､そうした流れによって意識が高められるのだ｡
Ｖ以前ハトホルは別の宇宙からやってきた存在であると言われたが､…どのようにして可能になったのか｡
Ｈあなたがたの三次元の宇宙は､無数に存在する宇宙の一つにすぎない｡私達の出身地はいわば｢非物理的｣で､その宇宙は主としてエネルギーや光や音から成っており､人類が三次元世界で体験するような物質は基本的に存在しない｡私達の世界を構成する｢粒子｣は人類の基準からすればきわめて淡いものに映るだろう｡あなたがたの宇宙は約99％が空間だが､私達の宇宙はそれよりさらに固体性に乏しい｡
・宇宙は幾何学的な形状に広がっている｡超空間的な見方では､それぞれの宇宙がある種の球体ないしドーナツ型に閉じ込められたような状態だ｡そうした宇宙は列状あるいは螺旋状に並んでいるが､方法はともあれ､別の宇宙に｢ぽん｣と飛び込んだり飛び出たりができるのだ｡
・地球上の位置を特定する座標(緯度と経度)を確認すれば､あなたの体を三次元空間に見つけることができる｡そして､三次元空間における地球の位置は､太陽その他の天体との関係から特定される｡それは｢天の川銀河｣の渦巻きの腕の部分にあたる特定の領域に位置している｡｢天の川銀河｣にしても､あなたがたの宇宙にある何千という銀河の一つに過ぎず､それぞれの銀河はほかのあらゆる銀河とのあいだに三次元的な空間関係を有している｡したがって､あなたがたの三次元宇宙では何か､あるいはだれかの位置を特定する場合に空間的位置が非常に重要になるのだ｡
・ところが非物理的超空間ではそのかぎりではない｡非物理的領域では､位置は空間によってではなく､思考と感情を合わせた意識の繊細な特性によって決まるのだ｡換言すれば､私達がだれかと交信したいときに､その人の空間的座標は必要ないということだ｡私達はただその人を｢思考｣に浮かべ､その人のかたわらにいる自分を感じる｡すると倍音共鳴の諸法則により､私達の意識の一部がその人を｢見つける｣のだ｡こうした能力はあなたがたにもあり､それを発達させるかどうかの問題にすぎない｡
・あなたがたの宇宙と私達の宇宙の境界には､二つの通路しか知られていない｡非物理的超空間から三次元世界へは､シリウスのような｢扉｣ないし､入口を通るか､あるいは物質自体の基層を通って入ることができる｡時空間や物質の基層に入ると､同時にあらゆる場所に存在することのできる遍在性と､三次元だけでなくあらゆる次元に広がる多次元性とをあわせ持った意識の側面に接触することになる｡あなたがたの宇宙の基層､あるいは地球の物理学者のいう量子場が接触するプロセスは､意識そのものの働きによってなされる｡やり方はともあれ､原子内部の粒子のまわりに浮かぶ｢ミクロの扉ないし入口｣を通ってこの世界に出入りできるのだ｡しかし､私達があなたがたの宇宙に入るのに使ったのはこの経路ではない｡
・数回の例外をのぞき､私達はシリウスの銀河の扉ないし入口を通ってあなたがたの物理的宇宙に入っている｡(～P306)
Ｖ地球の著名な物理学者のなかには､宇宙ホログラフィー(※物体にレーザー光などの過干渉性の光をあて､そこで得られる光ともともとの光との干渉パターンを感光板に撮影し(ホログラム)､これに光をあてて物体の立体像(ホログラフ)を再現する方法)的であると確信している人もいる｡これはあなたがたの解釈と同じことなのだろうか｡
・はい｡…人類のホログラフィーに関する科学は､｢表面を引掻いたにすぎない｣という言い回しよろしく､まだ揺籃期にある｡物質とエネルギーには互換性があるというのがわたしたちの見方で､それは地球の科学も実証している｡
・具体的に言えば､すべての物質は本質的に｢閉じ込められた光｣､あるいは振動の速度を落とした光なのだ｡ホロブラフィーは､レーザーという高度に位相のそろった光線を用いた映像の特殊撮影により､三次元的映像がつくり出せることを示している｡現像された映像を撮影時と同じ角度で見ると､三次元的な立体像が現れる｡
・実はこれは毎瞬あなたの日常で起こっている現象なのだ｡あなたが揺るぎない実体として体験している物理的世界は､物質のホログラフィー的性質によってつくり出された蜃気楼だ｡あなたの意識にしても､文字どおり位相のそろったレーザー光線のようなものだ｡
・そこで起きていることのすべては､人類が全員で同じものを｢見る｣ために､自分たちの意識のレンズをどういう角度で構えるかについて合意した､その映像なのだ｡けれども人類の神経はものごとのそうした現れに拘束されているわけではない｡
・意識の焦点をどうあてるかで､この世界の感知のしかたは変えることができる｡しかし､これはあなたがふだん考えるよう思考をとおしてなされるわけではなく､気づきと意図の強い連携をとおしてなされることだ｡気づきと意図が合わさると､文字どおり時間と空間の構造が｢ワープ｣して､まったく異なる世界を知覚するようになるのだ｡
・自分自身ならびに世界の体験は､基本的に意識のもっとも深いレベルにおいて自分自身によって創造される｡思考と物質が出逢うこの深遠なるレベルでは､物質のホログラフィー的性質があなたの脳や神経系を通じて表出されるのだ｡あなたは｢客体｣｢外界｣という｢実体ある｣三次元的現実として､世界を体験する｡しかしながら実際あなたの現実は少しも客観的でも外界的でも､実体的でも三次元的でもないのだ｡そうした幻影は､あなたの気づきの焦点のありかたによって生まれ､保たれる｡そのプロセスはあなたが両親や先生や友達から(ほとんどの場合は無意識のうちに)教えられて会得したものだ｡教え込まれた知覚の習性は変えられる｡もし､あなたが今ここで論じていることを直接体験したいと望むなら､この知覚の習性を変えることが非常に重要だ｡その点でも本書のエクササイズは大きな助けになるだろう｡これらのエクササイズはあなたの神経系がこの｢隠された現実｣を知覚できるように穏やかに調整してくれるからだ｡
・地球の科学も実証しているように､ホログラムには情報を埋め込む独特の性質がある｡たとえばホログラムを撮影し､その映像を小片に切り分けた場合､どれほど細かな小片にも､それぞれの小片には非常に小さい全体映像が保持されるのだ｡ホログラムは､部分のなかに全体を包含している｡宇宙全体が本来ホログラフィー的で､あなたはその一部なのだから､あなたは自分の体内にあなたの宇宙のホログラフィー的全現実への進入路を有しているのだ｡同様に､非物理的次元への進入路も有していることを付け加えておこう｡
Ｖ…｢生命に貢献する生き方｣についてだ｡日々の生活で｢生命に貢献する生き方｣を健全かつ堅実に実践するにはどうすればいいか｡(～P308)
Ｈ出会いのすべては生命に貢献するチャンスだ｡買い物をしているときも､ガソリンスタンドに行くときも､…､人に親切にし､思いやるチャンスだ｡ところが気が急いていたり自分のことで夢中になっていたりすると､まわりの人々がまるで物体のようにしか映らず､せっかくの神聖な瞬間を逃してしまう｡つまり生命に貢献するチャンスを逃すことになるのだ｡しかし､同様の状況でも一瞬立ち止まって､自分が｢聖なる神秘｣をその人と分かち合っていることを思い起こせば､あなたは生命に貢献するチャンスを手にしたことになる｡
・…どんな方法であれその人が単なる物体ではない何ものかの存在であると認めたことを相手に伝えるだけで､あなたは確実に生命に貢献したことになるのだ｡あらゆる人間関係はすなわちチャンスだ｡どれだけ言葉を発したか､行動したかよりも､あなたが自分のエネルギー場に保持している感じ方や内的姿勢がものを言うのだ｡…出会う人はみな大いなる宇宙の一部であるという内的な姿勢をただ保ち続けることだ｡なぜかと言えば､それが実相に寸分たがわぬ描写だからだ｡あなたが本心からそのことを信じ､心に銘記するなら､まさに神聖で尊厳あるものを生み出していることになる｡
・｢神聖｣の本来の意味は､全体性の概念や全体になるということに由来する｡だから､全体になることは意識のなかで大いなる宇宙を統合するという聖なる仕事をすることなのだ｡これは人どうしの間でも､また人とペットや…その他の生命形態との間でもなされる｡存在から存在へとなされる本質的な行為だ｡出会う存在のそれぞれに内なる価値を見出すことで､あなたは生命に貢献する｡たとえ相手が見ず知らずの人でも､背景や信仰がわからなくとも､その存在もまた生命の一部であるとあなたが気づいていることを相手に示してほしい｡あなたのエネルギー場にそうした意思を保てば愛と受容が相手に伝わる｡それが生命への貢献だ｡
Ｈ本書をむすぶにあたり､ひとこと申し上げる｡人類､ひいてはあなた自身の中に存在している大いなる神秘は自ら明らかになってあなたを魅了する日を待っている｡それがかなうために必要なのは､あとほんの少しの愛だけだ｡どうかあなた自身を愛してほしい｡あらゆる存在を愛してほしい｡必要なことというのは､それほどシンプルだ｡どんなときにも､どこにいても愛と共にあるように｡あなたの霊的な友ハトホル
[image: image10.png]


天と地から入ってプラーナ管を通るエネルギーと光の流れ↑
1)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ<パートＡ>

図２を参照｡
5 大地につながっているプラーナ管をとおして息を吸い上げてください｡
6 一呼吸で､大地からプラーナ管へと息を吸い上げ､体の力をぬいて､ため息のようにそれを吐き出す｡
7 二回目の呼吸では､頭の上から息を吸い込み､天のエネルギーを体内のプラーナ管へと引き込む｡
8 また体の力をぬいて､ため息のようにそれを吐き出す｡
これをプラーナ管へのエネルギーの流入をはっきりと感じとることができるまで､何度かくり返す｡
・この第一段階は､プラーナという精妙なエネルギーの流れが､大地からプラーナ管をとおって上昇し､天からも同じ管に下りてくる感覚を感知しはじめることがすべてだ｡
・リラックスのための音楽をかけるのもよい｡そうすることでくつろぎ､意識が内側を向きやすくなるため､このプロセスが促進されるという意見が少なくないからだ｡静寂を好む場合には､むろん音楽はなくともよい｡屋外の清澄な自然のもとで行うと､とりわけ効果的だ｡

1)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ<パートＢ>
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・プラーナ管にプラーナを引き入れ､それを肉体のすみずみまで循環させること

《 ステップ １ 》
・前と同じように､息を吸いながらプラーナを大地からプラーナ管へと引き上げる｡
・そのまま一瞬息をとめ､ため息とともにそれを吐き出す｡
・意識はプラーナ管に集中させる｡
《 ステップ ２ 》
・今度は息を吸いながら､プラーナを頭の上からプラーナ管へと引き込む｡プラーナ管に意識を集中させ､そのまま一瞬息をとめる｡
・それからあなたの意識を体全体に移して､溜めた息を一気に吐き出す｡するとプラーナは､意識の法則 (｢エネルギーは意識にしたがう｣ ) によって､プラーナ管から肉体へと流れはじめる｡エネルギーがプラーナ管から肉体へと流れ出るのが感じられるまで､このプロセスを続ける｡
・最初はごく微細な感覚だけだったり､プラーナの流れを感じやすい部分とそうでない部分があったりするかもしれないが､最終的にはプラーナが肉体の中を移動するはっきりした感覚が得られるようになる｡
・あなたの意識がさらに澄んでくれば､プラーナが肉体以外の精妙なエネルギー諸体に流れ込むのに気づくかもしれない｡プラーナが実際の肉体から外へ浸透し､広がるようにしてほしい｡これは確実に ｢カー｣を増大させプラーナ体を発達させるのに役立つ｡
・このレベルをマスターすると第三段階に進む準備が整う｡
1)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ<パートＣ>
・第三段階は､あなたが特定の感情エネルギー場をとおして引き込むことによってエネルギーを｢適性化｣する｡この感情エネルギー場は､あなたというエネルギー体に高水準の整合性をもたらすものであり､あなたに築きうるもっとも強靭で増幅可能なエネルギー場となる｡
・この感情エネルギー場の理想的条件とは､人類が｢無条件の受容｣あるいは｢無条件の愛｣と呼ぶもの｡
・パートＡとＢをマスターしたうえで実践するのがこの段階ですから､プラーナがプラーナ管の中を流れ､それが肉体を浸してゆく感覚がはっきりと充分に知覚できるまでは､パートＣを行わない｡
・ひとたびプラーナの動きを感じとることができ､次の段階に進めば､胸部中央のプラーナ管の前側に位置するハート・センターに気づくだろう｡ハート・センターに意識を向けたままで､無条件の受容､無条件の愛の感覚を喚起してほしい｡
・ハート・センターすなわちハート・チャクラは､心臓と同じではなく､胸部の中央にあるエネルギーの渦 (ヴォルテックス)であり､最近科学的な量化と測定がなされたばかりです｡実にチャクラが音と色彩を放っていることを科学的研究が示唆している (詳しくはトム・ケニオンの著書 “Ｂｒａｉｎ Ｓｔａｔｅｓ” 〔脳の実態〕 に記されている)｡
《 ステップ １ 》
・胸中央にあるハート・チャクラに意識

・無条件の受容､無条件の愛の感覚を喚起｡それ自身を感じて､頭では考えない｡
《 ステップ ２ 》
・そのまま､息を吸ってプラーナを地中から上方へとプラーナ管をとおして引き上げる｡その意識を感じたままプラーナ管に意識を向けて一瞬息を止める｡
・吐くときに意識を肉体へと移す｡すると､プラーナ管から｢適正化された｣プラーナが体全体に行きわたる｡
《 ステップ ３ 》
・意識をハート・チャクラに戻し､もう一度､無条件の愛と受容を感じたまま息を吸って､プラーナを頭の上方の空間からプラーナ管に引き入れる｡無条件の愛と受容を感じつつ､プラーナ管に意識を向けて一瞬息をとめる｡
息を吐くときには意識を肉体へと移す｡そして､プラーナ管から｢適正化された｣プラーナが体じゅうに行きわたるようにする｡
図４　天のエネルギーと地のエネルギーがプラーナ管をとおってハート・チャクラ(ハート・センター)にあったり､そこらから｢適正化された｣エネルギーが体じゅうに循環したりする｡
・真の無条件の愛や受容を体験したことがないという人はこのエクササイズを保留にする｡
・無条件の愛と受容を感じる状態になれる人は実習にパートＣを加える｡そうすることであなたの生命力が強靭さを増し､自分が安定した好ましい状態にあるという感覚が高まるのを実感する｡
・練習を重ねる必要がある｡実践しなければならない｡
・私達はあくまで自分たちの解釈から｢カー｣の発達と強化について､またそれを減少させる事柄について述べている｡
・もしあなたがアセンションへの旅を希望されるならできるだけ｢カー｣を強化しておく必要がある｡｣
・あなた自身の新たな存在レベルというものを通じてアセンションの上昇螺旋を上がりはじめることを望むとすれば､｢カー｣を強める必要があると同時に自分自身を傷つけかねないやり方が存在する｡
・性のエネルギーとは位置の上下という意味で､下部のチャクラから発現された｢カー｣のこと｡生殖器をとおして表現される｡
｢カー｣を築きあげるという観点からすると生命力を使い果たすことなく性の喜びやエクスタシーを体験できるような方法で性のエネルギーを高めることが望まれる｡
・性のエネルギーを高める方法はタオ･ヨーガやタントラ･ヨーガ､クンダリーニ･ヨーガ等を参照すること

・性のエネルギーを上部のチャクラに向けて循環させるように保たないままあまりに頻繁に性行為によって性衝動を表出していると､実際に｢カー｣の枯渇をきたす｡⇒肉体の組織や免疫系が弱体化し､エネルギーシステムとしてのあなたの体内に新たに多様なエネルギー疾患を起こすことになる｡
・｢カー｣を枯らすことなく性の深い喜びやエクスタシーに到達する方法がタオの賢者やタントラ･ヨーガの行者によって開発されている｡そうした方法の実践はあなたの生命力を強め､意識を高めることにもつながる｡
------------------------

・｢カー｣に影響を与えるものに食べ物や飲み物がある｡
・人は食べ物への執着が非常に大きい｡
・｢カー｣を築くには｢生命力の高い｣ものを食べることでプロセスが促進される｡―生の野菜や果物､発芽穀物など生命力の高い食物をとる｡
・新鮮な食べ物を無理なく食卓に加える｡⇒身体の声に耳を傾ける｡
・ある程度の意識レベルに達するとどんなものでも否定的な影響を受けないで食べられるようになる｡最終的には食べ物は霊的進化にほとんど関係ないまでになる｡
・食物とくに肉類を消化するには大量のプラーナが必要になる｡
・食べ物に気をつけ､できるだけ汚染されていない清潔な食物を摂ることによって｢カー｣は強められる｡
・水を飲むこともエクサイズ同様非常に大切

・グノーシス(知識)⇒｢カー｣を育てながら自己の意識の上昇を心がけるうちにプラーナの力に気づくようになる｡直感を得､非常に重大なものごとに関する内なる知識に気づきはじめる｡｢ずっと知っていた｣感覚として突如芽生えてくる｡
・グノーシス(｢知識･認識｣)は感覚の質が洗練され純化されたもので｢カー｣が強まることでおのずと進化し､これまで以上に深い魂との結びつきをもたらす｡
・目を日光から隔てないようにする｡
2)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ２<パートＡ>
・座るか横になってくつろいだ姿勢をとる｡
・気持ちよい状態に落ち着いたら過去にあった何らかの特定の場面におけるあなたの感情反応を思い出してほしい｡
・その感情を思い出したら状況のほうは手放してしまい､あとはただその感情のエネルギーを体のどの部分に感じるかに注目してほしい｡
・もし､感情のエネルギーがあまり感じられないようなら､あなたのエネルギー体や気づきに反応を起こすほど強い感覚ではなかったことになる｡(そういう場合はそのときよりも鮮烈ではっきりした感覚を選びなおすようにしてほしい)
・その感情を識別し､たぐり寄せて知覚することができたなら､それが自分の肉体のどこに存在するかが感じとれるだろう｡それはまわりの空間に感じられる場合もあるようだが､たいていは肉体のどこかだ｡そうした感情は精妙なエネルギー諸体の内にも循環しているが､初歩の段階ではおそらくその循環までは感じにくいだろう｡しかし､肉体内での脈動をともなう循環を感じとることはできる｡
・どんなものであれ､その強い感情を感じながらあなたの肉体に意識を向けてほしい｡それがどれだけ大きなものか､それを感じることによる感覚刺激がどれほどかというエネルギーのパターンを感じてみよう｡また､それが脈打つ速さを感じ､脈動の方向が後ろから前か､その逆か､あるいは側面方向か､また動いているのか静止しているのかも観察する｡多くの感覚の特徴すべてに気づき､それらが体のどこに位置しているかに意識を向けてください｡
・そうしたら､次にふたたび過去にもどり､別の状況で生じたほかの感覚を回収してこよう｡その感覚を思い起こしながら､それが体のどこにあるか､その脈動の強さや速さや動きの方向を観察する｡それは右から左に脈打っているか､前から後ろか､それとも逆の方向だろうか｡さまざまに異なるすべての感覚の特徴をできるだけ多く識別し､その感覚のエネルギーが体の特にどの部分にあるかを確認してほしい｡
このプロセスにさまざまの感情(喜び､怒り､怖れ､愛情､安心感など)をあてはめてみることをお薦めする｡それによってある特定のエネルギー･パターンが感情体のどこに保持されているのかを正確に見出すことができるからだ｡
●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ・２<パートＢ>

・一日に一度だけ短い時間を取り､愛と受容の感覚を呼び起こしてそれを数分のあいだ保つ｡できれば終日その優しい感覚を断続的に思い出すようにするとさらにこのプロセスを促すだろう｡
そうした感覚を強めてほしい｡
すると感情体がそれに応じて振動する｡
｢カー｣も反応し､肉体がそれに続く｡
これは素晴らしく気持ちの良い体験であるばかりでなく､より高次元の螺旋へ移行する際にきわめて重大となる整合性の高い感情を維持する能力を高めることにつながり､ＤＮＡの力にもなる｡
3)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ３(P109)
・意識をプラーナにもっていく｡
・最初のエクササイズでしたようにプラーナ管に息を吸い込み息を止める｡
・そして､プラーナが体内を流れるままにしながら息を吐く｡
・これを1・2分続けてからあなたの意識をハート・チャクラ(ハート・センター)に移す｡
・意識をハート･チャクラ(ハート･センター)にとどめたまま､地と天との両方からプラーナを吸い込み､呼気と同時にハート･チャクラ(ハート･センター)をとおして循環させる｡
・プラーナがハート･チャクラに流れ込むようすを想像し､ただそれを感じる｡目的は花びらが開くようにしてハート･チャクラが開くそのエネルギーを感じ､花がどんどん大きく広がってあなたの体の幅いっぱいになるのを感じること｡花びらをしだいに広げていき､心地よいところまで開くにまかせてほしい｡この開いたハート･チャクラの花に意識を向けたまま少しの間憩う｡
4)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ４＜パートＡ＞
このエクササイズでは光の管あるいはエネルギーの導管があなたの体の中央をとおって地球の核にまで届くのをイメージする｡いうなれば､あなたはそこにつながるのだ｡
・そして､今度はその光の管が頭を突き抜けて上方に伸び､今のあなたにふさわしい宇宙空間にまで達するところをイメージしよう｡(人によっては､頭上から出たプラーナ管がそれほど遠くまでいかないこともあれば､宇宙の別次元まで伸びるのを感じることもある｡距離は問題ではない)
・次はハート・チャクラに意識をもってくる｡ハート・チャクラに意識を集中したまま呼吸をする｡ハート・チャクラに意識を合わせ､上から天のエネルギーが下りて､大地のエネルギーが下方から上がってきて､その二つのエネルギーがあなたのハート・チャクラで出合うのをイメージしてほしい｡それを感じてみよう｡
・このエクササイズの目的は上から下へと､下から上へと二つのプラーナの流れというエネルギーの感覚をしっかり把握することにある｡１分間ほど静かな状態を状態を保ちこのプラーナの流れの感覚をはっきりとつかんでほしい｡
4)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ４＜パートＢ＞
・最初のパートＡと同じ｡一つ新しい手順が加わる｡
・ハート・チャクラに意識を向けて天から下りてくるプラーナと地から上がってくるプラーナの流れを感じながら､それと同時に呼吸にも意識を向ける｡
・息を｢吸う｣とき､｢吐く｣とき､さらにその間の｢休み｣のときを､それぞれ意識してほしい｡その間もハート・チャクラに下りてくるプラーナと上がってくるプラーナの流れがある｡呼吸をしているときも､途切れるときも､プラーナの流れは間断なく継続している｡
・もう一度吸気と呼気のリズムに注意を向けながら､ハート・チャクラに絶え間なく流れ込むプラーナの流れを感じとり､二つそれぞれの流れの感覚をつかんでほしい｡とまっては動いてという呼吸の流れを感じると同時にその一方でプラーナ管を通る途切れないプラーナの連続的な流れを感じてみよう｡呼吸のリズムとプラーナ管からハート・チャクラに絶え間なく流れ込む二つのプラーナの流れの感覚をはっきりとつかむ｡１分間ほど続ける｡
・上下双方からハート・チャクラへと流れ込むプラーナの連続した流れをはっきりと感じながら､同時に呼吸も意識できるようになれば､エクササイズをマスターしたことになる｡
4)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ４＜パートＣ＞
・頭の上方からハート・チャクラへとプラーナを引き入れ､同様に下方の地中からも引き入れたら､まず非常に速い呼吸をする｡
・次にゆっくりと呼吸をする｡
・息を止め一時停止する｡
・三つの呼吸パターンのどれを行っているときもプラーナの継続した流れの感覚をつかんでいるようにする｡
・普通の呼吸に戻る｡
・再び１､２分かけて三つの呼吸パターンを練習する｡このエクササイズを続けていくとしだいにプラーナが呼吸パターンとは無関係に自由に流れるようになっていくことに気がつく｡
・すると､あなたは呼吸や感情パターンに関係なくより安定した状態を保つことができるようになる｡
4)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ４＜パートＤ＞
・意識を素早く体内のプラーナ管に移し､それをイメージのなかで地球の核にまで伸ばす｡
こうするとエネルギーが何か錨のようなものに下に引っ張られている感じがするだろう｡プラーナが流れるにまかせよう｡頭上からハート・チャクラへ､地中からハート・チャクラへと､上下からプラーナを自由に流し､それが地球深部に固定されるように意図するだけで､プラーナ管を地球の核にグラウンディングさせることができる｡これを知ることが大切でそれ以外とりたててすることはない｡
・起こるに任せる｡プラーナは即座にあなたの意図にしたがって流れる｡重要なのは意図すること｡プラーナ管を地球の核に固定させ､そこから地のエネルギーが上昇してくると同時に天からもエネルギーがハート・チャクラに流れ込むのを意図することで､感情が安定するようになっていく｡これを一回につき１分か２分かけて練習することを再度薦める｡
・プラーナ管を地球の核にグラウンディングさせることができ､プラーナの二つの流れをハート・チャクラで合流させられるようになれば､みずからの感情を自在に統御できる可能性を手にしたということ｡
・どんな呼吸パターンや感情パターンを体験しているさなかでも､プラーナを途切れなくスムーズに流すことで感情の自己統御力を取り戻すことができる｡
・以前のあなたなら失望や怒りや…　恐怖を感じたような場面で使ってみてほしい｡この方法を練習することでこれまで経験したことのない､驚くほどゆるぎない安定した感覚をもてるようになる｡あなたはこうしたパワフルな状態にあることで､いかなる状況に対しても､より広範な選択肢からふさわしい反応を選択できるようになるだろう｡それはもはや以前のような感情的なぐらつきがないからだ｡
・何かしらの分野や体験において問題を抱えているとする｡こうした場合にその問題を解決する一つの方法として､問題が存在するレベルより一つレベルを下りるか､あるいは一つレベルを上がるかして､その問題と直接的な取り組みを避けること｡問題の上か下の混乱のないレベルから対処する｡これは本質的により高次の周波数をもつ天の領域につながったときにあなたがしていることと同じ｡
同様に､人間の問題にあまり関係のない地のエネルギーともつながることで､上下からの二つのエネルギーがあなたのプラーナ管に流れ込むことになる｡それこそが本来の流れ｡…あなたがしているのはエネルギーの通り道であるプラーナ管を通じて自己の気づきを広げている｡
・感情体の統御は感情の抑圧ではないことをきちんと認識しておいてほしい｡目的は､統合されバランスのとれた状態で感情を深く十二分に感じるということ｡感情や感覚の抑圧あるいは否定は､決してあなたの助けにはならない｡
・すでにある程度､感情面での安定を得､…影響されない人々にもこのエクササイズを学ぶ価値は充分にある｡なぜなら､いま地球は非常に大きな変動を遂げようとしており､ある地域で起きた出来事が地球の反対側にまでエネルギー的な影響を及ぼすから｡あなたがたの世界はつながりあった意識､一つにつながったグリッドに見えている｡…地殻変動や戦争､大量殺戮などで大勢の命が失われるというような大規模なエネルギー現象が起こったときには例外なくグリッド全域に電磁的な乱れが発生する｡
・あなたが自分のプラーナ管とつながり､継続的なプラーナの流れを維持させることによって自分のバランスがとれるようになれば､いわば中心から放り出されるような事態に遭遇しても､みずからの安定を保つことができる｡
このエクササイズはシンプル｡それほど価値と効果の大きい手段｡
疑問の余地なく完璧にマスターしたと確信できるまで定期的な練習を重ねること｡
・これらのエクササイズは人類が日常的においてより高次の意識に到達するのを助ける､時間のかからない安全な方法であると確信している｡自己責任と忍耐強さをもって､これらがエネルギー的現実として有効であることを実感できるまで試してほしい｡
・これらのエクササイズは変動の時期に人類に提供するために私達のグループ内で開発されたもの｡エネルギー論の解釈に関してはアトランティスやレムリア､もしくはそれ以前の時代のハトホル神殿で用いられていた磁場についての基礎知識や解釈にまでさかのぼることになる｡あらゆる人間の形態には磁場があり､北極と南極があり､体の中央にはプラーナ柱すなわちプラーナ管が通っている｡
5)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ５

ある特定の感情とそれがもたらすあなたの感覚反応を思い起こしてほしい｡そして､その感情を感じ､思い出すことができたら､頭からつま先までの体の細胞のあいだに広がる広大な宇宙を､あなたの意識で取り囲む｡
では､その感情が体のなかのどこで体験されているかに意識を向け､それを感じとってほしい｡かなり微細なものかもしれないが､体内のどこかしらでその感情に反応する共鳴振動が起こっているはずだ｡そして､その感情が存在するところに意識をもっていって､深く深呼吸をする｡そして､吐く息とともに､あなた自身でその感情の音を出してみよう｡
これは論理的､思考的プロセスではなく､まったくの自発的､直観的､生物的かつ物理的なプロセスだ｡もともと人間がごく自然にできることなのだが､人によっては教育や育った環境のせいで､この自然なプロセスが難しいものになってしまっている｡
・子どもは騒いではいけない､静かに…と諭されるまでは…いろいろな音を出して感じていることを気の向くままに表現する｡
特に強い感情反応のときに音声を発するというのはごく自然で生物的な衝動的行為だ｡…自然で生物的な生得の性質である､あなた自身のそうした側面を再確認してみることをお薦めしたい｡
6)●自己のエネルギーをマスターするエクササイズ６

しばらく静かにくつろいで､深い平和の感覚を感じてほしい｡(間)それでは､どんな音でもよいから､あなたの平和の感覚をもっともよく表す音を出してみよう｡
・どんな音が出てきたか？その音を何度かくり返して､これからもまた使えるよう覚えておこう｡ストレスを感じているときでも､ただこの平和の音を出すことで､あなたの意識の焦点を平和へと戻すことができる｡日常のなかで特にあなたのためになりそうな気づきの意識を体験したときには､ただその意識状態にあるときの感覚､特に感情に注意を向けて､そこから音や音の流れが発せられるのを聴いてほしい｡自分が生み出すその音に耳を傾けてほしい｡あなたの気づきの意識から生み出された音はその意識の音声シグネチャーの反省だ｡望むときにはいつでも､その音を用いれば同じ気づきの意識にアクセスすることができる｡
特定の気づきの意識にアクセスするための要素は｢感覚・感情｣と｢音声シグネチャー｣の組み合わせということになる｡
例えばあなたが瞑想をしていて深い平和と静寂に達したとしよう｡その瞬間に､その感覚・感情を意識で取り囲むように意図し､それから自分の声にのって音ないし音の流れが自然に出て来るようにするのだ｡その感覚や感情に意識を向けつつ､自分から発される音を聴くということは､その体験を定着させる強靭な手段となるため､その後も望めばいつでも同じ体験を呼び戻すことができる｡
■著者紹介 
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■著者
トム・ケニオン　Tom Kenyon
サウンド・ヒーラー､心理療法家｡カウンセラーとして活動ののち､1983年に心理音響学のためのアコースティック・ブレイン・リサーチ研究所を設立｡脳と意識の関係を探究し､音､音楽､言語が人間の脳神経系や人間の行動に与える作用をつきとめる｡ハトホルのはたらきかけにより独自のサウンド・ヒーリングを確立｡四オクターブ以上の音域をもつ声や楽器などの豊かな音色を使って､音で癒しを行うサウンド・ヒーラーとして世界的に知られる｡日本へも訪れ､さまざまなワークショップやコースを開催している｡現在ではマグダラのマリアの意識ともコンタクト｡
ヴージニア・エッセン Virgnia Essene
個人の内なる平和と､惑星のための人類の宇宙的同盟であるシェア財団代表｡セミナー､講演､カウンセリング､執筆活動などを通じ､人類の平和と地球上の全生命の保護のためのネットワークを広めている｡瞑想とセルフ・ヒーリングによってライトワーカーたちを内なる平和へと導く､米国のスピリチュアル・リーダーの一人｡

訳者
紫上はとる
神奈川県生まれ｡翻訳家｡幼少時代から異次元や不思議なこと､古代美術等に惹かれる｡成長過程でさまざまな文化や宗教の人々に接する機会が多く､精神的な事柄への興味がつのるようになる｡訳書にジェーン・ロバーツ『セスは語る』､ボブ・フリゼール『この本に真実は何もない､しかしそれがまさに現実なのである』､ジョジュア・D・ストーン『完全アセンション・マニュアル』上下巻(ナチュラルスピリット)など｡現在は夫､動物たちと離島に暮らす｡
エジプト史の中に私達の存在や動機や身体的特徴などの痕跡を見出そうとしても､それはほとんど不可能だろう｡ただしハトホル女神を祀った神殿には私達の姿を模した彫像が残されており､そうした彫像の一つの写真を本書に載せておく(表紙写真｡↓左下写真)｡これをご覧になって何らかの記憶が呼び起こされる人々もいるかもしれない｡
人間のいろいろな体

・生命あるものは全て､｢生命体(エーテル体)｣という目には見えない霊体を持っている
・まさに低次の魂界(エーテル界)と相互に浸透し合っている｡
・“エーテル”＝東洋の“気”と呼ばれるものと同一)
・私達は昔､とりわけ古代エジプトで豊饒の神として祀られていたハトホル女神(本書ではハトホル女神と集合意識ハトホルもしくはハトホルで区別)を通して務めにあたっていたことがあった｡またチベット仏教の形成期にはラマ僧達とも交信していた｡彼らの独特の技法や音を用いた習わしの中には私達一族の仲間による教えがもとになっているものもある｡私達の文明はそのように地球の古代文明とも交流があったが､あなたがたの知る宇宙を越えた､はるか彼方の銀河にもまた点在している｡
※バッチフラワーレメディ(Bach Flower Remedies)のＨＰより
■微細エネルギー身体の性質と原理
人間の｢微細エネルギー身体｣は､エーテル体､アストラル体､メンタル体､コーザル体というような複体がある｡
これらの複体は､同じ空間を共有し､お互いに浸透し合って(重なり合って)いるが､それぞれの周波数(振動数)が異なるために､干渉し合うことなく存在している｡ 
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〔1〕肉体(Physical body)､およびエーテル体(Etheric body)
・肉体(物質的身体)とエーテル体は重なり合って存在している｡
・エーテル体とは｢生長パターンをつくる鋳型｣であり､遺伝的ポテンシャルに従って生命力の発現を助ける作用をもっています｡
・古代中国医学における｢経絡｣や｢気｣､古代インド医学やヨーガにおける｢チャクラ｣や｢ナーディ｣のシステムは､肉体(物質的身体)とともにエーテル体をも統合するエネルギーのネットワークと考えられます｡
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エーテル体
・エーテル体は､肉体とアストラル体の間にある肉体に近い微細神の霊的な肉体に相当する｡肉体に直接働きかける肉体の霊的な身体とご理解してほしい｡
・通常オーラと言われているところがこの部分｡
・厳密には更に上位の層もオーラと言う定義も成り立つ｡動植物にもこのエーテル体が存在する｡
・エーテル体は前世などのカルマの記憶を持ち､その記憶に基づき､その人の肉体に影響を与える｡
・健康・病気などの結果を今世で現出させる｡また､今世に於いてのアストラル以上の層で体験した思考・感情・行動などが､このエーテル体に蓄積していく｡今世のカルマが来世に引き継がれます｡

〔2〕アストラル体(Astral body／Emotional body)
・アストラル体も､肉体(物質的身体)と重なり合って存在していますが､エーテル体よりも高い周波数をもっています｡アストラル体は｢感情体｣とも呼ばれ､私たちの感情の発現の媒体となります｡また｢欲望｣とも関係し､｢気分・感覚・渇望・食欲・性欲・恐怖｣などもアストラル・エネルギーであると考えられます｡
・また､アストラル体は自由に動ける独立した｢意識｣でもあり､肉体(物質的身体)が不活発であるとき､外界と相互に作用しています｡体外離脱や臨死体験は､意識が身体の外に出て､アストラル体の目で世界を見ていると考えられます｡
アストラル体
・アストラル体は､エーテル体とメンタル体の間にある微細身です｡
・アストラル体はエーテル体に影響を及ぼし､エーテル体を通して肉体に影響を及ぼします｡つまり､肉体を制御している意識体で､自我の一部と言われています｡感情・理性・欲望などの潜在意識の霊的な部分とご理解下さい｡植物には感情がないためにこの層は存在しません｡
・アストラル体は､ある条件のもとに肉体から分離する現象が起きます｡幽体離脱(アストラル投射)・生霊現象・臨死体験などもこのアストラル体の分離から起きます｡ある学説では､α波状態(夢を見ている､瞑想中など)の時に､アストラル体が肉体から分離していると言われています｡幽体離脱(アストラル投射)の方法に関しては､別掲で説明します｡
〔3〕メンタル体(Mental body)
・メンタル体は､アストラル体よりもさらに高い周波数をもっています｡メンタル体は｢精神体｣とも呼ばれ､私たちの精神的・知的な思考､および自己表現の発現の媒体となります｡メンタル体が正常に機能していれば､より明確な思考をすることができ､はっきりとした溢れんばかりのパワーで､その精神エネルギーを望ましい方向へとふりむけていきます｡
・メンタル体はアストラル体とコーサル体の間にあり､アストラル体より高次元の周波数を持ち､精神体とも呼ばれています｡精神的・知的な思考及び自己表現の媒体です｡メンタル体が正常に働くことにより､明確な思考とパワフルで適切な自己表現ができます｡

〔4〕コーザル(元因)体(Causal body／Spiritual body／Transpersonal)
・コーザル体は､メンタル体よりもさらに高い周波数をもっています｡コーザル体は､私たちが｢ハイヤーセルフ(高次の自己)｣と呼んでいる存在に最も近く､問題の本質を瞬時にとらえ､その根底に流れる真の原因を理解します｡
・コーザル体には､多くの前世に於ける魂の記憶と知識が蓄積されています｡その中には誕生・死・再生を繰り返す転生のしくみ､大宇宙大生命(神)との関わりが理解できるまでの変容への智慧が存在しています｡統合的な膨大なカルマを蓄積している場所です｡
・人間の死後～再生(転生)の経過
・肉体的な死は永遠の死ではありません｡
・霊的存在の終焉を意味しない｡死後も永遠に生き続ける｡
・死の直後､肉体からエーテル体が離れ､上位の霊的な微細身(アストラル体・メンタル体・コーザル体)と結びつく｡
・数日後､エーテル体の肉体的に結びついている部分が分離する｡(但し､煙草やお酒の常習者の場合は､一か月位かかる場合もある｡？)
・エーテル体に保持されるのは思考・感情・行動の結果｡
・エーテル体に保持されている思考・感情・行動の結果は､再生の際に新しいエーテル体に注入される｡エーテル体に保持された記憶は新しいエーテル体に引き継がれる｡良し悪しに関わらず引き継がれるものを､エーテル体カルマと言う｡前世のエーテル体の記憶が新しい肉体上に再現される｡輪廻転生の原理｡
・空想ではなく､人は死後蘇るが､あくまでもゾンビではない｡

■微細エネルギー身体と輪廻転生の関係
◎微細エネルギー身体と輪廻転生の関係
ひとりの人間が死をむかえると､肉体(物質的身体)とそれに結合しているエーテル体は消滅する｡
・個我意識やパーソナリティは､肉体(物質的身体)から抜けだして､アストラル体や､さらに高い周波数のレベルにとどまる｡
・その意識(魂)はふたたび新しい肉体(物質的身体)の中に入っていく｡
・何度も繰り返される人生を通じて得られる経験や知識は､コーザル体のレベルに貯蔵される｡
◎輪廻転生のシステム
・輪廻転生によって､男性や女性として､あるいは白人や黒人として生きてみたり､インド人､中国人､イギリス人として生きてみたりと､あらゆる人生を生きてみることによって､世界を可能な限りのあらゆる視点から観察することができる｡
・病気や貧困､人間関係の苦しみなども､それらの困難が乗り越えられたときに､内面的な霊性の進化が行われる｡
・転生という観点から見れば､たとえ苦しみの期間があったとしても､それは肯定的な学習効果としてあらわれてくる｡
■ヒプノセラピーによるアプローチ(前世療法)
・ハイアーセルフ､すなわちコーザル体には､多くの前世を生きた魂の記憶と知識がすべて貯蔵されている｡
・この｢貯蔵庫｣には､誕生・死・再生という転生のしくみ､自己の存在の宇宙的意味､創造主との結びつきなどが理解できるレベルにまで個人の意識をひきあげるための｢変容への智慧｣が存在している｡
・催眠によってこの高次の意識と直接つながることができれば､現世での悩みや苦しみの理由が知覚できるようになる｡
・ハイアーセルフの内なる導きに波長を合わせられるようになると､自己の感情･精神･身体･生活などを変容させることができるようになる｡
■霊障について
・どうすれば防げるか？

・実はこの霊障を受けることを防ぐ方法はとても簡単だ｡
・お酒を飲むときは適量をわきまえる事(ほろよい気分でストップすること)｡一気飲み競争などもってのほかだ｡お酒はここまでと決めて周りに宣言すること｡ 

・魔よけのグッズを身に付ける事 

・自然塩をポケットにいれておく(食塩・塩化ナトリウムはＮＧです) 

・まがたまを身に付ける
・ありがとうございますの｢言霊｣を頻繁につかう 

・光に包まれていることをイメージする 

・グラウンディングをすること 

・朝日を十分に浴びること 

・車を使わずに｢大地を沢山あるくこと｣｡できれば､直接地面がある公園､山など｡ 
■オーラの各層について
・オーラの各層は上記の図の様になっている｡
・人間は誕生から成長期を経て､老後を向かえ臨終を迎えるまでの間は､3肉体＋エーテル体＋4アストラル体＋5メンタル体＋6コーザル体によって支配されている｡
・各層はお互いに重なり合っているが､それぞれ周波数が違う｡周波数が違うことにより､それぞれが独立している様に見えますが､お互いに密接に関係している｡（次元との関わり）

●過去のコメント(2)
・神道では魂は４つに分かれていて､自分の意思で飛ばせるのは一つだけ､という話がある｡
・前世の夢を見るのはエーテル体の意識を寝ている間に読み取るからでしょうか・・霊的な接触も寝ているときに行われるようだ｡
・４つの魂が合わさった状態ではないので､１つの魂だけでみたりしたことは忘れてしまう…
・私たちは内面的にも外面的にもバランスと調和のとれた状態に戻ることについてしばしば語り､宇宙の仕組みについての理解を助けるために数多くの秘教的な教えを授けてきた｡
エーテル体
・これまで何度もあなた方のアダム/イヴ・カドモン・ボディーに言及してきた｡
・この身体は人間という形態の原初の神聖な青写真であり､ダイヤモンドの神の細胞を内包している｡
・神の細胞の中には人間という種の霊的/肉体的大宇宙だけでなくあなた方の神性の資質がすべて入っている｡
・この神聖な生命の細胞とＤＮＡの内部に､将来において物質の局面において肉体のコートを身にまとうことになるその時に備えて､あなた方の肉体的な性質の潜在的な資質､属性､側面が貯蔵されたのだった｡
・アダム/イヴ・カドモン・ボディーは形の建設者であるエロヒムによってライトボディーとして創造された｡
・それは人類の母型であり､男性性と女性性の両方を兼ね備えていた｡創造の多次元を通過して降下するときに備えて､あなた方のライトボディーはこの完璧な青写真を内包する黄金色のエーテルの網に囲まれ､ダイヤモンドの神の細胞がやがてあなた方の聖心やソーラー・パワー・センターとなるべきものの奥深い所に配置された｡
・エーテル体はあなたのボディー・エレメンタルと絶えずコミュニケーションをしている｡
ボディー・エレメンタルとはあなたの深層にある潜在意識だが､あなたの様々な腺・身体組織・器官・細胞を維持しかつ新しい活力を与え､同時に､消化組織をコントロールし､あなたが摂取する空気・水・食べ物の同化のプロセスをコントロールしている｡
・こういった働きのすべてをあなた方は当然のこととして､病気にでもならなければそれについて考えることなどほとんどない｡
・肉体とう器の面倒を見ている存在たちは､あなたのネガティブな思い・中毒・不健康な生活習慣によって引き起こされるダメージを修復しようと常に努力している｡
・あなたの生命の活力が非常に弱まりバランスがあまりにも崩れて病気が忍び寄り､時には肉体の器が早すぎる死を迎えるまでこの努力は続けられる｡
・エーテル体は記憶の身体であり､ポジティブであれネガティブであれ､あなたの考えや感情の影響を受ける｡
・病気や衰弱は最初にエーテル体で起こり､それから徐々に肉体の器に浸透する｡
・また､肉体という器のバランスと調和への回帰や再活性はエーテル体の内部で始まり､それから肉体において徐々に顕現するというのも事実だ｡
①顕在意識
・顕在意識は直感的で創造的な右脳の半球と直線的に思考する分析的な左脳の半球から成っている｡
・私たちの父なる神が左脳に支配的に存在する資質や側面のエネルギーを放射するのに対し､右脳は私たちの母なる神の資質や側面によってより強い影響を受けている｡
・当初は脳の二つの半球はお互いに調和を保ちながら機能し､お互いを力づけ､なだめあい､高めあっていた｡分断されていなかった｡
②潜在意識
・主観的な心ですが､あなたが体験するすべてのことを記録し､貯蔵する｡見ることのすべて､聞こえることのすべて､考えることのすべて､感じることのすべてが記録され貯蔵される｡
・潜在意識はあらゆる事柄を文字通りに受け止める｡ある出来事を実際に体験したのか､それとも､あることを鮮やかに想像しただけなのか､それは問題ではない｡潜在意識はそれを事実として記録する｡
・ネガティブで弱体化をもたらす過去の出来事をポジティブな思い出に変えることが極めて重要な理由はここにある｡
・思いや意図は特定の周波数に共鳴する｡
・放射する周波数のパターンを変えることによって､望みどおりの人生・身体の健康・環境を創造することが可能であり､周囲の人たちに助力することができる｡
③超意識
・周波数のパターンと意識の波動の磁場を高めていくにつれて､創造主の意識のより高いレベルにアクセスする能力を得ることができる｡
・あなたのハイアーセルフとあなたをつないでいる光の柱の中の静電気やゆがみを除去すると､超意識の中に神聖なこころの叡智が直接流れてくるようになる｡
・精神体ないしは思いこそ物質界で創造されるものすべての始まりだ｡
・“あなたは自分がイメージするどのようなものでも手に入れることができるし､それになることができる” と私たちは何度も言ってきた｡
・何かを創造するためには最初にそれを心の中で想像して見なければならない｡進化による変化が著しい今という時代においては､あなた方は潜在意識が顕在化する加速されたプロセスによって深い影響を受けている｡神聖な叡智の宇宙の貯蔵庫にあなた方がアクセスするようになるにつれて､顕在意識も超意識の浸透を許すようになる｡
精神体
・心(精神)が脳を支配しますが､脳は神聖なこころの延長線上にある｡
神聖なこころ/普遍的な知性とは最高創造主と私たちの父にして母なる神が行動している状態だ｡
・人間であるあなた方は頭脳の力を活用することによって創造主の意識の無限の知性にアクセスすることができる｡
・あなた方の心は意識の三位一体からなっている｡
感情体
・あなた方の感情はヴィジョン/ 願望/思いを顕在化して形にするために必要な燃料であり活性的な力だ｡
・焦点が定まった明確な意図と感情的なエネルギーがどれほど強さを持っているかによって顕現に必要な時間が決定され､あなたの努力の質が決定される｡
・精神的なプロセス/思考のプロセスによって実現へと向かわせる願望・夢・顕現がどのようなものであれ､それにエネルギーを与え活性化するためにはポジティブで焦点のしぼられた感情が不可欠です｡
・意図を明確に述べ､創造したいもののイメージをしっかりと創出し､思いを希望している結果の方向に向けながら､実現のために､必要なステップを一つ一つ達成していかなければならない｡
・他の人のネガティブな行動や思いによって影響されることを自分自身に許せば､ポジティブで調和の取れた行動をとる共同創造主としての自らの効力を妨げ薄めることになる｡
・あなた方が抱く考えや感じる感情こそあなた方の世界での体験において因果関係(カルマ)を創造するものだ｡
・意識のレベルを上げ､感情体と精神体の内部において調和が取れた状態に戻ると､カルマの車輪から解放され恩寵の状態を達成することができる｡
・この状態になると今あなた方が入手できる不可思議な可能性のすべてをやすやすと活用することができるようになる｡
・当初､あなた方の感情体にはあなた方の神聖な性質である無条件の愛が浸透し､無条件の愛のエネルギーを放射していた｡
・やがて低次元の意識へと深く沈んでいくにつれて､“条件付の愛”の波動が人間の器の中に顕れ始めまた｡愛と怖れの広範なスペクトラム､すなわち､純粋な愛の欠如が当たり前のこととなったのだ｡
そして､純粋な愛が欠如したこの状態からありとあらゆるネガティブな感情が派生した｡
・愛する人たちよ､あなた方の目標は肉体の主要なチャクラを融合させ､調和を図り､精神体と感情体のエネルギーの磁場のバランスをとることだ｡
・その結果､あなた方のスピリチュアルな本質が神によって与えられた創造の力であなたを包み込みその力を浸透させることができる｡
・精神体の磁場と感情体の磁場のバランスをとるためには､光になるための終わることのない探求を続ける中でアクセスする高次元の真実を確認し統合する過程において､あなた方の心の直感に頼ることを学ばなければならない｡
・ハート/魂のモニターを使って真実を確認し､それから､能力の最善を尽くしてその真実にしたがって生きる努力をすることが極めて大切だ｡
・あなた方は神の光線と魂の光線の属性・資質・美徳のすべてを統合しながら超意識の叡智を信頼し活用することを学びつつある｡
・神の瞬間､ないしは､創造の静止点において生きることを学ぶ中で､あなた方のヴィジョンや夢はますます加速的に顕現されている｡
・過去を癒し､未来の脚本を書き､今という瞬間に生きることがあなた方の多くにとって当たり前のことになりつつある｡
こうしてあなた方は共同創造主としての能力を完成させ､自らをマスターした存在に再び回帰しつつある｡
・感情体の磁場があなたの内部の支配勢力であれば､あなたは大衆意識の強烈な感情の流れともう一人の自分であるエゴの欲望体の影響にさらされることになる｡
・感情が願望や欲望を通してどのようにあなたを駆り立て支配しているかを検証し発見しなければならない｡また､あなた自身の動機が何であるかを厳密に検証しなければならない｡
・感情体と精神体を統合し､情緒的な知性を使うことを学ぶと感情体と精神体のバランスが取れるようになる｡
・そして､自分自身を理解するプロセスが開始され､行動の背後にあって自分を突き動かしている勢力を識別することが上手になる｡
・宇宙法則の仕組みを理解し始めるにつれて､あなたの意思を私たちの父にして母なる神の意思と調和のとれたものにすることがあなた自身のためにも最善であることが分かってくる｡
・あなたが望む目標に向かって優雅にかつ着実に前進していくときの望ましいモードは“感情的な無執着”だ｡
・感情体がスピリットによって満たされることを許すことによって､あなたが内包できるだけの滋養と愛のエネルギーを内在するスピリットから引き出すことができるようになる｡
・自分の価値を確認するために自分の外部に目をやることを止め､３/4次元の幻想を極端なハイやローを体験することはもはやなくなる｡
・意識を拡大して入手可能な多様性に富んだ多次元的な表現を取り込みながらこの世界で生活するときに､喜び/歓喜の状態で生活することは可能だ｡
・自分に想像することができるものであれば何でも入手が可能であり､何にでもなることができるということを一点の疑いもなく確信できるようになると､目標を達成するために努力を惜しまなくなるだろう｡
・愛する人たちよ､天使のヘルパーたちに頼って彼らの存在から力と滋養を得ることを学んでください｡彼らはあなた方に助力しようと常に待機しているのですから｡
・魂の我の知性を活用するになると､宇宙記録の無制限の可能性にアクセスする能力が身につきる｡
・３/4次元のゆがんだエネルギーを避けて通るために五次元の力/光のピラミッドをどうぞ活用してほしい｡なぜなら､五次元のピラミッドこそ地上に新しい天国を築くためのヴィジョンを形作り､創造するためにいつでも活用できる原初の生命力にアクセスできる場所なのだから｡
・途方もない規模の奇跡があなたの内部で､そして､あなたの周辺で起こるべきときです｡また､あなたがするすべてのことにおいてスピリットとパートナーになっているということを知るべきときだ｡あなたの感情的な性質をスピリットが光で包み込むと､愛があなたの感情を和らげ〝人間的な性質”を保有しながらも執着心がなくなり､自分のマスターというより高い見地から人生の出来事を見るようになる｡
・あなたの目標は霊体・精神体・感情体・肉体を統合することであり､そうすることによって､神の我の数多くの局面と一緒になりながら意識が次元上昇した状態で生きることになる｡
・あなたは今｢～になる｣状態から､｢～である｣状態へと移行しつつある｡あなた方は何十万年も前に開始したプロセスを逆行しているのだ｡
・すなわち､遥か時の彼方においてあなた方は物質の世界へと降下して､肉体の宮殿を建設するというプロセスを開始した｡
その肉体の宮殿とはあなたの“スピリットの我”という大切な生命の贈り物の器となるものだった｡
・愛する人たちよ､あの創造の奇跡､ないしは､再創造の奇跡を達成するにはかなりの時間がかかる｡
・しかし､私たちにはこのプロセスをより痛みの少ないものとし､かつより迅速にするお手伝いをすることができる｡
・あなた方は“聖心の愛”へと戻る道を発見するプロセスの中にいる｡
・聖心の愛とは無条件の愛であり､心の中で安らぎを体験するようになると､ハートの中で喜びと歓喜を体験し始めるだろう｡
なぜなら､これら二つのことはしっかりとつながっているからだ｡
・あなた方が光の道を前進するための精神力と決意をさらに強いものにすることを私たちに許してほしい｡
・あなたが息を吸うたびに､あなたの心臓がひとつ鼓動を打つたびに､私たちの父にして母なる神のハートから不可思議な生命の妙薬があなたに注ぎ込まれている｡
｢人間が肉体身である､という想いから､人間は神の霊光そのものなのだ､と想いを改めて人生観を変えると､今まで想いもかけなかったような､超越した能力が現われてくるのだ｡｣

アセンションとは
・アセンション(次元上昇)とは､周波数と意識の焦点の変化のこと｡
・万物はエネルギーの複雑な組み合わせによって創られている｡
・そのエネルギーには振幅と振動数(周波数)がある｡
・振幅とは､振動する物体の､静止の位置から振動する一番遠くまでの距離であり､周波数とは､電波・電流が互いに向きを変えながらプラスとマイナスの方向に流れることで､一秒間に流れる回数をいう｡
その単位をヘルツともサイクルともいう｡
・私たちの肉体・幽体・霊体・神体は､いずれもエネルギーで構成されている｡といっても物質的エネルギーではなく､根源のエネルギー(生命エネルギー)だ｡
・エネルギーには8つの段階がある｡物質界(肉体界)・アストラル界(幽界)・メンタル界(霊界)・ブッディ界(神界)・ニルバーナ界(高次の神界)・アヌバーダカ界(神の分神霊の顕われ)・アーディ界(神の顕われ)・根源界(根本創造主の世界)だ｡
・人間は､肉体(三次元)・幽体(四次元)・霊体(五次元)・神体(六次元)・分神(七次元)を内に持っている｡
・人間はド・レ・ミ・ファ・ソ・ラ・シの七つの音階を､7オクターブ内に秘めている存在で､ド・レ.ミ・ファ・ソ・ラ・シはそれぞれの個性で､7オクターブのどのドもレも個性は同じですが､オクターブの周波帯が上がれば､周波数も上る｡
・そこで､いまあなたがどの周波帯のド､或いはレを表現しているかが､あなたの意識の高さの表現になるのでだが､あなたのなかには7オクターブがあり､それがあなたという存在の全体性になる｡
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・私たちは無数の意識の集合体なのだ｡
・私たちは､意識の焦点を､常にどこに置くかによって､周波数を変えることができる｡これがアセンションだ｡
・肉体の周波数を上げると､比重が軽くなり､より高い周波数とひとつになり､それだけ自由性がでて､無限の可能性がその段階において開発されてくる｡
・私たち一人一人の存在は､ある特定の役目(使命)を果すために､大神様によって個別化されて､この現象世界に働きとして降ろされたものだ｡
・だから私たちの内奥に輝ける一点として在る本心に､焦点を合わせ､それを行動として現わすこと､それが祈りであり､我即神也・人類即神也の宣言と印､ということになる｡
・あなたという自我(エゴセルフ)は､あなたの神我(本心・スピリットセルフ)の表現の場なのですが､エゴセルフはそれを肉体に囚われて忘れてしまっているのだ｡
・だから､あなたがスピリットセルフを自覚し､行動したときから､あなたは行動するスピリット､つまり使命の遂行のために働く神の分霊､我即神也となるのだ｡神人といわれる由縁だ｡
・そこで､アセンションとはなにか､をまとめて要約してみると､アセンションとは生物学的変容のプロセスのことで､意識の焦点の変化ということなので｢アセンションする｣という明確な意図が必要だ｡
・私たちの言葉で言えば宣言だ｡
｢我即神也｣という高次元意識である本心との一体化を宣言すると､そのエネルギーの起す音色(バイブレーション)が､各細胞の分子を刺激して活性化させる｡
・その宣言の内容にふさわしい情報を､私たちのなかに休眠状態で潜んでいる遺伝子のDNAを目覚めさせていくことになる｡
宣言をするということは､中心核ができて､それがバイブレーションを起し､そのバイブレーションに共鳴して､肉体がそのようにととのえられてゆくし､外界からもそれにふさわしい波動が共鳴してきて､宣言された言葉の実現が起ってくるといわれている｡
・人間としての最高の宣言である｢我即神也(われそくかみなり)｣を宣言すれば､私たちの身体全体が高いレベルで振動しますから､私たちが内から霊化し､様々な業想念により蓄積されてきた毒素や因縁生が浄化されていき､細胞も正しい結晶体となって､ますます光を通しやすい神体(器)となっていくだろう｡
ちなみに､私たちの細胞の結晶体は五芒星とのことだ｡　↓図７
・神智学で言うような“チャクラ”という霊的中枢器官が現実に存在するものならば､スピリチュアリストがそれを信じたとしても何の問題もない｡
・シルバーバーチ(シルバーバーチの霊訓)には､ありとあらゆる難問が寄せられている｡そして､シルバーバーチは､その一つ一つの質問に誠意をもって答えている｡これまで寄せられた多くの質問内容が多岐にわたることを考えると､当然のこととしてチャクラについても何らかの説明があるのではないかと思われる｡
・チャクラについては霊的能力との深い係わりが指摘されている以上､シルバーバーチがこの問題に触れないはずはないと思われる｡シルバーバーチは､霊体やシルバーコードなど霊的事実について詳細に､しかも何度も繰り返して述べている｡
・ところが『シルバーバーチの霊訓』の中には､チャクラに関する説明は､全くといってよいほど見当たらない｡
・そうした中で唯一､シルバーバーチの“チャクラ”に対する考え方を窺い知ることができる発言が残されている｡
｢伝統的ということは古くさいということを意味し､進歩がないということの証明でもあります｡たとえばチャクラについて説くことは必ずしも必要とは考えない｡｣
※以下『古代霊シルバーバーチ　最後の啓示』(ハート出版) p.55より
・これによるとシルバーバーチは､チャクラについての世間一般の姿勢に対して､明確な否定的立場を取っていることが分かる｡
・チャクラを意識した伝統的な霊的能力開発の方法に対して､シルバーバーチは明確な批判的態度を示している｡
・もしチャクラについての従来の見解が正しいものなら､あるいはチャクラの開発が霊能力獲得に本当に効果があるのなら､シルバーバーチがわざわざここまで否定的な見解を述べることはなかっただろう｡
・シルバーバーチ以外の通信霊で､人間の霊的身体について詳細で分析的説明を身上としていたのがマイヤース霊です｡このマイヤースからの通信にも､不思議なことにチャクラについて言及した箇所が見当たらない｡ダブルや神経魂などの極めて細部にわたる霊的身体の観察の中に､チャクラに関係する内容が見つからない｡
・こうした状況をどのように考えるべきか｡結論を言えば､“チャクラ”というタントラ・ヨーガや神智学で言われてきたような独立した霊的器官は､もともと実在しない｡霊的事実に対して､常に詳細な説明を心がけているシルバーバーチやマイヤースの霊界通信にそうした記述が見られないということは､チャクラそのものが存在しないからなのだ｡
・“チャクラ”とは､霊体と肉体の接合点とは言っても､『シルバーバーチの霊訓』の中には､チャクラを連想させるような記述が全くないというわけではない｡例えば――｢いにしえの賢人が指摘している“第３の目”とか“太陽神経叢”などを使用することもある｡
・そこが霊と精神と肉体の三者が合一(link up)する場なのです｣(『シルバーバーチの霊訓(６)』(潮文社)  p.39)とか､｢そこから(ヒーラーのエネルギーが)患者の松果体ないしは太陽神経叢を通って体内に流れ込む｣(『シルバーバーチの霊訓(６)』(潮文社)  p.40)といったようなことが述べられている｡
・第３の目とか太陽神経叢は､位置的にはチャクラと一致する｡しかしこれは､チャクラという独立器官の存在を示唆するものではなく､従来“チャクラ”と言われてきたものが､実は霊体と肉体の接合点を､地上サイドから観察したものであることを意味している｡
・この接点を通って霊体から肉体へ霊的エネルギーが流れ込み､反対に肉体から霊体へもエネルギーが入っていくことになる｡この接点は､先に述べた霊体と肉体を連結する｢幽質接合体｣に存在する(図７)｡
・接点を通って霊体から多くの霊的エネルギーが肉体に流れ込むとき､その接点の状況を霊的視力で見ると､まるで一つの器官が活発に活動しているように見える｡そこからエネルギーがほとばしって流れ込んでくるように見える｡こうして大量の霊的エネルギーが肉体に流れ込むことにより､霊体に備わっている能力が肉体を通じて部分的に発現されるようになる｡これがチャクラ開発に伴う超能力の発現なのだ｡
・睡眠中など､幽体が肉体から離脱する時､シルバーコードによって２つの身体が結ばれている｡その際､特別太い２本のシルバーコードがある(図８)｡
■死ぬときには､人間は肉体をまるで衣服のように脱ぎ捨て(シルバーコードという銀色のひもが切れる)､残りの6つ(？)の体になるそうだ｡肉体以外の体が見える人は､幽霊も見ることが出来るということか？
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・一つが霊体と肉体の頭部(＊第３の目の部分)を結ぶもの､もう一つが霊体と肉体の腹部(＊太陽神経叢の部分)を結ぶものだ｡霊体と肉体は､シルバーコードによって分離中もエネルギーの交換をしている｡これは“チャクラ”が､霊体と肉体のエネルギーの通路となる接点のことであり､霊体と肉体が分離するときには両者を結ぶシルバーコードになることを示している｡
・霊的なエネルギーを接合部に集中的に投射することによって､いっとき接合部が拡大し､急激に超能力を持つようなことが起こる｡またドラッグなどの薬物によっても､部分的に接合部が広げられ､霊通するなどの現象が生じることがある｡言うまでもなく､こうした形での霊能力開発は邪道であり､“低級霊”のいいオモチャにされることになる｡
※以上スピリチュアリズム普及会(旧・心の道場)第１公式サイトより
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・これは(前頁図)､ドイツの神秘思想家であるルドルフ・シュタイナーの考えにも近く､また､古来の宗教や哲学にかなり共通する考え方だ｡
・魂から肉体まで､色々な神秘思想・宗教・哲学を見ると､だいたい3種類から７種類に分類されるが､最も多いのは３種類から４種類に分けるケースだ｡
また､あまり複雑に分けてもかえって分かりにくくなってしまうので､段階としては3～4種類ぐらいに分けるのがベストと思うが､西洋の神秘思想カバラを参考にして､これを更に男性的側面と女性的側面とに分け､パターン化したものが下図だ｡
・ちなみに男性的側面と女性的側面とは､よく言われるプラス(陽)とマイナス(陰)という区分ではなく､女性的側面がエネルギー的側面で熱とか愛とかを表現するとしたら､男性的側面とは形作るもの､真理とか哲学的側面を示す｡
・西洋の神智学やシュタイナー哲学によると､人間は肉体の他に生命エネルギーの体である『エーテル体』､感情を司る体である『アストラル体』､思考の体である『メンタル体』､そしてその背後にある本当の自分である『コーザル体』に分けている｡もっとも､西洋では『７』という数字を神秘化しているため神智学では７つに分類するケースもあるが､内容からみると､この４つの分類の方が違いがはっきりしている｡
・ちなみに､シュタイナー哲学は世界的に有名なシュタイナー学校のバックボーンになっていることで知られているが､同校では､この各々の体が次のように成長することが思想的背景となっている｡
・すなわち､人間は0歳から6歳までの間に物質界でいきるために必要な『肉体』の基礎を作る｡例えば､歯がはえて食物をとることができるようになり､排泄もできるようになる｡
・７歳になると『エーテル体』が成長し始める｡これは現象的には性的な特徴として現れる｡(『エーテル体』は性とも密接な関係がある｡)
『エーテル体』の基礎部分が完成すると､今度は『アストラル体』の体が発達するようになる｡
・順調に発達した場合､この15歳頃から思春期に入り､恋愛の感情を経験するようになる｡が､まだ『メンタル体』が十分に発達できていないため､感情に振り回されることになる｡その後21歳を過ぎるころになると『自我』が発達し始めて､自分のコントロールが可能になってくる｡
・ちなみにシュタイナーは､感情(アストラル)と思考(メンタル)を別の階層のものと説明しているが､ここでは感情(アストラル)と思考(メンタル)は同一レベルの男性的側面と女性的側面としてとらえている｡
・思考は､意識という表現をしている｡(実践魔術家であるＷ．Ｅ．バドラー氏も､その著作の中で､この２つが不可分のものであることを指摘している｡
・インドでは､物質の体である粗大身､大宇宙生命エネルギ-が生命体として人間の形をとる元となる元因身､そしてその中間で､生命エネルギーを物質の体に供給する微細身の３つに分けている｡中国(道教系)では､精・気・神の３つの段階に分けている｡精が練られると気になって､気が練られると神になるという形の3段階を構成する｡
・日本では霊魂というが､霊と魂とは本来別のもので､更に魂魄という言葉もあるように､魂と肉体の間に魄(ハク)という体があるといわれている｡この霊・魂・魄・体という区分が日本のもともとの考え方だ｡
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なお､神道には､『一霊四魂』という言い方をするケースもある｡肉体である『荒魂(あらたま)』､肉体以外の『和魂(にぎたま)』にまず分かれ､『和魂』は更に､感情面を司る『幸魂(さちたま)』と思考面を司る『奇魂(くしたま)』に分けられる｡これは､インドでいう粗大身が『荒魂』､微細身が『和魂』､さらにアストラル体が『幸魂』､メンタル体が『奇魂』に相当するといえると思う｡
・このモデルでは､『魂』､『感情』､『意識』､『肉体』の他に､『気(気の体)』と『潜在意識』という概念を加えている｡『気(気の体)』は､エーテル体・微細身・精・魄といった体に相当するものであり､古代エジプトでは『カー』､中世ヨーロッパでは『ドッペルンガー』と呼ばれていた｡
・また､潜在意識と呼ばれる意識は､この『気(の体)』と同じレベルとして扱った方が人間のモデルをより分かりやすく説明できるため､潜在意識を加えた｡
２.各々の部分の働き
・物質世界で暮らしている私たちには物質界以外のことはわかり難いと思いうが､例を使って説明してみよう｡厳密な意味では少し違うのだが､理解しやすい例として､自動車に例えてみる｡自動車を外から見た場合､車体(ボディ)しか見えない｡しかし､自動車が動くためには､運転者が乗って操作しなければならない｡この運転者が『魂』だ｡
・しかし､運転者である『魂』が自動車に乗っただけでは自動車を動かすことはできない｡まずは､自動車に運転者の意思を伝える必要がある｡これが制御系(ハンドル等)であり､人間でいうと『意識』の部分だ｡
『意識』には､人間が通常意識している『顕在意識』と､日頃意識していない『潜在意識』との２つの部分が存在する｡
・ハンドルのように運転者が実際に操作できる部分を『顕在意識』､マイコン制御のように､通常は操作することができない部分を『潜在意識』と考えることができる｡
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・また､自動車を動かすためには燃焼系(エンジン部)によりエネルギーを作り出すと同時に､それをアクセルで制御する必要がある｡エネルギーをコントロールする部分､すなわちアクセルを『感情(体)』と呼び､そのエネルギーを実際に作り出す部分､すなわちエンジンを『気(の体)』という｡
・よく比喩で､『燃える心』とか『冷たい心』とか言いますが､人間は無意識のうちに『感情』を温度や燃焼と結びつけて考える｡不思議なことにこれは世界のどの民族でも共通している｡これは多分､人間が無意識的に『感情』が熱､すなわちエネルギーと同じであることを知っているためではないか｡
・この感情のエネルギーを肉体に伝える役割を果たすのが､『エーテル体』とも呼ばれる『気』の体です｡『生気体』とは､いわゆる『気』の体です｡気に関しては､後で詳しく説明するが､物質以上の体と物質界とを結びつける働きをしているようだ｡
・また､『意識』の方も､普段に色々と考えている『意識』の他に､自分が意識することなく､マイコン制御のように体を動かしている意識がある｡例えば､意識が『前に進もう』と思えば､足や手､体の各筋肉を動かすための体の中のプログラムを使って､実際に体を動かすのだが､このプログラムのことを『潜在意識』と呼ぶ｡人間は､赤ん坊の時から徐々にこのプログラムを作りながら成長して行く｡これは単に体を動かすといったレベルのものから､人間の感情や行動を左右する高度なものまでが存在する｡これは､心理学ではトラウマ(過去の不幸な体験の記録)と呼ばれ､また､宗教や精神世界的用語としては『業(ごう)』・『カルマ』と呼ばれる｡この『業』・『カルマ』がどこに存在するかに関しては､異論もあるかと考えますが､『潜在意識』にあるとして扱うのが最も適切であると､私は考えている｡
３.人間の新しいモデルと地上の各界
・今度は､この新しい人間モデルを別の視点から考えてみよう｡物質以上の存在を考える場合､実際に見えないので､他の事象から推測するということが必要になる｡ただし､これはあくまでも､新しいモデルを理解するための､推論のための比較であり､厳密な証明を試みるものではない｡細かい内容が厳密に合うわけではないので了承してほしい｡
・この地球を見渡してみると､地球上には『鉱物』､『植物』､『動物』､『人間』が存在する｡このそれぞれが世界を形成しているので､それぞれの世界を『鉱物界』､『植物界』､『動物界』､『人間界』と呼ぼう｡『鉱物』には物質の体しかないが､『植物』は物質の体の他に『生命体』を持っている｡『植物』が『鉱物』と大きく異なっているのは､生命を持って成長すること､そして､死ぬと分解してしまうことだ｡すなわち､単なる物質である『肉体』が『鉱物界』に相当すると考えると､『生気体』は生命活動を行い成長したり死んだりするので『植物界』に相当すると考えられる｡
・『植物』は成長するだけだったが､『動物』になるとある程度､原始的な『意識』と『感情』とが表れてくる｡食欲や好悪の感情を持ったり､餌を取ったりするのに意識を使ったりするので､『動物界』には『感情』と『意識』が相当する｡そして､人間になると更に､その上の存在である『魂』を有している｡これを別の言い方で表現すると､『人間界』には『魂』が相当すると言うことができる｡
４．人間の新しいモデルと誕生と死、及び眠り
・人間は誕生の際に､精子と卵子が結びついて新しい生命が始まる｡
・この新しい生命の中には自分で成長・修復するプログラムがＤＮＡの中にプログラムされていて､自ら成長して行くが､この時点ではまだ『魂』は入っていないといわれている｡
・そして､ある時点から､あたかも自動車に運転者が乗り込むように､『魂』が『肉体』の中に入り込む｡『魂』が『肉体』と結びつくことにより､他の体である『意識』､『潜在意識』､『感情』､『気(の体)』が徐々に形成される｡
・そして､人間が老齢を迎えると『肉体』及び『気(の体)』が､だんだん弱まって行きます｡そして､死を迎えると､『魂』､『意識』､『感情』が『肉体』から離れて行く｡この時点で『気(の体)』もすぐに分解されて行くという考え方と､ある程度の期間存在する考え方とがあり､どちらが正しいのかは分からない｡いずれにせよ死を迎えるとともに『気(の体)』は分解して､『感情』以上の体となり､いわゆる『霊』と呼ばれる存在となるといわれている｡
・人間が眠っている時は､『感情』以上の体が､『肉体』及び『気(の体)』を離れている｡これはいわゆる幽体離脱と呼ばれている現象と同じであり､この間に『肉体』及び『気(の体)』は､物質以上の体の制限から解き放たれて､自己修復を行う｡また､同時に『感情』以上の体も､『肉体』及び『気(の体)』から離れて自由に動き回り､ストレスや歪みを解消する｡
・ちなみに､幽体離脱と眠り(夢)とが異なるのは､離脱した時の記憶を通常の肉体に戻った時にも保持していられるかどうかであるといわれている｡通常､物質界の情報は顕在意識では､直接記憶したり把握したりできない｡そこで､物質界以上の情報を顕在意識が把握できるように訓練することにより､そのような情報を把握・記憶できるようになる｡
・霊界訪問で有名なスウェーデン・ボルクは､その著書の中に起きている時と寝ている時との中間の状態に入る練習をしたと書いているし､また､幽体離脱の実践者として有名なロバート・Ａ・モンロー氏も｢眠りと意識のある中間状態に入る｣という方法を､幽体離脱の実践法の最初のステップとして説明している｡これは､この方法を追体験して､幽体離脱を行ったロバート・ピーターソン氏も実践しており､信憑性が高い情報と思われる｡おそらくはこういう状態を何度も経験することにより､離脱時の記憶を保持できるようになるのだと思う｡
・眠っているときに見る夢は､『感情』以上の体からの情報であり､ストレスや心の歪みの解消や､深いところにある欲求のあらわれ､離脱時の記憶の断片などが混じりあったもので､心理学では夢分析は､精神分析のひとつの大きなツールとなっている｡
・酒を飲んで､通常と違った意識になるのは､『感情』以上の体が『肉体』から遊離しやすくなるからだという説もある｡これはＬＳＤ等の薬物でも同じ現象がおき､また薬物の方が効果もより大きいと思うが､十分な準備ができていないうちに､本来離れるはずのないものを無理やり離すような行為が､悪い結果を生むのは自明の理だろう｡
５．人間の新しいモデルと宗教
・まず､キリストの教えから見てみよう｡(キリスト教と呼ばずキリストの教えとしているのは､キリスト教が､キリストの教えを複雑にかつ分かりにくくしてしまったように思うからだ｡)イエス・キリストの宗教改革の本質は､ユダヤ教にある主人と使用人のような神と人との関係を､親と子という関係であると説き直した点であると私は思っている｡(旧い契約を廃棄し､新しい契約を結んだという意味で､このキリストのことを記した聖書は新約と呼ばれる｡)
・イエス・キリストの言葉の中に､彼の教えの最重要ポイントを探すと次の文に突き当たる｡彼自身がこれに律法全体がかかっていると説明しているのだから､これば彼の教えの最重要点であると考えられる｡
・『そして､そのうちの一人で､律法に通じた者が､彼を試して､こう尋ねた｡｢師よ､律法の中で最大のおきてはどれですか｣｡イエスは彼に言われた､｢あなたは､心をこめ､魂をこめ､思いをこめてあなたの神を愛さねばならない｡｣これが最大で第1のおきてです｡第二もそれと同様であってこうです｡｢あなたは隣人を自分自身のように愛さねばならない｣｡律法全体はこの２つの掟にかかっており､予言者たちもまたそうだ｡』(マタイ　22：35－40)
・主なる神と隣人を愛するのが彼の教えの最重要ポイントだとすると､彼の宗教は愛情､すなわち『感情』にウェイトを置いた宗教であると考え､次にブッタの教えについて見てみよう｡
・仏教ではなく､ブッタの教えという表現をしているのは､仏教もブッタ教えとは異なっているからだ｡これは仏教の様々な宗派の教えがおかしいというのではなく､単にブッタが最初に説いた教えとは異なっているというだけだ｡ブッタは､人間には４つの苦しみ､すなわち『生』､『老』､『病』､『死』という苦しみがあり､この苦しみを克服するための方法を模索した｡そして､万物の存在のあり方をベースにその克服方法を見つけ出し､それを説き始めた｡
・彼いわく､全てのものは『縁起の法』というものによって存在するといいます｡『縁起』とは､原因と結果の関係であり､彼は､全てのものが縁起の法によって存在していることを看破し､人の苦しみも､『変化するもの(無常のもの)に執着する(欲望)』という原因により､『苦しみ』という結果が存在することを見出した｡そして､人間が､執着(欲望)を取り除ければ､苦しみから自由になる(涅槃にいたる)ことを悟った｡
・このプロセスは､『諸行無常』、『処方無我』､『涅槃寂静』の３つとして説かれている (三法印)｡
・第1ステップが､全てのものは無常(変化するもの)であることを理解する､第2ステップで､変化するもの(無常のもの)に執着することが苦しみの原因であることを理解して､無常のものに執着しない(自分のものとしない：無我)､その結果として､苦しみから自由になった境地である涅槃に到達できるという｡
・具体的方法として『中道』(極端に偏らない)と『八正道』(８つの正しい道：正見･正思･正語･正業･正命･正精進･正念･正定)を勧めた｡
・インドの思想界では､古くから宗教を３つの類型に分類して考えられてき､第1には｢祭祀の道｣､第2には｢知恵の道｣､第3には｢信愛の道｣だ｡
・仏教は､この中の第2の類型に属し､その典型的な宗教と言われていた｡また､仏教では､愛は欲望を意味することで使われ､どちらかというと光とか光明とかいった概念が重要とされる｡そういう意味で､ブッタの教えは意識(思考)の道と言える｡また､ブッタの考え方そのものが宗教というよりは存在哲学のようであり､やはりその意味でも意識(思考)の宗教といえるのではないか｡宗教界で有名なキリストとブッタの二人の宗教は､このように､『愛の道』と『光の道』として､人間の感情と意識(思考)の２つの面に､それぞれ働くように考えられている宗教ではないか｡そして､それはその地域や時代でどちらの面が必要とされていたかによって傾向が出ているのではないか｡
 ６．宗教における神秘体験
・では､宗教で求められる神秘体験についても考えてみよう｡魂は､宇宙意識ともいうべき神聖意識の一部であり､通常では､意識や感情に隠されていて覚醒していない｡瞑想や座禅では､いわゆる無念・無想という形で､意識や感情を沈黙させることにより､魂を覚醒させようとする｡また､自己観察という形で､意識や感情を､魂と分離する方法もある｡
・一番ポピュラーなものは､祈りという形で､神とか仏とか人間を超えたものに意識を集中することにより､魂へのアクセスを行うものだ｡アプローチ手法は様々であっても､求めるところは魂の覚醒にあると考えられる｡　

· http://www.interq.or.jp/uranus/fusion/npl/reportJ/reportJ01.html
｢死後世界地図3 - 完結編｣(A・ファーニス)／コスモトゥーワン

｢日本編 - 死後世界地図｣(秋山眞人)／コスモトゥーワン

｢エンサイクロペディア大霊界 - 月の巻｣(丹波哲郎)／徳間書店

｢死後世界地図1｣(A・ファーニス)／コスモトゥーワン

｢死後世界地図2 - 地上生活編｣(A・ファーニス)／コスモトゥーワン

夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　http://www.chitac.com/　以上

皆みな様からの学びだ｡ありがとうございます｡　2011.8.16
